
市からのお知らせ / まちとぴ！ / つるおか情報パレット　ほか

― 特 集 ―

広報つるおか

2024 / 令和６年
No.31910



2

観
光
資
源
が
豊
富
な
鶴
岡
市

　

本
市
は
、
ユ
ネ
ス
コ
に
認
定
さ

れ
た
豊
か
な
「
食
文
化
」、
全
国

最
多
３
つ
の
「
日
本
遺
産
」、
全

国
最
多
４
つ
の
「
国
民
保
養
温
泉

地
」、
ク
ラ
ゲ
の
展
示
種
類
数
世

界
一
の
「
加
茂
水
族
館
」
な
ど
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
資
源
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

観
光
業
は
宿
泊
や
飲
食
、
交
通

は
も
ち
ろ
ん
、
農
林
水
産
業
な
ど

様
々
な
産
業
に
関
連
が
あ
り
、
地

域
経
済
に
大
き
な
波
及
効
果
を
も

た
ら
し
ま
す
。

国
内
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
現
状

　

国
内
で
の
人
口
減
少
が
進
ん
で

い
る
中
、
観
光
で
地
域
経
済
を
活

性
化
す
る
た
め
に
は
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
を
含
め
、
交
流
人
口
を
増
や

す
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
前
の
訪
日
客
数
は
全

国
で
３
、０
０
０
万
人
を
超
え
て

い
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
〜
４
年

は
５
０
０
万
人
を
割
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
令
和
５
年

は
、
約
２
、５
０
０
万
人
ま
で
回

復
。
今
年
１
月
〜
６
月
の
訪
日
客

数
は
コ
ロ
ナ
前
を
上
回
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

　

本
市
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
力

を
入
れ
、
令
和
元
年
度
は
過
去
最

高
の
外
国
人
訪
客
数
と
な
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
幅
に
減
少
し

ま
し
た
が
、
５
年
度
に
は
客
足
が
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戻
り
始
め
て
い
ま
す
。　

　

市
で
は
、
Ｄ
デ

ガ

ム

Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｍ
鶴
岡
ツ

ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
※
）
と

連
携
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
復

活
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
7
月
に
は
、
県
内
へ
の
訪

問
が
一
番
多
い
台
湾
へ
の
誘
客

と
、
海
外
へ
の
情
報
発
信
を
強
化

す
る
た
め
、
鶴
岡
市
国
際
観
光
大

使
を
新
た
に
任
命
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
外
航
ク
ル
ー
ズ
船
の
酒

田
港
寄
港
に
伴
う
鶴
岡
へ
の
オ
プ

シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
で
は
、
羽
黒
高

校
の
生
徒
が
お
も
て
な
し
。
大
変

好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受

入
れ
環
境
向
上
の
た
め
、
看
板
な

ど
の
多
言
語
化
に
取
り
組
む
民
間

事
業
者
に
対
し
支
援
も
実
施
す
る

な
ど
、
地
域
一
体
の
観
光
地
域
づ

く
り
を
戦
略
的
に
行
い
ま
す
。

インバウンドとは
外国人が訪れてくる旅行のこと。日本では「訪日外国人観光」を指す

※ 官民が協力して観光地域づくりを進めるための「観光地域づくり法人（DMO)」

Welcome to Tsuruoka！Welcome to Tsuruoka！
インバウンドインバウンドをを　　　　　　　　　　
がんばるんだがんばるんだ

― 特 集 ―

【問合せ】
本所観光物産課
☎35‐1301

羽黒高校生徒が外航クルーズ船の外国人乗客
を羽黒山随神門前でおもてなし

外国人に人気の市内観光スポット

羽黒山を中心に出羽三山が人気。また、温泉
もキーワードとしてよく上がっていました。

１　羽黒山（Mt.HAGURO)
２　鶴岡公園周辺（Tsuruoka Park)
３　加茂水族館（KAMO Apuarium）
４　湯殿山 (Mt.YUDONO)
５　月山 (Mt.GASSAN)
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ベ
ン
さ
ん
＠
鶴
岡
市
国
際
観
光
大
使

羽
黒
高
校
×
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

♯
Ｒ
天
国

　
♯
湯
殿
山
ス
キ
ー
場

市
は
、
台
湾
へ
の
誘
客
活
動
を
進
め
る
中
で
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
リ
ャ
オ

氏（
ベ
ン
さ
ん
）と
の
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
昨
年
、
鶴
岡
市
国
際

観
光
大
使
に
委
嘱
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
Ｒ
天
国
」
と
は
、
Ｒ
型
状

の
壁
を
数
多
く
造
成
し
た
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
コ
ー
ス
。
国
内

の
有
名
な
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
投
稿
し
た
動
画

に
、
海
外
の
方
か
ら
も
多
く

の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
る

な
ど
、
国
境
を
越
え
て
注
目

を
浴
び
て
い
ま
す
。

湯殿山スキー場
スノーパーク
デザイナー 

丸
まるやま

山 淳
じゅん

 氏

ベンジャミン
・リャオ  氏

目
的
地
に
選
ば
れ
る
た
め
に

　

本
市
の
豊
か
な
資
源
を
最
大
限

に
生
か
し
、
交
流
人
口
を
増
や
す

に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
含
め
、

官
民
協
働
で
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

多
く
の
人
に
鶴
岡
を
目
的
地
に

選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
多
様
な

主
体
が
一
体
と
な
っ
て
、
魅
力
い

っ
ぱ
い
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

インバウンドがんばっています
インバウンドがんばっています

台湾・台北を中心に
活動。フォルテホテ
ルグループ会長。太
平洋アジア旅行協会
(PATA）台湾支部会
長。自ら何度も観光
客を連れて来鶴して
いただいている

多様な主体が連携して取り組みます

DEGAM（デガム）鶴岡
ツーリズムビューロー

観光客にとっても市民にとって
も満足度が高い観光地域作りを

けん引する

鶴岡市
市民にとっても観光客にとって
も魅力あるまちづくりを進める

観光関連団体・事業者
魅力ある観光コンテンツの造成や、
質の高いサービスの提供を通し、
観光客の満足度向上を図る

観光客
鶴岡の旅を満喫し、鶴岡のファン

になり、魅力を発信する
市民の皆さん

このまちへの誇りと愛着を持ち、
観光地域作りに協力し、地域の
魅力向上と活性化に努める

　皆さん、こんにちは！鶴岡が
大好きなベンです。
　たびたび羽黒山を訪れ、私が
感じた感動をコンセプトに「ウ
ェルネス」を目指したホテルを
台北市内にオープンします。ご
宿泊のお客様が山形県鶴岡市に
関心を持ってもらえたらうれし
いです。
　いつも台湾から鶴岡を応援し
ています。今度はいつ鶴岡に行
こうかな…。

　最近の湯殿山スキー場は、県
内だけではなく、関東地方や中
部地方からのお客様も増えてき
ました。
　さらに、昨シーズンは海外の
プロスノーボーダーも来てくれ
るなど、外国人の姿も見られま
す。
　今後も国内外のお客様が満足
のいくゲレンデ作りに努めてい
きます。

左から齋
さいとう

藤杏
あんじゅ

樹さん、藤
ふじわら

原はんなさん、
木
きむら

村心
ここ ね

優さん、松
まつうら

浦さやさん。自分たち
が考えた羽黒ポーズ（指でＨの形を作る）
で地域をアピールしていきます！

　クルーズ船のお客様を羽黒
山でお出迎えしたとき、最初
はとても緊張したのですが、
会話をしていくうちに、世間
話もできたことは貴重な経験
となりました。
　外国の方から羽黒山に興味
を持ってもらえるのはとても
誇らしいことだと思いますし、
この経験は、羽黒高校の国際
コースだからできるのではな
いかと感じています。
　これまで地域に密着した活
動をする機会がなかったので、
このおもてなしを通して、地
域の役に立てたことがとても
うれしかったです。

目的地として選ばれる観光都市を目指して

多方面で取り組んでい
る方たちにお話を聞き

ました

私たちならではのおもてなし
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荘
内
看
護
専
門
学
校

看
護
学
生
募
集

▼
一
般
入
試　

■■対
高
校
を
卒
業
し
た
方
及
び

来
年
３
月
に
高
校
卒
業
見
込
み
の
方
、
高
校

卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
方　

■■
試
験
日
時
・
科
目　

１
日
目
…

12
月
19
日
○木
午
前
９
時
（
国
語
〈
古
典
を
除

く
〉、
数
学
Ⅰ
、
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
、
小
論
文
）　

２
日
目
…
20
日
○金
午
前
９
時
（
面
接
）

▼
社
会
人
入
試　

■■対
昭
和
59
年
４
月
２
日
〜

平
成
16
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
で
、
次

の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方　

▽
高
校
を
卒
業

ま
た
は
高
校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
、
社
会
人
経
験
が
２
年
以
上

あ
る　

▽
大
学
、
短
期
大
学
を
卒
業
し
、
社

会
人
経
験
が
１
年
以
上
あ
る　

■■
試
験
日
時

・
科
目　

12
月
19
日
○木
午
前
９
時
（
国
語
〈
古

典
を
除
く
〉、
小
論
文
、
面
接
）

▼
共
通　

■■
募
集
人
数　

30
人（
推
薦
含
む
）　

■■
修
業
年
数　

３
年
（
昼
間
）　

■■
願
書
受

付　

11
月
11
日
○月
〜
12
月
６
日
○金　

■■
試
験

会
場
・
■■申
同
校
☎
22
‐
１
９
１
９

男
女
共
同
参
画
推
進
懇
談
会
委

員
を
募
集
し
ま
す

　

鶴
岡
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
掲
げ
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
意
見
や
助
言
等

を
頂
け
る
委
員
を
公
募
し
ま
す
。
委
員
の
任

期
は
委
嘱
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

■■対
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
・
通
学
し
て
い

  ■■問本所総務課☎35‐1114

市政功労者　10月１日（市制施行記念日）に表彰

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

〈産業・経済功労〉　國井 英夫（くにい ひでお）氏 （74歳） 青柳町
　平成16年11月から令和６年６月まで20
年の永きにわたり、鶴岡商工会議所副会頭
を務められ、商工行政への先進的な提言を
はじめ、本市の商工業振興において多大な
貢献をされました。その間、急激に進む少
子高齢化や厳しい経済環境のもと、中小・
小規模事業者の経営力強化支援のほか、鶴

岡ＴＭＯ運営会議の委員長として、中心市
街地の活性化に取り組むとともに庄内地域
の観光物産振興・交通施策の旗振り役とし
て中心的な役割を果たし、観光誘客や受入
れ体制整備に尽力されました。地域経済団
体の中核を長年担い、本市の産業振興や観
光振興に寄与されました。

〈産業・経済功労〉　佐藤 茂一（さとう しげかず）氏 （72歳） 道形町
　平成21年６月から令和６年６月まで、
15年の永きにわたり鶴岡市農業協同組合
理事として活躍され、その間、平成28年
６月から令和６年６月までの８年間、代表
理事組合長を務められ、本市農業の振興発
展に優れた指導力を発揮されました。
　農家の減少や高齢化、異常気象、物価高

騰など農業を取り巻く環境が厳しさを増す
中、支所の統合をはじめとした農協経営の
見直しや特産品である砂丘メロン、だだち
ゃ豆などの産地強化を推進されたほか、将
来の地域農業のリーダーとなる人材の育
成・確保に尽力されるなど、本市農業の活
性化に貢献されました。

市
政

〈産業・経済功労〉　上野 隆一（うえの りゅういち）氏 （75歳） 三和
　平成18年４月に藤島町商工会理事に就
任以降、令和６年５月まで18年の永きに
わたり、本市産業の発展に多大な貢献をさ
れました。その間、平成27年５月から令
和６年５月までの９年間、出羽商工会会長
として商工行政への先進的な提言をはじめ、
新型コロナウイルス感染症、長期化する原
材料・エネルギー価格の高騰などの厳しい

経営環境、さらには、生産年齢人口の減少
による労働力不足など、事業者が抱える多
様な経営課題の解決に向け、経営計画策定
や情報発信の強化による新たな販路の開拓、
旅行商品の開発による旅行客の誘致等を推
進されました。地域における経済団体のリ
ーダーとして、本市の産業振興や観光振興
に寄与されました。
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市政功労者　10月１日（市制施行記念日）に表彰

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

る
、
今
年
10
月
１
日
時
点
で
満
18
歳
以
上
の

方
３
人
以
内
（
国
、
地
方
自
治
体
の
議
員
及

び
職
員
を
除
く
）　

■■申
10
月
21
日
○月
ま
で
申

込
書
を
直
接
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
で
本
所
政
策
企
画
課
☎
35
‐
１
１

８
４
へ　

■■他
申
込
書
は
本
所
総
合
案
内
、
各

地
域
庁
舎
に
設
置
（
市
HP
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）

　
早
期
発
見
の
た
め
に
、定
期
的
な
が
ん
検
診
を

が
ん
検
診
推
進
強
化
月
間

▼
10
月
は
「
が
ん
検
診
推
進
強
化
月
間
」
で

す　

が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、
自
覚

症
状
が
な
い
内
に
、
が
ん
検
診
を
定
期
的
に

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
年
度
が
ん
検

診
未
申
込
者
で
受
診
を
希
望
す
る
方
は
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
鶴
岡
市
が
ん
検
診
受
診
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン　

■■日
10
月
１
日
○火
〜
31
日
○木　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■内
大
腸
が
ん
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
、
が
ん
に
関
す
る
情
報
展

示　

■■他
市
HP

▼「
庄
内
健
康
フ
ェ
ア
」
庄
内
南
部
・
北
部

が
ん
検
診
受
診
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

■■日
10

月
12
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

■■場
イ
オ

ン
モ
ー
ル
三
川
（
三
川
町
）　

■■内
が
ん
・
健

康
づ
く
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
が
ん
総
合
相

談
、
血
管
年
齢
測
定
等　

■■他
市

HP▼
共
通　

■■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25

‐
２
７
３
１

〈文化功労〉　木古内を訪ねる会（きこないをたずねるかい）平成４年設立
　当会は、本市と姉妹都市の盟約を結ぶ北
海道木古内町との友好関係の促進を図るこ
とを目的に、平成４年９月に設立されまし
た。
　以来、32年の永きにわたり、市と協働
しながら、両市町の特産品や本市郷土料理
の紹介により地域産業の振興を図るととも

に、交流のきっかけとなった歴史について
講演するなど、姉妹都市交流をけん引し、
友好の絆を深めることに貢献されました。
　両市町の交流は、友好親善と相互理解を
深めながら今年35周年を迎えました。こ
の間、当会は、都市交流の推進、歴史と文
化の継承に寄与されました。

　市では、本市の発展に尽くされた方を市政功労者として表彰し、その功績を
たたえています。今年度は５人の方と１団体が表彰されます。

〈産業・経済功労〉　小野木 覺（おのき さとる）氏 （80歳） 藤島
　平成９年４月に藤島町商工会理事に就任
以降、令和６年５月まで27年の永きにわ
たり、本市産業の発展に多大な貢献をされ
ました。その間、庄内南部の７商工会が合
併して誕生した出羽商工会の設立時におい
て中心的役割を果たし、平成20年４月か
ら平成27年５月までの７年間、初代会長
として農商工連携による新商品開発や販路
開拓などの新たな取り組みをけん引し、地

域産業の振興に寄与されました。
　また、平成21年５月から令和６年５月
までの15年間、山形県商工会連合会会長
を務められ、県内の中小・小規模事業者へ
の支援体制構築に尽力されたほか、首都圏
での県産品の販売力強化を主導するなど、
卓越した指導力で、本市のみならず、本県
における産業振興や観光振興に寄与されま
した。

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■市政功労表彰

〈地方自治功労〉　渡部 長和（わたなべ たけかず）氏 （74歳） 東岩本
　平成８年４月から令和５年11月まで連
続27年８月の永きにわたり、朝日村及び
鶴岡市の農業委員として活躍され、その間、
平成23年11月から農業振興部会長を、平
成26年11月からは会長職務代理者を務め
られ、遊休農地の解消や農地の集積・集約
化に取り組まれたほか、研修の充実による

委員の資質向上に貢献されました。また、
平成29年11月から令和５年11月までの間、
会長として農地利用の最適化に向けた体制
構築に尽力されるとともに、女性の意見が
農政に反映されるよう女性委員の登用を推
進されるなど、地方自治の進展と本市農政
の発展に寄与されました。

健
康
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催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

来年度の保育園・認定こども園・地域型保育等の入園児募集
■■問各園、子育て推進課（にこ♥ふる）☎35‐1291または各地域庁舎市民福祉課へ

令和７年度に保育園や認定こども園、地域型保育などへ入園を希
望される方を対象に、入園申込みを受け付けます。各園の開所時
間や受入れ年齢など、詳しくは市HP等をご覧ください。

●
一
斉
受
付
期
間
の
申
込
み
か
ら
入
園
ま
で
の
流
れ

一
斉
受
付
期
間
の
申
込
み
か
ら
入
園
ま
で
の
流
れ

これから生まれる子供の申込みはで
きますか？
生まれる前でも申込みができま
す。申込みの際は母子健康手帳
の写しが必要です。

年度途中入園の申込みはできますか？
年度途中の入園希望も、一斉受
付期間内にお申し込みください。

認定こども園の教育利用を希望する
場合の申込みは？
希望する認定こども園に直接お
申し込みください。内定通知は
申込みをした園から送られます。

これから鶴岡市に転入予定の場合も
申込みできますか？
これから転入される方も申込み
が可能です。

●
入
園
の
基
準

入
園
の
基
準

利用する場合、保護者が次のいずれかの「保育を必要とする理由」に該当する必要があります。
保育の必要性

□就労　パートタイム含む一定時間以上の就労
□妊娠・出産　妊娠中または出産後間もない
□疾病等　疾病やけが、心身障害がある
□介護　同居の親族を常時介護・看護している

□災害復旧　災害の復旧に当たっている
□求職　継続的に求職活動をしている
□就学　就学や職業訓練を受けている

保育園
保育を必要とする
０歳から就学前

認定こども園
●教育利用…満３歳以上
●保育利用…保育を必要とする０歳から就学前

地域型保育
保育を必要とする
０歳から２歳児

施設の種類と利用できる年齢

10月１日○火から保育所、認定こども園、地
域型保育または子育て推進課及び各地域庁舎
市民福祉課で配布します。

申請書の配布

10月１日○火～31日○木に申請書配布場所で受
け付けます。できるだけ第１希望の園にご提
出ください。

申請書の受け付け

認定申請書（入園申込書）、就労証明書など
保育の必要性を証明するもの、保育料納付誓
約書、口座振替依頼書等を提出してください。
詳しくは申請書と一緒に配布する「入園のて
びき」をご覧ください。

提出書類

10月31日まで申込みをした方には、来年１
月下旬に郵送で通知予定です。なお、新規受
入れ可能人数以上の申込みがあった場合は、
入園の調整をします。
※11月以降の申込みは、一斉受付の入園調
　整終了後に調整を行います。

入園の決定
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中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
へ

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　　

10
月
に
支
給
さ
れ
る
児
童
手
当
は
、
６
月

〜
９
月
分
で
、
10
月
15
日
○火
が
支
給
日
で
す
。

な
お
、
児
童
手
当
法
の
改
正
に
よ
り
、
10
月

分
以
降
は
2
か
月
に
1
回
偶
数
月
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
児
童
手
当
の
改
正
内
容
に
つ
い
て

は
、
市
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■■問
子
育
て
推
進
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
26
‐

０
１
７
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
へ

老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
に
は
、
次
の

全
て
の
期
間
を
合
計
し
て
10
年
以
上
の
期
間

が
必
要
で
す
。

▽
保
険
料
納
付
期
間　

▽
保
険
料
免
除
・
納

付
猶
予
期
間　

▽
学
生
納
付
特
例
期
間　

▽

厚
生
年
金
等
の
加
入
期
間　

▽
国
民
年
金
第

３
号
被
保
険
者
の
期
間　

▽
任
意
加
入
で
き

る
人
が
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

▼
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
人
は
？

最
長
で
70
歳
に
な
る
月
の
前
月
ま
で
、
資
格

を
満
た
す
た
め
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

▼
満
額
受
給
で
き
な
い
人
は
？　

最
長
で
65
歳
に
な
る
月
の
前
月
ま
で
、
満
額

寝
た
き
り
高
齢
者
等
に
紙
お
む

つ
等
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

■■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の
全
て
に

該
当
す
る
方　

①
65
歳
以
上
、
ま
た
は
40
歳

〜
64
歳
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る　

②

在
宅
等
で
介
護
を
受
け
、
排
せ
つ
に
全
介
助

が
必
要
な
寝
た
き
り
等
で
あ
る　

③
本
人
の

市
民
税
が
非
課
税　

■■
助
成
対
象
用
品　

紙

お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ド
、
使
い
捨
て
手
袋
、

お
尻
拭
き　

■■
助
成
方
法　

市
の
登
録
事
業

所
が
、
注
文
を
受
け
た
対
象
用
品
を
配
達　

■■
助
成
限
度
額　

▽
介
護
保
険
料
第
１
段
階

…
月
額
７
、
０
０
０
円　

▽
同
２
・
３
段
階

…
月
額
５
、
０
０
０
円　

▽
同
４
・
５
段
階

…
月
額
２
、
０
０
０
円
（
40
歳
〜
64
歳
の
方

は
本
人
及
び
世
帯
の
課
税
状
況
に
応
じ
て
決

定
）　

■■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本

所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱
の
お
知
ら
せ

　

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
1
学
区
…
及

川
雅
子
（
双
葉
町

北
）　

▽
櫛
引
地

域
…
齋
藤
秀
幸

（
主
任
児
童
委
員
）　

■■問
本
所
福
祉
課
☎

35
‐
１
２
５
２ 福

祉

年
金

■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0157または各地域庁舎市民福祉課へ

新型コロナウイルス感染症定期予防接種・インフルエンザ定期予防接種が対象です

高齢者の予防接種費用を助成します

■助成期間　10月１日○火～来年１月31日○金
■■対  ①65歳以上の方
　②60歳～64歳で心臓・腎臓・呼吸器等や免疫機能
　　に障害があり、身体障害者手帳１級に該当する方
■助成額
  ▽  新型コロナウイルス感染症定期予防接種
　…１万1,800円（１人１回）

▽  インフルエンザ定期予防接種…1,500円（１人１回）

●減免申請（要事前申請）対象の方へ
　生活保護世帯の方と市民税非課税世帯の方（課税さ
れている方と同一世帯、または課税者に扶養されてい
る方を除く）は減免申請の対象です。申請すると、生
活保護世帯の方は自己負担金無料に、市民税非課税世
帯の方は、新型コロナウイルス感染症定期予防接種の
助成額が１万2,800円、インフルエンザ定期予防接種
の助成額が2,000円になります。代理申請も可能です。

　接種を希望する方は、医療機関に直接予約してください。予診票等は送付しません。
　接種料金は医療機関により異なります。医療機関の定める接種料金から助成額を差し引いた額を医療機
関にお支払いください。接種できる医療機関については、市HPをご覧ください。

■■問子育て推進課（にこ♥ふる）☎35‐1291

病児保育施設のネット予約サービスを開始します

■■対  生後２か月～小学６年生の子供（施設
によって異なります）　病児保育施設を利用する際の登録や、空き状況

の確認、予約申込みをスマートフォン等で行える
サービス「あずかるこちゃん」を開始しました。
10月１日利用分から、本サービスでの予約を受
け付けます。

詳しくは
こちら

子
育
て
・
教
育
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催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
食
べ
残
し
な
ど
を

持
っ
て
、
速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

　

ま
た
、
毒
キ
ノ
コ
は
、
加
熱
し
て
も
干
し

て
も
塩
漬
け
に
し
て
も
、
毒
は
な
く
な
り
ま

せ
ん
。

■■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
４
６

10
月
26
日
は
「
柿
の
日
」

庄
内
柿
が
旬
を
迎
え
ま
す

　

明
治
28
年
10
月
26
日
に
俳
人
・
正
岡
子
規

が
「
柿
く
へ
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺
」
と

い
う
句
を
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同

日
が
柿
の
日
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市

の
特
産
品
で
あ
る
庄
内
柿
も
10
月
中
旬
〜
下

旬
に
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え

ま
す
。
地
元
の
旬
の
味
覚
、

甘
み
た
っ
ぷ
り
の
庄
内
柿
を

今
年
も
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

■■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９

６
土
地
売
買
の
際
は

地
価
調
査
価
格
を
参
考
に

　

地
価
調
査
と
は
、
山
形
県
が
県
内
全
市
町

村
を
対
象
に
、
基
準
地
（
市
内
は
31
地
点
）

を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
価
格
を
公
表
す
る

も
の
で
す
。
売
買
対
象
地
の
条
件
と
比
較
す

れ
ば
、
そ
の
土
地
の
お
お
よ
そ
の
適
正
価
格

が
分
か
り
ま
す
。
地
価
調
査
書
は
、
本
所
土

木
課
☎
35
‐
１
４
２
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

ど
に
よ
る「
食
品
ロ
ス
」を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

▼
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
行
動
例　

つ

る
お
か
エ
コ
フ
ァ
イ
ア
で
、
月
曜
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
と
第
３
日
曜
日
の
午
前
中

に
実
施
す
る
、
古
着
等
の
無
料
回
収
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

■■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８

４
８　

■■他
市
HP

10
月
10
日
は

住
宅
用
火
災
警
報
器
点
検
の
日

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に
よ
り
発

生
す
る
煙
や
熱
を
感
知
す
る
と
、
音
や
音
声

で
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で

す
。
本
体
の
故
障
の
有
無
や
電
池
が
切
れ
て

い
な
い
か
な
ど
定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

■■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

ツ
キ
ヨ
タ
ケ
や
ク
サ
ウ
ラ
ベ
ニ
タ
ケ
な
ど

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意

　　

毎
年
、
毒
キ
ノ
コ
が
原
因
の
食
中
毒
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
中
毒
の
主
な
症
状
は
、
お

う
吐
・
下
痢
・
腹
痛
な
ど
の
消
化
器
系
の
障

害
や
、
瞳
孔
の
収
縮
・
発
汗
な
ど
の
神
経
系

の
障
害
な
ど
の
ほ
か
、
脱
水
症
状
、
け
い
れ

ん
、
呼
吸
困
難
等
で
、
亡
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
食
用
だ
と
確
実
に
判
断
で
き
な
い
キ
ノ
コ

は
採
ら
な
い
、
食
べ
な
い
、
売
ら
な
い
、
譲

り
渡
さ
な
い　

▽
食
べ
ら
れ
る
キ
ノ
コ
と
そ

れ
に
似
た
毒
キ
ノ
コ
が
混
じ
っ
て
生
え
て
い

る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
す
る　

▽
食
べ
ら

れ
る
と
思
っ
て
持
ち
帰
っ
て
も
、
調
理
前
に

も
う
１
度
確
認
す
る　

▽
キ
ノ
コ
を
食
べ
て

▼
子
供
を
守
ろ
う
「
い
か
の
お
す
し
」

▽
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て〝
い
か
〞な
い　

▽

知
ら
な
い
人
の
車
に〝
の
〞ら
な
い　

▽「
助

け
て
」
と〝
お
〞お
き
な
声
を
出
す　

▽
安
全

な
場
所
に〝
す
〞ぐ
逃
げ
る　

▽
近
く
の
人
、

警
察
、
家
族
、
学
校
に〝
し
〞ら
せ
る

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

11
月
１
日
〜
10
日
は
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
推
進
強
化
旬
間

　

日
没
が
早
ま
る
こ
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
時

か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
交
通
事
故
、
特
に
道

路
横
断
中
の
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
る
事
故
の

多
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

夕
方
か
ら
出
掛
け
る
場
合
は
、
明
る
い
服

装
で
ピ
カ
ピ
カ
光
る
夜
光
反
射
材
を
身
に
着

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
運
転
者
も
高
齢
者
を

見
掛
け
た
ら
思
い
や
り
運
転
を
心
掛
け
、
交

通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
・
食
品

ロ
ス
削
減
月
間

 

「
３
Ｒ
」
と
は
、
焼
却
・
埋
立
て
さ
れ
る
ご

み
を
減
ら
し
、
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
繰

り
返
し
使
う
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

　

ご
み
に
な
る
も
の
を
減
ら
す
リ
デ
ュ
ー
ス

（Reduce

）、繰
り
返
し
使
用
す
る
リ
ユ
ー
ス

（Reuse

）、資
源
と
し
て
再
生
利
用
す
る
リ

サ
イ
ク
ル（Recycle

）の
「
３
Ｒ
」を
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

▼
リ
デ
ュ
ー
ス
の
行
動
例　

週
に
１
度
は
冷

蔵
庫
を
確
認
し
、
食
べ
残
し
や
期
限
切
れ
な

に
近
づ
け
る
た
め
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

▼
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
受
給

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
65
歳
で

す
が
、
本
人
の
希
望
で
60
歳
〜
64
歳
で
も
、

請
求
し
た
時
点
で
の
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
65
歳
以
降
も
減

額
率
は
そ
の
ま
ま
）。
な
お
、
繰
上
げ
請
求

に
よ
っ
て
年
金
受
給
中
の
人
が
、
65
歳
前
に

障
害
者
や
寡
婦
と
な
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎

年
金
や
寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
今
年
度
の
満
額
の
年
金
額

▽
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

…
81
万
３
、
７
０
０
円　

▽
昭
和
31
年
４
月

２
日
以
後
に
生
ま
れ
た
方
…
81
万
６
、
０
０

０
円

■■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９

４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ

10
月
11
日
〜
20
日
は「
全
国
地
域
安
全
運
動
」

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

　

地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
を
防
止
し
、
安
全
で

住
み
よ
い
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▽
万
引
き
は
「
窃
盗
」
と
い
う
犯
罪
で
す
。

大
人
も
子
供
も
、
万
引
き
は
絶
対
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
見
逃
さ
な
い　

▽
鍵
掛
け
は
全

て
の
防
犯
の
基
本
で
す
。
家
族
み
ん
な
で
話

し
合
い
ま
し
ょ
う　

▽
自
転
車
盗
難
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
必
ず
施
錠
。
防
犯
登
録
も
忘
れ

ず
に
、
自
転
車
保
険
加
入
も
義
務
で
す

生
活

そ
の
他
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産
業
建
設
課
で
誰
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
県

HP
で
も
そ
の
内
容
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く     　

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

　　

市
で
は
10
月
を
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
強

化
月
間
と
し
て
、
同
法
に
基
づ
く
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。
建
築
物
等
を
解
体
す
る

と
き
は
届
出
を
し
、
分
別
解
体
及
び
再
資
源

化
を
適
正
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
３
２

10
月
15
日
〜
21
日
は
違
反
建
築
防
止
週
間

建
築
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

▽
違
反
建
築
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い　

▽
着

工
前
に
建
築
確
認
申
請
書
、
完
了
し
た
ら
工

事
完
了
検
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
崖
地
や
災
害
危
険
区
域
内
で
は
、
住
宅
等

の
建
築
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
事
前
に
よ
く
調
べ
ま
し
ょ
う　

▽
カ
ー

ポ
ー
ト
で
も
10
㎡
を
超
え
る
場
合
は
、
確
認

申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す

■■問
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
３
２

10
月
は
土
地
月
間
〜
国
土
利
用
計
画

法
に
基
づ
く
届
出
を
忘
れ
ず
に
〜

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
売
買
等
を
行
う
場

合
、
契
約
後
２
週
間
以
内
に
届
出
が
必
要
で

す
。
届
出
対
象
面
積
は
、
市
街
化
区
域
で
２
、

０
０
０
㎡
以
上
、
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域

で
５
、
０
０
０
㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域
外

で
１
万
㎡
以
上
で
す
。
な
お
、
相
続
や
贈
与
、

農
地
法
３
条
１
項
に
関
す
る
取
引
等
に
つ
い

て
は
届
出
不
要
で
す
。

　

土
地
は
、
国
民
生
活
や
企
業
の
活
動
等
に

不
可
欠
な
基
盤
で
あ
り
、
貴
重
な
資
源
で
す
。

土
地
の
適
正
利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
35
‐
１
１
８
４
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ　

■■他
市
HP

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　

同
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
で
整
備
し
ま
し
た
。

▼
地
域
防
災
組
織
育
成

助
成
事
業　

■■内
ポ
ー
タ

ブ
ル
電
源
他
防
災
資
機

材
の
整
備
（
小
国
自
治

会
） 　

■■問
本
所
防
災
安

全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

▼
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業　

■■内
エ
ア
コ

ン
の
整
備
（
宝
徳
町
内

会
） 　

■■問
藤
島
庁
舎
総

務
企
画
課
☎
64
‐
５
８

１
２期

日
前
投
票
所
の
立
会
人
を

募
集
し
ま
す

■■日
公
（
告
）
示
日
〜
投
票
日
前
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
８
時
（
１
日
・
２
日
程
度
）

■■場
市
役
所
本
所
ま
た
は
各
地
域
庁
舎　

■■対
本

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
特
定
の
候
補
者
の
選

挙
運
動
に
関
わ
っ
て
い
な
い
方　

■■
報
酬

９
、
６
０
０
円
（
終
日
従
事
の
場
合
）　

■■問

本
所
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
35
‐
１
７
６
６　

■■他
市
HP

#80

　

８
月
下
旬
、
出
張
先
で
あ
る
北
海
道
名

寄
市
か
ら
戻
り
、
市
長
室
の
あ
る
３
階
へ

向
か
っ
た
。
壁
を
見
て
、
ふ
と
気
付
い
た
。

い
つ
も
何
気
な
く
眺
め
て
い
た
庁
議
室
の

隣
に
飾
ら
れ
て
い
た
大
き
な
絵
が
見
当
た

ら
な
い
。
山
本
甚
作
氏
の
「
鶴
岡
天
神
祭

り
」
と
い
う
作
品
で
あ
る
。

　

北
海
道
名
寄
市
は
本
市
に
と
っ
て
最
も

北
に
あ
る
姉
妹
都
市
だ
。
な
よ
ろ
産
業
ま

つ
り
に
参
加
し
、
も
ち
ま
き
、
も
ち
つ
き

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
で
「
も
ち
米
の
里
な

よ
ろ
」
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
だ
だ
ち

ゃ
豆
や
漬
物
な
ど
本
市
の
特
産
品
を
販
売

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
滞
在
中
は
、
市
立

の
北
国
博
物
館
、
ジ
ャ
ン
プ
台
、
天
文
台

き
た
す
ば
る
に
ご
案
内
い
た
だ
く
な
ど
、

加
藤
剛
士
市
長
や
、
石
橋
総
合
政
策
部
長
、

滋
野
交
流
推
進
課
長
を
は
じ
め
、
名
寄
市

の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

　

様
々
な
場
所
の
中
で
も
特
に
印
象
に
残

っ
た
の
は
、
本
市
の
藤
島
地
域
添
川
か
ら

開
拓
に
入
っ
た
場
所
に
建
立
さ
れ
た
山
形

神
社
だ
っ
た
。
今
は
切
り
株
と
な
っ
て
残

る
ハ
ル
ニ
レ
の
大
木
。
近
年
、
台
風
で
伐

倒
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
ま
で
立
っ
て
い

た
大
木
は
、
開
拓
時
の
原
風
景
と
と
も
に
、

時
の
移
ろ
い
を
感
じ
さ
せ
た
。

　

明
治
33
年
（
１
９
０
０
）、
遠
く
山
形

県
東
田
川
郡
東
栄
村
字
添
川
の
太
田
豊
治

氏
を
団
長
と
す
る
開
拓
団
一
行
は
、
現
在

の
山
形
神
社
が
あ
る
場
所
で
旅
装
を
解
い

た
。
曙
地
区
と
い
う
地
名
は
、
ま
る
で
夜

明
け
の
空
が
明
る
む
よ
う
に
北
の
大
地
の

開
墾
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
木
を
伐
採
し
、
北
の
大
地
に

く
わ
を
入
れ
た
こ
と
を
示
す
地
名
が
そ
の

地
に
残
っ
て
い
る
。

　

山
形
神
社
に
案
内
し
て
く
れ
た
名
寄
・

藤
島
交
流
友
の
会
の
黒
井
徹
会
長
は
、
開

拓
当
初
の
世
代
の
子
孫
で
あ
る
。
ま
た
、

現
在
も
曙
地
区
で
農
業
を
営
む
阿
部
勇
さ

ん
は
、
明
治
の
入
植
者
を
頼
っ
て
楪
（
ゆ

ず
り
は
）
か
ら
昭
和
に
入
村
し
た
世
代
の

子
孫
で
あ
っ
た
。
私
は
、
太
田
豊
治
さ
ん

た
ち
は
ど
の
方
角
か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
か
、

と
尋
ね
た
。
北
の
大
地
に
辿
り
着
き
、
食

料
基
地
の
礎
を
築
い
た
そ
の
遥
か
な
る
道

の
り
に
思
い
を
馳
せ
た
。

　

8
月
31
日
、
ふ
だ
ん
は
市
役
所
3
階
に

飾
ら
れ
て
い
る
天
神
祭
の
絵
を
、
鶴
岡
ア

ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た
白
甕
社

創
立
１
０
０
周
年
を
記
念
す
る
美
術
展
で

鑑
賞
し
た
。
編
笠
を
被
っ
た
化
け
も
の
が

酒
を
振
る
舞
う
、
鶴
岡
を
代
表
す
る
お
祭

り
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
描
い
た
の
は

山
本
甚
作
氏
。
大
正
4
年
（
１
９
１
５
）

に
生
ま
れ
、
鶴
岡
中
学
校
（
現
致
道
館
高

校
）
在
学
中
か
ら
白
甕
社
の
会
員
と
し
て

作
品
を
発
表
。
現
在
の
鶴
岡
一
中
、
致
道

館
高
校
で
教
諭
を
勤
め
た
後
、
中
央
画
壇

で
も
活
躍
し
た
洋
画
家
だ
っ
た
。

　

豪
雨
に
猛
暑
の
夏
か
ら
芸
術
の
秋
へ
。

ハ
ル
ニ
レ
の
切
り
株
は
現
代
人
を
開
拓
の

時
代
へ
い
ざ
な
い
、
１
０
０
周
年
記
念
の

美
術
展
に
貸
し
出
さ
れ
た
こ
と
で
生
ま
れ

た
空
白
は
、
い
つ
の
時
代
に
、
誰
が
、
何

を
描
い
た
も
の
な
の
か
、
ま
た
、
芸
術
が

そ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
決
し
て
当
た

り
前
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ

て
く
れ
た
。
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体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
食
べ
残
し
な
ど
を

持
っ
て
、
速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

　

ま
た
、
毒
キ
ノ
コ
は
、
加
熱
し
て
も
干
し

て
も
塩
漬
け
に
し
て
も
、
毒
は
な
く
な
り
ま

せ
ん
。

■■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
４
６

10
月
26
日
は
「
柿
の
日
」

庄
内
柿
が
旬
を
迎
え
ま
す

　

明
治
28
年
10
月
26
日
に
俳
人
・
正
岡
子
規

が
「
柿
く
へ
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺
」
と

い
う
句
を
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同

日
が
柿
の
日
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市

の
特
産
品
で
あ
る
庄
内
柿
も
10
月
中
旬
〜
下

旬
に
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え

ま
す
。
地
元
の
旬
の
味
覚
、

甘
み
た
っ
ぷ
り
の
庄
内
柿
を

今
年
も
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

■■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９

６
土
地
売
買
の
際
は

地
価
調
査
価
格
を
参
考
に

　

地
価
調
査
と
は
、
山
形
県
が
県
内
全
市
町

村
を
対
象
に
、
基
準
地
（
市
内
は
31
地
点
）

を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
価
格
を
公
表
す
る

も
の
で
す
。
売
買
対
象
地
の
条
件
と
比
較
す

れ
ば
、
そ
の
土
地
の
お
お
よ
そ
の
適
正
価
格

が
分
か
り
ま
す
。
地
価
調
査
書
は
、
本
所
土

木
課
☎
35
‐
１
４
２
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

ど
に
よ
る「
食
品
ロ
ス
」を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

▼
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
行
動
例　

つ

る
お
か
エ
コ
フ
ァ
イ
ア
で
、
月
曜
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
と
第
３
日
曜
日
の
午
前
中

に
実
施
す
る
、
古
着
等
の
無
料
回
収
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

■■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８

４
８　

■■他
市
HP

10
月
10
日
は

住
宅
用
火
災
警
報
器
点
検
の
日

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に
よ
り
発

生
す
る
煙
や
熱
を
感
知
す
る
と
、
音
や
音
声

で
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で

す
。
本
体
の
故
障
の
有
無
や
電
池
が
切
れ
て

い
な
い
か
な
ど
定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

■■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

ツ
キ
ヨ
タ
ケ
や
ク
サ
ウ
ラ
ベ
ニ
タ
ケ
な
ど

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意

　　

毎
年
、
毒
キ
ノ
コ
が
原
因
の
食
中
毒
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
中
毒
の
主
な
症
状
は
、
お

う
吐
・
下
痢
・
腹
痛
な
ど
の
消
化
器
系
の
障

害
や
、
瞳
孔
の
収
縮
・
発
汗
な
ど
の
神
経
系

の
障
害
な
ど
の
ほ
か
、
脱
水
症
状
、
け
い
れ

ん
、
呼
吸
困
難
等
で
、
亡
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
食
用
だ
と
確
実
に
判
断
で
き
な
い
キ
ノ
コ

は
採
ら
な
い
、
食
べ
な
い
、
売
ら
な
い
、
譲

り
渡
さ
な
い　

▽
食
べ
ら
れ
る
キ
ノ
コ
と
そ

れ
に
似
た
毒
キ
ノ
コ
が
混
じ
っ
て
生
え
て
い

る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
す
る　

▽
食
べ
ら

れ
る
と
思
っ
て
持
ち
帰
っ
て
も
、
調
理
前
に

も
う
１
度
確
認
す
る　

▽
キ
ノ
コ
を
食
べ
て

▼
子
供
を
守
ろ
う
「
い
か
の
お
す
し
」

▽
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て〝
い
か
〞な
い　

▽

知
ら
な
い
人
の
車
に〝
の
〞ら
な
い　

▽「
助

け
て
」
と〝
お
〞お
き
な
声
を
出
す　

▽
安
全

な
場
所
に〝
す
〞ぐ
逃
げ
る　

▽
近
く
の
人
、

警
察
、
家
族
、
学
校
に〝
し
〞ら
せ
る

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

11
月
１
日
〜
10
日
は
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
推
進
強
化
旬
間

　

日
没
が
早
ま
る
こ
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
時

か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
交
通
事
故
、
特
に
道

路
横
断
中
の
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
る
事
故
の

多
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

夕
方
か
ら
出
掛
け
る
場
合
は
、
明
る
い
服

装
で
ピ
カ
ピ
カ
光
る
夜
光
反
射
材
を
身
に
着

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
運
転
者
も
高
齢
者
を

見
掛
け
た
ら
思
い
や
り
運
転
を
心
掛
け
、
交

通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
・
食
品

ロ
ス
削
減
月
間

 

「
３
Ｒ
」
と
は
、
焼
却
・
埋
立
て
さ
れ
る
ご

み
を
減
ら
し
、
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
繰

り
返
し
使
う
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

　

ご
み
に
な
る
も
の
を
減
ら
す
リ
デ
ュ
ー
ス

（Reduce

）、繰
り
返
し
使
用
す
る
リ
ユ
ー
ス

（Reuse

）、資
源
と
し
て
再
生
利
用
す
る
リ

サ
イ
ク
ル（Recycle

）の
「
３
Ｒ
」を
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

▼
リ
デ
ュ
ー
ス
の
行
動
例　

週
に
１
度
は
冷

蔵
庫
を
確
認
し
、
食
べ
残
し
や
期
限
切
れ
な

に
近
づ
け
る
た
め
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

▼
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
受
給

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
65
歳
で

す
が
、
本
人
の
希
望
で
60
歳
〜
64
歳
で
も
、

請
求
し
た
時
点
で
の
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
65
歳
以
降
も
減

額
率
は
そ
の
ま
ま
）。
な
お
、
繰
上
げ
請
求

に
よ
っ
て
年
金
受
給
中
の
人
が
、
65
歳
前
に

障
害
者
や
寡
婦
と
な
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎

年
金
や
寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
今
年
度
の
満
額
の
年
金
額

▽
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

…
81
万
３
、
７
０
０
円　

▽
昭
和
31
年
４
月

２
日
以
後
に
生
ま
れ
た
方
…
81
万
６
、
０
０

０
円

■■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９

４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ

10
月
11
日
〜
20
日
は「
全
国
地
域
安
全
運
動
」

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

　

地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
を
防
止
し
、
安
全
で

住
み
よ
い
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▽
万
引
き
は
「
窃
盗
」
と
い
う
犯
罪
で
す
。

大
人
も
子
供
も
、
万
引
き
は
絶
対
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
見
逃
さ
な
い　

▽
鍵
掛
け
は
全

て
の
防
犯
の
基
本
で
す
。
家
族
み
ん
な
で
話

し
合
い
ま
し
ょ
う　

▽
自
転
車
盗
難
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
必
ず
施
錠
。
防
犯
登
録
も
忘
れ

ず
に
、
自
転
車
保
険
加
入
も
義
務
で
す

生
活

そ
の
他
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産
業
建
設
課
で
誰
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
県

HP
で
も
そ
の
内
容
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く     　

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

　　

市
で
は
10
月
を
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
強

化
月
間
と
し
て
、
同
法
に
基
づ
く
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。
建
築
物
等
を
解
体
す
る

と
き
は
届
出
を
し
、
分
別
解
体
及
び
再
資
源

化
を
適
正
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
３
２

10
月
15
日
〜
21
日
は
違
反
建
築
防
止
週
間

建
築
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

▽
違
反
建
築
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い　

▽
着

工
前
に
建
築
確
認
申
請
書
、
完
了
し
た
ら
工

事
完
了
検
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
崖
地
や
災
害
危
険
区
域
内
で
は
、
住
宅
等

の
建
築
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
事
前
に
よ
く
調
べ
ま
し
ょ
う　

▽
カ
ー

ポ
ー
ト
で
も
10
㎡
を
超
え
る
場
合
は
、
確
認

申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す

■■問
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
３
２

10
月
は
土
地
月
間
〜
国
土
利
用
計
画

法
に
基
づ
く
届
出
を
忘
れ
ず
に
〜

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
売
買
等
を
行
う
場

合
、
契
約
後
２
週
間
以
内
に
届
出
が
必
要
で

す
。
届
出
対
象
面
積
は
、
市
街
化
区
域
で
２
、

０
０
０
㎡
以
上
、
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域

で
５
、
０
０
０
㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域
外

で
１
万
㎡
以
上
で
す
。
な
お
、
相
続
や
贈
与
、

農
地
法
３
条
１
項
に
関
す
る
取
引
等
に
つ
い

て
は
届
出
不
要
で
す
。

　

土
地
は
、
国
民
生
活
や
企
業
の
活
動
等
に

不
可
欠
な
基
盤
で
あ
り
、
貴
重
な
資
源
で
す
。

土
地
の
適
正
利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
35
‐
１
１
８
４
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ　

■■他
市
HP

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　

同
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
で
整
備
し
ま
し
た
。

▼
地
域
防
災
組
織
育
成

助
成
事
業　

■■内
ポ
ー
タ

ブ
ル
電
源
他
防
災
資
機

材
の
整
備
（
小
国
自
治

会
） 　

■■問
本
所
防
災
安

全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

▼
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業　

■■内
エ
ア
コ

ン
の
整
備
（
宝
徳
町
内

会
） 　

■■問
藤
島
庁
舎
総

務
企
画
課
☎
64
‐
５
８

１
２期

日
前
投
票
所
の
立
会
人
を

募
集
し
ま
す

■■日
公
（
告
）
示
日
〜
投
票
日
前
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
８
時
（
１
日
・
２
日
程
度
）

■■場
市
役
所
本
所
ま
た
は
各
地
域
庁
舎　

■■対
本

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
特
定
の
候
補
者
の
選

挙
運
動
に
関
わ
っ
て
い
な
い
方　

■■
報
酬

９
、
６
０
０
円
（
終
日
従
事
の
場
合
）　

■■問

本
所
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
35
‐
１
７
６
６　

■■他
市
HP

#80

　

８
月
下
旬
、
出
張
先
で
あ
る
北
海
道
名

寄
市
か
ら
戻
り
、
市
長
室
の
あ
る
３
階
へ

向
か
っ
た
。
壁
を
見
て
、
ふ
と
気
付
い
た
。

い
つ
も
何
気
な
く
眺
め
て
い
た
庁
議
室
の

隣
に
飾
ら
れ
て
い
た
大
き
な
絵
が
見
当
た

ら
な
い
。
山
本
甚
作
氏
の
「
鶴
岡
天
神
祭

り
」
と
い
う
作
品
で
あ
る
。

　

北
海
道
名
寄
市
は
本
市
に
と
っ
て
最
も

北
に
あ
る
姉
妹
都
市
だ
。
な
よ
ろ
産
業
ま

つ
り
に
参
加
し
、
も
ち
ま
き
、
も
ち
つ
き

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
で
「
も
ち
米
の
里
な

よ
ろ
」
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
だ
だ
ち

ゃ
豆
や
漬
物
な
ど
本
市
の
特
産
品
を
販
売

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
滞
在
中
は
、
市
立

の
北
国
博
物
館
、
ジ
ャ
ン
プ
台
、
天
文
台

き
た
す
ば
る
に
ご
案
内
い
た
だ
く
な
ど
、

加
藤
剛
士
市
長
や
、
石
橋
総
合
政
策
部
長
、

滋
野
交
流
推
進
課
長
を
は
じ
め
、
名
寄
市

の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

　

様
々
な
場
所
の
中
で
も
特
に
印
象
に
残

っ
た
の
は
、
本
市
の
藤
島
地
域
添
川
か
ら

開
拓
に
入
っ
た
場
所
に
建
立
さ
れ
た
山
形

神
社
だ
っ
た
。
今
は
切
り
株
と
な
っ
て
残

る
ハ
ル
ニ
レ
の
大
木
。
近
年
、
台
風
で
伐

倒
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
ま
で
立
っ
て
い

た
大
木
は
、
開
拓
時
の
原
風
景
と
と
も
に
、

時
の
移
ろ
い
を
感
じ
さ
せ
た
。

　

明
治
33
年
（
１
９
０
０
）、
遠
く
山
形

県
東
田
川
郡
東
栄
村
字
添
川
の
太
田
豊
治

氏
を
団
長
と
す
る
開
拓
団
一
行
は
、
現
在

の
山
形
神
社
が
あ
る
場
所
で
旅
装
を
解
い

た
。
曙
地
区
と
い
う
地
名
は
、
ま
る
で
夜

明
け
の
空
が
明
る
む
よ
う
に
北
の
大
地
の

開
墾
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
木
を
伐
採
し
、
北
の
大
地
に

く
わ
を
入
れ
た
こ
と
を
示
す
地
名
が
そ
の

地
に
残
っ
て
い
る
。

　

山
形
神
社
に
案
内
し
て
く
れ
た
名
寄
・

藤
島
交
流
友
の
会
の
黒
井
徹
会
長
は
、
開

拓
当
初
の
世
代
の
子
孫
で
あ
る
。
ま
た
、

現
在
も
曙
地
区
で
農
業
を
営
む
阿
部
勇
さ

ん
は
、
明
治
の
入
植
者
を
頼
っ
て
楪
（
ゆ

ず
り
は
）
か
ら
昭
和
に
入
村
し
た
世
代
の

子
孫
で
あ
っ
た
。
私
は
、
太
田
豊
治
さ
ん

た
ち
は
ど
の
方
角
か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
か
、

と
尋
ね
た
。
北
の
大
地
に
辿
り
着
き
、
食

料
基
地
の
礎
を
築
い
た
そ
の
遥
か
な
る
道

の
り
に
思
い
を
馳
せ
た
。

　

8
月
31
日
、
ふ
だ
ん
は
市
役
所
3
階
に

飾
ら
れ
て
い
る
天
神
祭
の
絵
を
、
鶴
岡
ア

ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た
白
甕
社

創
立
１
０
０
周
年
を
記
念
す
る
美
術
展
で

鑑
賞
し
た
。
編
笠
を
被
っ
た
化
け
も
の
が

酒
を
振
る
舞
う
、
鶴
岡
を
代
表
す
る
お
祭

り
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
描
い
た
の
は

山
本
甚
作
氏
。
大
正
4
年
（
１
９
１
５
）

に
生
ま
れ
、
鶴
岡
中
学
校
（
現
致
道
館
高

校
）
在
学
中
か
ら
白
甕
社
の
会
員
と
し
て

作
品
を
発
表
。
現
在
の
鶴
岡
一
中
、
致
道

館
高
校
で
教
諭
を
勤
め
た
後
、
中
央
画
壇

で
も
活
躍
し
た
洋
画
家
だ
っ
た
。

　

豪
雨
に
猛
暑
の
夏
か
ら
芸
術
の
秋
へ
。

ハ
ル
ニ
レ
の
切
り
株
は
現
代
人
を
開
拓
の

時
代
へ
い
ざ
な
い
、
１
０
０
周
年
記
念
の

美
術
展
に
貸
し
出
さ
れ
た
こ
と
で
生
ま
れ

た
空
白
は
、
い
つ
の
時
代
に
、
誰
が
、
何

を
描
い
た
も
の
な
の
か
、
ま
た
、
芸
術
が

そ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
決
し
て
当
た

り
前
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ

て
く
れ
た
。
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素朴な芝居を特徴とし、祖先への供養のために演じら
れる農民芸能。江戸時代から伝えられてきましたが、
担い手の減少と高齢化により、今回を区切りに公演を

休止します。舞台では、一族再興を志す兄弟の復しゅ
うを軸にした演目が披露。300年以上の伝統を守り継
いできた地域の人々に惜しみない拍手が送られました。

５年ぶりに公演～戸沢花胡蝶歌舞伎～温海｜8.16

鶴岡｜９.２

老朽化のため、改築工事をしていた朝暘五小の新校舎
が７月に完成。始業式が行われ、児童たちはわくわく
した気持ちで２学期を迎えていました。各教室には黒
板の代わりに、タッチペンを使ったICT授業も行える

ホワイトボードを設置しています。また、学区内の４
か所に分散していた放課後児童クラブを１つに集約し、
新校舎に合築する形で新施設を整備。２階建ての広々
とした部屋で過ごせるようになっています。

朝暘五小新校舎での始業式＆第五学区放課後児童クラブ開所式
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切り絵の半円型行灯づくり

鶴岡｜９.５・19

添川両所神社御獅子舞

江戸初期から伝わるとされる同神社の獅子舞。紺色
の幕を大きく広げながら獅子頭を激しく振る踊りの
力強さに、来場者は魅了されていました。

朝日地域防災訓練を熊出地内で実施

大雨による災害を想定し、地域住民や消防団、消防
署員などが連携して実施。避難所の開設や段ボール
ベッドの組立て等の訓練を行いました。

朝日｜９.１

ユニバーサルビーチフェスティバルinねずがせき

障害がある人もない人も一緒に海を楽しめるイベン
ト。車椅子に乗ったままアクティビティの体験もで
き、夏の終わりに多くの人が海を満喫しました。

温海｜８.24

講演会「なぜスギ並木を守るのか」

羽黒山杉並木の保全・活用を通じて、手向地区を元
気にする方法を聴いた参加者は、地域の価値向上に
つながるまちづくりの大切さを再認識しました。

鶴岡市認知症予防セミナーを開催

〝楽しくからだと脳を動かして認知症予防〟。米沢栄
養大学の加藤守匡教授の指導の下、実際に体を動か
しながら、運動と認知症の関連性を学びました。

櫛引｜９.５

藤島｜８.18

完成品

菊や波文様など好きな模様の型紙を選んで、デザイ
ンナイフで切り取り。力の入れ具合に苦戦しながら
も、こつをつかむと夢中で切り出していました。

羽黒｜９.３
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魚
屋
さ
ん
に
よ
る
魚
の
お
い
し

い
ま
ち
鶴
岡
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■■日
10
月
１
日
○火
〜
11
月
30
日
○土　

■■内
市
内

鮮
魚
店
で
買
物
を
し
、
も
ら
っ
た
は
が
き

で
応
募
す
る
と
抽
せ
ん
で
４
４
４
人
に
景

品
が
当
た
る　

■■問
本
所
農
山
漁

村
振
興
課
☎
35
‐
０
８
０
９　

■■他
HPつ

る
お
か
ひ
ょ
う
げ
ん
の
花

２
０
２
４

■■日
10
月
４
日
○金
〜
14
日
○月
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
（
４
日
・
11
日
○金
は
午
後
６

０
０
円　

■■持
昼
食
等　

■■申
㈱
月
山
あ
さ
ひ

振
興
公
社
☎
53
‐
３
４
１
１

▼
な
め
こ
収
穫
体
験
＆
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

■■日
10
月
20
日
○日
午
前
９
時
（
タ
キ
タ
ロ
ウ

館
集
合
）　

■■場
大
鳥
地
内　

■■費
中
学
生
以

上
…
５
０
０
円　

小
学
生
以
下
…
３
０
０

円　

■■申
庄
内
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会

■■他
収
穫
後
の
な
め
こ
は
１
kg
１
、
５
０
０

円
で
販
売　
　

▼
皆
谷
尚
美
コ
ン
サ
ー
ト　

■■日
10
月
20
日

○日
午
前
10
時　

■■場
旧
大
網
小
学
校
田
麦
俣

分
校　

■■費
中
学
生
以
上
…
１
、
５
０
０
円　

小
学
生
…
５
０
０
円　

■■問
た
に
し
の
楽
校

保
存
会

▼
落
ち
葉
の
六
十
里
越
街
道
を
往
く　

■■日

10
月
27
日
○日
午
前
8
時
（
月
山
あ
さ
ひ
博

物
村
集
合
）　

■■場
田
麦
俣
↓
細
越
峠
↓
湯

殿
山
参
籠
所　

■■定
先
着
25
人　

■■費
３
、
５

０
０
円　

■■持
昼
食
等　

■■申
10
月
20
日
○日
ま

で
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１

１
へ

▼
大
鳥
自
然
の
家　

そ
ば
打
ち
体
験
＆
紅

葉
散
策　

■■日
11
月
２
日
○土
午
前
９
時　

■■定

先
着
15
人　

■■費
高
校
生
以
上
…
１
、
５
０

０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円
（
昼
食

代
等
）　

■■場
・
■■申
10
月
25
日
○金
ま
で
同
館

☎
55
‐
２
９
４
６
へ

▼
そ
ば
処
大
梵
字
「
新
そ
ば
御
膳
」　

■■日

11
月
２
日
○土
〜
30
日
○土
午
前
11
時
〜
午
後

３
時
30
分　

■■内
新
そ
ば
御
膳
提
供
（
各
日

限
定
20
食
）　

■■費
１
、６
０
０
円
（
当
日

は
１
０
０
円
増
し
）　

■■場
・
■■申
そ
ば
処
大

梵
字
☎
53
‐
３
４
１
３

荘
内
大
祭

■■日
10
月
６
日
○日　

■■時
・
■■内
午
後
１
時
30
分

…
御
旅
所
祭
奉
納
演
舞　

２
時
30
分
…
大

名
行
列　

■■問
同
祭
実
行
委
員
会
☎
22
‐
８

１
０
０　

■■他
前
日
祭
あ
り
（
■■日

５
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

ス
テ
ラ
の
会　

星
を
見
る
会

秋
の
星
座
の
お
話
〜
紫
金
山
・
ア
ト
ラ
ス
彗
星
〜

■■日
10
月
８
日
○火
午
後
７
時　

■■場
中
央
公
民

館　

■■内
解
説
、
観
望　

■■費
小
学
生
以
上
３

０
０
円　

■■持
懐
中
電
灯　

■■申
ス
テ
ラ
の
会　

■■他
別
途
資
料
代
（
１
０
０
円
）

鶴
岡
地
区
危
険
物
安
全
協
会

60
周
年
記
念
講
演
会

■■日
10
月
11
日
○金
午
後
２
時
30
分　

■■場
東
京

第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡　

■■定
20
人　

■■内「
西
目

に
お
け
る
斜
面
災
害
に
つ
い
て
」
八
木
浩

司
氏
（
山
形
大
学
地
域
教
育
文
化
学
部
名

誉
教
授
）　

■■申
10
月
9
日
○水
ま
で
消
防
本

部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２
へ

江
戸
川
区
内
の
福
祉
事
業
所
と
連
携

ミ
ラ
ク
ル
マ
ル
シ
ェ
㏌ 
鶴
岡

■■日
①
10
月
12
日
○土
・
13
日
○日　

②
19
日
○土

■■時
午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

■■場
①
第
六
学

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー　

②
江

鶴
亭　

■■内
江
戸
川
区
内
の
福
祉
事
業
所
の

手
作
り
食
品
や
雑
貨
を
販
売　

■■問
鶴
岡
地

区
障
が
い
者
通
所
施
設
協
議
会
☎
26
‐
１

時
30
分
ま
で
）　

■■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム　

■■内
市
内
在
住
の
障
害
が
あ
る
方
の

作
品
展
示
等　

■■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１

２
７
３
ま
た
は
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
（
に
こ
こ
ろ
）
☎
25
‐
２
７
９
４
へ

朝
日
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

▼
き
の
こ
ま
つ
り　

■■日
10
月
５
日
○土
〜
27

日
○日
の
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日　

■■内

き
の
こ
汁
・
あ
ん
こ
餅
・
山
の
恵
み
等
の

販
売　

■■場
・
■■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58

‐
１
４
５
５

▼
湯
ノ
沢
岳
登
山　

■■日
10
月
12
日
○土
午
前

７
時
〜
午
後
４
時
（
湯
ノ
沢
岳
本
郷
登
山

口
集
合
）　

■■定
先
着
20
人　

■■費
１
、
５
０

０
円　

■■持
昼
食
等　

■■申
あ
さ
ひ
む
ら
観
光

協
会
☎
53
‐
３
４
１
１

▼
山
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り　

■■日
10
月
12
日

○土
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時　

■■費
１
皿

１
２
０
円　

■■場
・
■■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー

☎
58
‐
１
４
５
５

▼
大
鳥
自
然
の
家　

な
め
こ
採
り
体
験
＆

紅
葉
散
策　

■■日
10
月
19
日
○土
・
26
日
○土
午

前
９
時
30
分　

■■定
各
日
先
着
10
人　

■■費
高

校
生
以
上
…
１
、
５
０
０
円　

中
学
生
以

下
…
５
０
０
円
（
昼
食
代
等
）　

■■場
・
■■申

10
月
11
日
○金
ま
で
同
館
☎
55
‐
２
９
４
６

へ▼
新
そ
ば
食
べ
放
題
付
き
「
彩
り
の
六
十

里
越
街
道
を
歩
く
」　

■■日
10
月
20
日
○日
午

前
８
時
〜
午
後
５
時
（
月
山
あ
さ
ひ
博
物

村
集
合
）　

■■場
田
麦
俣
↓
細
越
峠
↓
湯
殿

山
神
社
本
宮　

■■定
先
着
25
人　

■■費
４
、
５

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■■費がないものは原則無料です。
■■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。
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…
１
０
０
円　

■■申
10
月
4
日
○金
か
ら

▼
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
公
開
（
大
人

向
け
）　

■■日
10
月
14
日
○月
午
後
３
時　

■■内

『Feel the Earth

〜M
usic by 

葉
加

瀬
太
郎
〜
』　

■■費
高
校
生
以
上
…
２
０
０

円　

中
学
生
…
１
０
０
円　

■■申
10
月
４
日

○金
か
ら

▼
熟
睡
プ
ラ
寝
た
リ
ウ
ム　

■■日
11
月
8
日

○金
・
11
日
○月
午
後
５
時
30
分
・
７
時　

■■対

中
学
生
以
上　

■■費
高
校
生
以
上
…
２
０
０

円　

中
学
生
…
１
０
０
円　

■■申
11
月
１
日

○金
か
ら

▼
共
通　

■■定
各
回
先
着
60
人　

■■申
市
ラ
イ

ン
で　

■■場
・
■■問
同
館
☎
25
‐
１

０
５
０

鶴
岡
映
画
祭

TSURUOKA CINEMA FESTIVAL

■■日
10
月
14
日
○月
午
後
４
時　

■■場
赤
川
河
川

緑
地　

■■定
１
、
０
０
０
人　

■■内
屋
外
で
の

映
画
上
映
、
高
校
生
に
よ
る
動
画
コ
ン
テ

ス
ト
、
食
文
化
の
魅
力
発
信
ブ
ー
ス　

■■問

鶴
岡
青
年
会
議
所
☎
24
‐
０
３
７
７

温
海
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

▼
関
川
し
な
織
ま
つ
り　

■■日
10
月
19
日
○土

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
・
20
日
○日
午
前
９

時
〜
午
後
３
時　

■■内
し
な
織
製
品
展
示
・

販
売
、
地
元
特
産
品
コ
ー
ナ
ー
、
ス
テ
ー

ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等　

■■場
・
■■問
関
川
し

な
織
セ
ン
タ
ー
☎
47
‐
２
５
０
２

▼
道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん　

日
本

海
お
魚
フ
ェ
ア　

■■日
10
月
19
日
○土
午
前
10

芋
煮
食
べ
比
べ　

■■費
５
０
０
円
（
芋
煮
会

参
加
者
の
み
）　

■■申
10
月
８
日
○火
ま
で

▼
北
前
船
ゆ
か
り
の
ま
ち
な
か
め
ぐ
り

■■日
10
月
23
日
○水
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
致
道
博
物
館
集
合
）　

■■場
善
寳
寺
、
加
茂

地
区　

■■定
先
着
20
人　

■■費
１
、
０
０
０
円

（
別
途
昼
食
代
）　

■■申
10
月
11
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■■申
本
所
観
光
物
産
課
内
「
同
協

議
会
」
事
務
局
☎
35
‐
１
３
０

１
木
登
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

ツ
リ
ー
イ
ン
グ
体
験

■■日
10
月
14
日
○月
午
前
９
時
　
■■場
蝦
夷
館
公

園
　
■■対
小
学
３
年
生
以
上
先
着
30
人　

■■持

軍
手
等　

■■申
10
月
７
日
○月
ま
で
２
次
元
コ

ー
ド
で　

■■問
手
向
地
区
自
治
振

興
会
☎
62
‐
２
１
２
８

消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■■日
10
月
14
日
○月
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■■場
消
防
本
部　

■■内
消
防
音
楽
隊
演
奏
会
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
・
心
肺
蘇そ

生
法
体
験
、子
供
レ
ス

キ
ュ
ー
・
放
水
体
験
等　

■■問
消
防
本
部
総

務
課
☎
22
‐
８
３
３
０　

■■他
市
HP

中
央
公
民
館 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

▼
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
公
開
（
子
供
向

け
）　

■■日
10
月
14
日
○月
・
28
日
○月　

■■時
・

■■内
午
前
10
時
…『
は
な
か
っ
ぱ
』　

11
時
30

分
、
午
後
１
時
30
分
…『
ド
ラ
え
も
ん
』　

■■費
高
校
生
以
上
…
２
０
０
円　

３
歳
以
上

時
〜
午
後
３
時　

■■内
魚
介
類
・
水
産
加
工

品
の
販
売
等　

■■場
・
■■問
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐

３
２
１
１

▼
摩
耶
山
秋
の
登
山
会　

■■日
10
月
20
日
○日

午
前
８
時
30
分
（
そ
ば
処
ま
や
の
や
か
た

集
合
）　

■■内
摩
耶
山
閉
山
祭
、
特
産
品
販

売
　
■■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４

７　

■■他
ま
や
の
や
か
た
食
事
券
２
０
０
円

分
あ
り
（
先
着
50
人
）

▼
鼠
ヶ
関
港　

カ
ニ
・
え
び
甲
殻
祭
り

■■日
10
月
26
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２

時　

■■場
県
漁
協
念
珠
関
支
所
市
場
内　

■■内

カ
ニ
・
エ
ビ
を
用
い
た
丼
・
汁
・
握
り
の

販
売
等　

■■問
蓬
莱
塾
☎
44
‐
２
１
１
２

▼
栃
の
実
・
食
文
化
の
店
「
キ
ラ
リ
」
紅

葉
ま
つ
り　

■■日
10
月
26
日
○土
・
27
日
○日
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分　

■■内
栃
の
実
を

使
っ
た
商
品
等
の
販
売
、
く
じ
引
き
抽
せ

ん
会　

■■場
・
■■問
同
店
☎
47
‐
２
５
８
８

黒
川
能
の
里
王
祇
会
館

黒
川
能
保
存
伝
承
研
究
会

■■日
10
月
19
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■定
１
０

０
人　

■■内
記
念
講
話
、
黒
川
能
の
体
験
実

演
等　

■■場
・
■■申
同
館
☎
57
‐
５
３
１
０　

■■他
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
可　

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

吉
田
沙
保
里
さ
ん
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

■■日
10
月
19
日
○土
午
後
５
時　

■■場
グ
ラ
ン
ド

エ
ル
・
サ
ン　

■■定
先
着
７
０
０
人　

■■内「
夢

を
持
ち
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
〜
レ
ス
リ

ン
グ
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
〜
」　

■■問
阿

部
多
㈱
☎
22
‐
６
５
３
１

７
２
７

プ
ロ
棋
士
指
導
囲
碁
会
・　

鶴
岡
市
秋
季
囲
碁
大
会

▼
指
導
囲
碁
会　

■■日
10
月
12
日
○土
午
後
１

時
30
分
・
13
日
○日
午
前
10
時　
　

▼
秋
季
囲
碁
大
会　

■■日
10
月
13
日
○日
午
後

１
時　

▼
共
通　

■■場
囲
碁
サ
ロ
ン
鶴
岡

テ
レ
ビ
で
は
会
え
な
い
芸
人

松
元
ヒ
ロ 

ソ
ロ
ラ
イ
ブ

■■日
10
月
12
日
○土
午
後
２
時　

■■場
中
央
公
民

館　

■■費
１
、
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無

料
）　

■■問
田
川
地
区
平
和
セ
ン
タ
ー
☎
22

‐
１
７
７
６

坂
東
眞
理
子　

講
演
会

■■日
10
月
12
日
○土
午
後
３
時　

■■場
櫛
引
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー　

■■内「
幸
せ
な
人
生
の
た

め
の
10
の
ヒ
ン
ト
〜
与
え
る
人
は
豊
か
に

な
れ
る
〜
」　

■■申
２
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は

櫛
引
中
学
校
後
援
会
☎
57
‐
２

１
０
３
へ

鶴
岡
市
北
前
船
日
本
遺
産
推
進
協
議
会

北
前
船
の
魅
力
に
迫
る
！

▼
北
前
船
セ
ミ
ナ
ー
in
加
茂　

■■日
10
月
13

日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■場
加
茂
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー　

■■内
講
話
「
北
前
船

と
食
文
化
は
関
係
あ
る
？
」
升
川
繁
敏
氏

（
鶴
岡
市
史
編
さ
ん
委
員
）、
抽
せ
ん
会
、

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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魚
屋
さ
ん
に
よ
る
魚
の
お
い
し

い
ま
ち
鶴
岡
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■■日
10
月
１
日
○火
〜
11
月
30
日
○土　

■■内
市
内

鮮
魚
店
で
買
物
を
し
、
も
ら
っ
た
は
が
き

で
応
募
す
る
と
抽
せ
ん
で
４
４
４
人
に
景

品
が
当
た
る　

■■問
本
所
農
山
漁

村
振
興
課
☎
35
‐
０
８
０
９　

■■他
HPつ

る
お
か
ひ
ょ
う
げ
ん
の
花

２
０
２
４

■■日
10
月
４
日
○金
〜
14
日
○月
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
（
４
日
・
11
日
○金
は
午
後
６

０
０
円　

■■持
昼
食
等　

■■申
㈱
月
山
あ
さ
ひ

振
興
公
社
☎
53
‐
３
４
１
１

▼
な
め
こ
収
穫
体
験
＆
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

■■日
10
月
20
日
○日
午
前
９
時
（
タ
キ
タ
ロ
ウ

館
集
合
）　

■■場
大
鳥
地
内　

■■費
中
学
生
以

上
…
５
０
０
円　

小
学
生
以
下
…
３
０
０

円　

■■申
庄
内
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会

■■他
収
穫
後
の
な
め
こ
は
１
kg
１
、
５
０
０

円
で
販
売　
　

▼
皆
谷
尚
美
コ
ン
サ
ー
ト　

■■日
10
月
20
日

○日
午
前
10
時　

■■場
旧
大
網
小
学
校
田
麦
俣

分
校　

■■費
中
学
生
以
上
…
１
、
５
０
０
円　

小
学
生
…
５
０
０
円　

■■問
た
に
し
の
楽
校

保
存
会

▼
落
ち
葉
の
六
十
里
越
街
道
を
往
く　

■■日

10
月
27
日
○日
午
前
8
時
（
月
山
あ
さ
ひ
博

物
村
集
合
）　

■■場
田
麦
俣
↓
細
越
峠
↓
湯

殿
山
参
籠
所　

■■定
先
着
25
人　

■■費
３
、
５

０
０
円　

■■持
昼
食
等　

■■申
10
月
20
日
○日
ま

で
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１

１
へ

▼
大
鳥
自
然
の
家　

そ
ば
打
ち
体
験
＆
紅

葉
散
策　

■■日
11
月
２
日
○土
午
前
９
時　

■■定

先
着
15
人　

■■費
高
校
生
以
上
…
１
、
５
０

０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円
（
昼
食

代
等
）　

■■場
・
■■申
10
月
25
日
○金
ま
で
同
館

☎
55
‐
２
９
４
６
へ

▼
そ
ば
処
大
梵
字
「
新
そ
ば
御
膳
」　

■■日

11
月
２
日
○土
〜
30
日
○土
午
前
11
時
〜
午
後

３
時
30
分　

■■内
新
そ
ば
御
膳
提
供
（
各
日

限
定
20
食
）　

■■費
１
、６
０
０
円
（
当
日

は
１
０
０
円
増
し
）　

■■場
・
■■申
そ
ば
処
大

梵
字
☎
53
‐
３
４
１
３

荘
内
大
祭

■■日
10
月
６
日
○日　

■■時
・
■■内
午
後
１
時
30
分

…
御
旅
所
祭
奉
納
演
舞　

２
時
30
分
…
大

名
行
列　

■■問
同
祭
実
行
委
員
会
☎
22
‐
８

１
０
０　

■■他
前
日
祭
あ
り
（
■■日

５
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

ス
テ
ラ
の
会　

星
を
見
る
会

秋
の
星
座
の
お
話
〜
紫
金
山
・
ア
ト
ラ
ス
彗
星
〜

■■日
10
月
８
日
○火
午
後
７
時　

■■場
中
央
公
民

館　

■■内
解
説
、
観
望　

■■費
小
学
生
以
上
３

０
０
円　

■■持
懐
中
電
灯　

■■申
ス
テ
ラ
の
会　

■■他
別
途
資
料
代
（
１
０
０
円
）

鶴
岡
地
区
危
険
物
安
全
協
会

60
周
年
記
念
講
演
会

■■日
10
月
11
日
○金
午
後
２
時
30
分　

■■場
東
京

第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡　

■■定
20
人　

■■内「
西
目

に
お
け
る
斜
面
災
害
に
つ
い
て
」
八
木
浩

司
氏
（
山
形
大
学
地
域
教
育
文
化
学
部
名

誉
教
授
）　

■■申
10
月
9
日
○水
ま
で
消
防
本

部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２
へ

江
戸
川
区
内
の
福
祉
事
業
所
と
連
携

ミ
ラ
ク
ル
マ
ル
シ
ェ
㏌ 
鶴
岡

■■日
①
10
月
12
日
○土
・
13
日
○日　

②
19
日
○土

■■時
午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

■■場
①
第
六
学

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー　

②
江

鶴
亭　

■■内
江
戸
川
区
内
の
福
祉
事
業
所
の

手
作
り
食
品
や
雑
貨
を
販
売　

■■問
鶴
岡
地

区
障
が
い
者
通
所
施
設
協
議
会
☎
26
‐
１

時
30
分
ま
で
）　

■■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム　

■■内
市
内
在
住
の
障
害
が
あ
る
方
の

作
品
展
示
等　

■■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１

２
７
３
ま
た
は
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
（
に
こ
こ
ろ
）
☎
25
‐
２
７
９
４
へ

朝
日
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

▼
き
の
こ
ま
つ
り　

■■日
10
月
５
日
○土
〜
27

日
○日
の
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日　

■■内

き
の
こ
汁
・
あ
ん
こ
餅
・
山
の
恵
み
等
の

販
売　

■■場
・
■■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58

‐
１
４
５
５

▼
湯
ノ
沢
岳
登
山　

■■日
10
月
12
日
○土
午
前

７
時
〜
午
後
４
時
（
湯
ノ
沢
岳
本
郷
登
山

口
集
合
）　

■■定
先
着
20
人　

■■費
１
、
５
０

０
円　

■■持
昼
食
等　

■■申
あ
さ
ひ
む
ら
観
光

協
会
☎
53
‐
３
４
１
１

▼
山
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り　

■■日
10
月
12
日

○土
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時　

■■費
１
皿

１
２
０
円　

■■場
・
■■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー

☎
58
‐
１
４
５
５

▼
大
鳥
自
然
の
家　

な
め
こ
採
り
体
験
＆

紅
葉
散
策　

■■日
10
月
19
日
○土
・
26
日
○土
午

前
９
時
30
分　

■■定
各
日
先
着
10
人　

■■費
高

校
生
以
上
…
１
、
５
０
０
円　

中
学
生
以

下
…
５
０
０
円
（
昼
食
代
等
）　

■■場
・
■■申

10
月
11
日
○金
ま
で
同
館
☎
55
‐
２
９
４
６

へ▼
新
そ
ば
食
べ
放
題
付
き
「
彩
り
の
六
十

里
越
街
道
を
歩
く
」　

■■日
10
月
20
日
○日
午

前
８
時
〜
午
後
５
時
（
月
山
あ
さ
ひ
博
物

村
集
合
）　

■■場
田
麦
俣
↓
細
越
峠
↓
湯
殿

山
神
社
本
宮　

■■定
先
着
25
人　

■■費
４
、
５

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■■費がないものは原則無料です。
■■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。
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…
１
０
０
円　

■■申
10
月
4
日
○金
か
ら

▼
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
公
開
（
大
人

向
け
）　

■■日
10
月
14
日
○月
午
後
３
時　

■■内

『Feel the Earth

〜M
usic by 

葉
加

瀬
太
郎
〜
』　

■■費
高
校
生
以
上
…
２
０
０

円　

中
学
生
…
１
０
０
円　

■■申
10
月
４
日

○金
か
ら

▼
熟
睡
プ
ラ
寝
た
リ
ウ
ム　

■■日
11
月
8
日

○金
・
11
日
○月
午
後
５
時
30
分
・
７
時　

■■対

中
学
生
以
上　

■■費
高
校
生
以
上
…
２
０
０

円　

中
学
生
…
１
０
０
円　

■■申
11
月
１
日

○金
か
ら

▼
共
通　

■■定
各
回
先
着
60
人　

■■申
市
ラ
イ

ン
で　

■■場
・
■■問
同
館
☎
25
‐
１

０
５
０

鶴
岡
映
画
祭

TSURUOKA CINEMA FESTIVAL

■■日
10
月
14
日
○月
午
後
４
時　

■■場
赤
川
河
川

緑
地　

■■定
１
、
０
０
０
人　

■■内
屋
外
で
の

映
画
上
映
、
高
校
生
に
よ
る
動
画
コ
ン
テ

ス
ト
、
食
文
化
の
魅
力
発
信
ブ
ー
ス　

■■問

鶴
岡
青
年
会
議
所
☎
24
‐
０
３
７
７

温
海
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

▼
関
川
し
な
織
ま
つ
り　

■■日
10
月
19
日
○土

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
・
20
日
○日
午
前
９

時
〜
午
後
３
時　

■■内
し
な
織
製
品
展
示
・

販
売
、
地
元
特
産
品
コ
ー
ナ
ー
、
ス
テ
ー

ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等　

■■場
・
■■問
関
川
し

な
織
セ
ン
タ
ー
☎
47
‐
２
５
０
２

▼
道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん　

日
本

海
お
魚
フ
ェ
ア　

■■日
10
月
19
日
○土
午
前
10

芋
煮
食
べ
比
べ　

■■費
５
０
０
円
（
芋
煮
会

参
加
者
の
み
）　

■■申
10
月
８
日
○火
ま
で

▼
北
前
船
ゆ
か
り
の
ま
ち
な
か
め
ぐ
り

■■日
10
月
23
日
○水
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
致
道
博
物
館
集
合
）　

■■場
善
寳
寺
、
加
茂

地
区　

■■定
先
着
20
人　

■■費
１
、
０
０
０
円

（
別
途
昼
食
代
）　

■■申
10
月
11
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■■申
本
所
観
光
物
産
課
内
「
同
協

議
会
」
事
務
局
☎
35
‐
１
３
０

１
木
登
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

ツ
リ
ー
イ
ン
グ
体
験

■■日
10
月
14
日
○月
午
前
９
時
　
■■場
蝦
夷
館
公

園
　
■■対
小
学
３
年
生
以
上
先
着
30
人　

■■持

軍
手
等　

■■申
10
月
７
日
○月
ま
で
２
次
元
コ

ー
ド
で　

■■問
手
向
地
区
自
治
振

興
会
☎
62
‐
２
１
２
８

消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■■日
10
月
14
日
○月
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■■場
消
防
本
部　

■■内
消
防
音
楽
隊
演
奏
会
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
・
心
肺
蘇そ

生
法
体
験
、子
供
レ
ス

キ
ュ
ー
・
放
水
体
験
等　

■■問
消
防
本
部
総

務
課
☎
22
‐
８
３
３
０　

■■他
市
HP

中
央
公
民
館 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

▼
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
公
開
（
子
供
向

け
）　

■■日
10
月
14
日
○月
・
28
日
○月　

■■時
・

■■内
午
前
10
時
…『
は
な
か
っ
ぱ
』　

11
時
30

分
、
午
後
１
時
30
分
…『
ド
ラ
え
も
ん
』　

■■費
高
校
生
以
上
…
２
０
０
円　

３
歳
以
上

時
〜
午
後
３
時　

■■内
魚
介
類
・
水
産
加
工

品
の
販
売
等　

■■場
・
■■問
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐

３
２
１
１

▼
摩
耶
山
秋
の
登
山
会　

■■日
10
月
20
日
○日

午
前
８
時
30
分
（
そ
ば
処
ま
や
の
や
か
た

集
合
）　

■■内
摩
耶
山
閉
山
祭
、
特
産
品
販

売
　
■■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４

７　

■■他
ま
や
の
や
か
た
食
事
券
２
０
０
円

分
あ
り
（
先
着
50
人
）

▼
鼠
ヶ
関
港　

カ
ニ
・
え
び
甲
殻
祭
り

■■日
10
月
26
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２

時　

■■場
県
漁
協
念
珠
関
支
所
市
場
内　

■■内

カ
ニ
・
エ
ビ
を
用
い
た
丼
・
汁
・
握
り
の

販
売
等　

■■問
蓬
莱
塾
☎
44
‐
２
１
１
２

▼
栃
の
実
・
食
文
化
の
店
「
キ
ラ
リ
」
紅

葉
ま
つ
り　

■■日
10
月
26
日
○土
・
27
日
○日
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分　

■■内
栃
の
実
を

使
っ
た
商
品
等
の
販
売
、
く
じ
引
き
抽
せ

ん
会　

■■場
・
■■問
同
店
☎
47
‐
２
５
８
８

黒
川
能
の
里
王
祇
会
館

黒
川
能
保
存
伝
承
研
究
会

■■日
10
月
19
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■定
１
０

０
人　

■■内
記
念
講
話
、
黒
川
能
の
体
験
実

演
等　

■■場
・
■■申
同
館
☎
57
‐
５
３
１
０　

■■他
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
可　

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

吉
田
沙
保
里
さ
ん
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

■■日
10
月
19
日
○土
午
後
５
時　

■■場
グ
ラ
ン
ド

エ
ル
・
サ
ン　

■■定
先
着
７
０
０
人　

■■内「
夢

を
持
ち
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
〜
レ
ス
リ

ン
グ
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
〜
」　

■■問
阿

部
多
㈱
☎
22
‐
６
５
３
１

７
２
７

プ
ロ
棋
士
指
導
囲
碁
会
・　

鶴
岡
市
秋
季
囲
碁
大
会

▼
指
導
囲
碁
会　

■■日
10
月
12
日
○土
午
後
１

時
30
分
・
13
日
○日
午
前
10
時　
　

▼
秋
季
囲
碁
大
会　

■■日
10
月
13
日
○日
午
後

１
時　

▼
共
通　

■■場
囲
碁
サ
ロ
ン
鶴
岡

テ
レ
ビ
で
は
会
え
な
い
芸
人

松
元
ヒ
ロ 

ソ
ロ
ラ
イ
ブ

■■日
10
月
12
日
○土
午
後
２
時　

■■場
中
央
公
民

館　

■■費
１
、
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無

料
）　

■■問
田
川
地
区
平
和
セ
ン
タ
ー
☎
22

‐
１
７
７
６

坂
東
眞
理
子　

講
演
会

■■日
10
月
12
日
○土
午
後
３
時　

■■場
櫛
引
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー　

■■内「
幸
せ
な
人
生
の
た

め
の
10
の
ヒ
ン
ト
〜
与
え
る
人
は
豊
か
に

な
れ
る
〜
」　

■■申
２
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は

櫛
引
中
学
校
後
援
会
☎
57
‐
２

１
０
３
へ

鶴
岡
市
北
前
船
日
本
遺
産
推
進
協
議
会

北
前
船
の
魅
力
に
迫
る
！

▼
北
前
船
セ
ミ
ナ
ー
in
加
茂　

■■日
10
月
13

日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■場
加
茂
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー　

■■内
講
話
「
北
前
船

と
食
文
化
は
関
係
あ
る
？
」
升
川
繁
敏
氏

（
鶴
岡
市
史
編
さ
ん
委
員
）、
抽
せ
ん
会
、

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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▼
庄
内
あ
さ
ひ
新
そ
ば
ま
つ
り
２
０
２
４　

■■日
10
月
26
日
○土
午
前
11
時
〜
午
後
２
時
30

分　

■■内
天
ざ
る
そ
ば
・
大
盛
ざ
る
そ
ば
提

供
（
限
定
２
５
０
食
・
各
１
、
１
０
０

円
）　

■■場
・
■■問
そ
ば
処
大
梵
字
☎
53
‐
３

４
１
３

▼
ふ
る
さ
と
む
ら
宝
谷
新
そ
ば
ま
つ
り　

■■日
10
月
27
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２

時　

■■内
ざ
る
そ
ば
提
供
（
6
０
０
円
）、

特
産
品
販
売　

■■場
・
■■問
ふ
る
さ
と
む
ら
宝

谷
☎
57
‐
４
４
１
５　

▼
田
川
森
の
ふ
る
さ
と
村
新
そ
ば
ま
つ
り　

■■日
11
月
３
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

■■場
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■■内
新

そ
ば
提
供
（
６
０
０
円
）、
特
産
品
販
売

等　

■■問
田
川
そ
ば
の
郷

▼
市
内
協
賛
そ
ば
店
に
よ
る
新
そ
ば
ま
つ

り　

■■日
11
月
４
日
○月
〜
12
月
1
日
○日　

■■問

本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
５

■■他
市
HP

羽
黒
・
芸
術
の
森

羽
黒
の
森
の
骨
董
市

■■日
10
月
26
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■■内
骨
董
や
植
物
の
販
売
等　

■■問
オ
ー
ブ
ン

カ
ト
ウ
☎
64
‐
８
６
６
３

地
域
の
歴
史
や
景
観
を
学
ぶ

景
観
探
険
ま
ち
あ
る
き

■■日
10
月
27
日
○日
午
前
９
時
（
鶴
岡
公
園
集

合
）　

■■定
50
人　

■■内
専
門
家
と
一
緒
に
城

下
町
エ
リ
ア
の
歴
史
的
建
造
物
や
小
路
を

見
て
歩
く　

■■師
熊
坂
俊
秀
氏
（
山
形
県
景

観
地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）　

■■申
10

月
21
日
○月
ま
で
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■■問
本

所
都
市
計
画
課
☎
35
‐
１
３
１

５
羽
越
本
線
全
線
開
通
１
０
０
周
年
記
念

写
真
家
・
中
井
精
也
氏
講
演
会

■■日
10
月
27
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■場
ル
・

ポ
ッ
ト
フ
ー　

ラ
ル
ジ
ュ
（
酒
田
市
）　

■■内「
羽
越
本
線
の
魅
力
と
鉄
道
写
真
」　

■■問

庄
内
開
発
協
議
会
☎
66
‐
３
１

６
６　

■■他
HP

外
国
人
と
共
に
学
ぶ

防
災
セ
ミ
ナ
ー

■■日
10
月
27
日
○日　

■■時
・
■■内
①
午
後
１
時
…

外
国
人
の
た
め
の
防
災
体
験
学
習　

②
２

時
…
講
演
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
状

と
地
域
と
の
つ
な
が
り
」　

■■定
①
②
各
40

人　

■■場
・
■■申
出
羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３

６
０
０
ま
た
は
２
次
元
コ
ー
ド

で　

■■他
避
難
所
体
験
あ
り

加
茂
水
族
館　

音
楽
の
夕
べ

あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と

■■日
10
月
27
日
○日
午
後
６
時　

■■
出
演　

浜

崎
航
＆
松
本
茜
Ｄ
Ｕ
Ｏ　

■■費
高
校
生
以
上

…
１
、
５
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
５
０

０
円　

■■場
・
■■問
同
館
☎
33
‐
３
０
３
６

鶴
岡
市
芸
術
祭（
11
月
の
日
程
）

▼
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場

▽
荘
内
書
道
展
覧
会　

■■日
11
月
１
日
○金
〜

赤
川
さ
く
ら
マ
ル
シ
ェ

■■日
10
月
20
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

■■場
赤
川
河
川
緑
地
さ
く
ら
ハ
ウ
ス　

■■内
ク

ラ
フ
ト
販
売
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
バ
ン

ド
生
演
奏
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等

つ
ち
だ
よ
し
は
る

紙
し
ば
い
原
画
展

■■日
10
月
22
日
○火
〜
11
月
４
日
○月
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
５
時
（
10
月
28
日
○月
は
休
館
。

11
月
4
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■■内
庄
内

か
ら
生
ま
れ
た
作
品
や
最
新
刊
の
紙
芝
居

の
原
画
を
展
示　

■■場
・
■■問
図
書
館
本
館
☎

25
‐
２
５
２
５

庄
農
市
場

〜
秋
の
農
産
物
販
売
会
〜

■■日
10
月
26
日
○土
午
前
９
時　

■■場
庄
内
観
光

物
産
館　

■■内
庄
内
農
業
高
校
の
生
徒
が
育

て
た
農
産
物
や
加
工
品
の
販
売　

■■問
同
校

☎
64
‐
２
１
５
１

ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
10
周
年
記
念

つ
る
お
か
新
そ
ば
ま
つ
り

▼
越
沢
新
そ
ば
ま
つ
り
（
完
全
予
約
制
）

■■日
10
月
26
日
○土
・
27
日
○日
午
前
９
時
〜
午

後
３
時　

■■場
そ
ば
処
ま
や
の
や
か
た　

■■内

越
沢
三
角
そ
ば
特
別
メ
ニ
ュ
ー
提
供
（
各

日
限
定
２
５
０
食
・
１
、
４
０
０
円
）、

特
産
品
販
売
等　

■■申
10
月
25
日
○金
ま
で
あ

つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７
へ

３
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
５
時　

▽
写
団
は
ぐ
ろ
会
員
写
真
展　

■■日
７
日
○木

〜
10
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
10
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

▼
中
央
公
民
館
会
場

▽
鶴
岡
放
送
児
童
合
唱
団
定
期
演
奏
会

■■日
11
月
３
日
○日
午
後
２
時　

■■費
大
人
…
６

０
０
円　

小
・
中
学
生
…
３
０
０
円

▽
秋
季
さ
つ
き
盆
栽
展　

■■日
８
日
○金
〜
10

日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
８
日
は
午

前
10
時
か
ら
）　

▽
表
現
舎
刻
一
刻
「
龍
伝
・
小
太
郎
」　

■■日
９
日
○土
午
後
６
時
30
分
・
10
日
○日
午
後

１
時
30
分　

■■費
１
、
５
０
０
円
（
高
校
生

以
下
無
料
）

▽
劇
団
だ
い
こ
ん
座
「
雨
の
ち
曇
り
時
々

晴
れ
」　

■■日
23
日
○土
午
後
１
時
30
分
・
６

時
30
分　

■■費
大
人
…
１
、
５
０
０
円　

中

学
生
・
高
校
生
…
５
０
０
円　

小
学
生
以

下
…
無
料

▽
鶴
岡
剣
聖
会
「
剣
と
扇
の
舞
」　

■■日
24

日
○日
午
後
１
時

▼
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
会
場

▽
吉
続
舞
踊
学
園
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
公
演

■■日
11
月
17
日
○日
午
後
１
時
30
分

▽
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー

ト　

■■日
23
日
○土
午
前
10
時

▽
鶴
岡
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会　

■■日
24
日

○日
午
後
２
時　

■■費
大
人
…
７
０
０
円　

中

学
生
・
高
校
生
…
５
０
０
円　

小
学
生
以

下
…
無
料

▽
鶴
岡
土
曜
会
混
声
合
唱
団
定
期
演
奏
会　

■■日
30
日
○土
午
後
７
時　

■■費
大
人
…
１
、
０

０
０
円　

大
学
生
以
下
…
５
０
０
円
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▼
共
通　

■■問
鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
☎
57

‐
２
０
０
８　

■■他
HP　

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催

公
共
交
通
利
用
強
化
月
間

■■日
10
月
の
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日　

■■内
鉄

道
駅
周
辺
の
対
象
イ
ベ
ン
ト
で
ス
タ
ン
プ

を
集
め
応
募
す
る
と
抽
せ
ん
で
景
品
が
当

た
る　

■■問
山
形
県
総
合
交
通
政
策
課
☎
０

２
３
‐
６
３
０
‐
２
１
６
１　

■■他
HPチ

ェ
ー
ン
ソ
ー
の
講
習
・
カ
ブ
収
穫
体
験
等

山
の
活
動
体
験 

参
加
者
募
集

■■日
11
月
２
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

■■場
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等　

■■対

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
先
着
10
人　

■■費
５
０
０
円　

■■申
10
月
21
日
○月
ま
で
本
所

農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
０
１
４
５
へ

鶴
岡
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク

ま
つ
り
２
０
２
４

■■日
11
月
２
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３

時
30
分　

■■場
同
パ
ー
ク　

■■内
30
以
上
の
バ

イ
オ
体
験
・
展
示
、
地
元
企
業
と
の
コ
ラ

ボ
企
画
等　

■■問
同
ま
つ
り
実
行

委
員
会
☎
24
‐
７
７
１
１

テ
ー
マ
は
「
実
（
み
の
る
）」

山
形
大
学
農
学
部
大
学
祭「
鶴
寿
祭
」

■■日
11
月
３
日
○日
・
４
日
○月
午
前
10
時
〜
午

後
５
時　

■■場
同
大
鶴
岡
キ
ャ
ン
パ
ス　

■■内

野
菜
販
売
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
学
生
に
よ

る
出
店
な
ど　

■■問
同
祭
実
行
委
員
会
☎
28

‐
２
９
１
１

藤
倉
山
閉
山
祭
登
山

■■日
11
月
３
日
○日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分
（
水
無
神
社
〈
三
瀬
地
区
〉
集
合
）　

■■費
１
、
０
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）　

■■持
昼
食
等　

■■問
藤
倉
山
ブ
ナ
林
保
存
会　

■■他
集
合
場
所
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
午
前

８
時
10
分
に
三
瀬
駅
集
合

苗
の
移
植
や
山
頂
散
策
を
し
ま
す

熊
野
長
峰
秋
の
森
づ
く
り
活
動

■■日
11
月
4
日
○月
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

■■師
菊
池
俊
一
氏
（
山
大
農
学
部
准
教
授
）

■■申
10
月
21
日
○月
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興

課
☎
35
‐
０
１
４
５
へ　

■■他
荒
天
時
は
屋

内
活
動

ア
ト
リ
エ「
彩
の
会
」／
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｐ
の
会

合
同
美
術
展

■■日
11
月
６
日
○水
〜
10
日
○日
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分
（
6
日
は
午
後
１
時
か

ら
）　

■■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

市
民
の
た

め
の
生
命
科
学
・
公
益
学
入
門
講
座

■■日
①
11
月
8
日
○金　

②
19
日
○火　

■■時
午
後

６
時
30
分　

■■場
①
公
益
大
大
学
院　

②
先

端
研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■■定
各
日
１

０
０
人　

■■内
①「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の

た
め
に
あ
な
た
が
今
で
き
る
こ
と
〜
こ
ど

も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向
け
て
〜
」

白
畑
真
由
美
氏
（
公
益
大
准
教
授
）　

②

「
あ
な
た
の
健
康
は
ど
こ
か
ら
？
私
は
腸

か
ら
〜
み
ん
な
で
学
ぼ
う
腸
内
環
境
〜
」

荒
川
和
晴
氏
（
慶
應
先
端
研
所

長
）
ほ
か　

■■申
10
月
１
日
○火
か

ら
HP
で

田
中
彩
渚
コ
ン
サ
ー
ト w

ith

鶴
岡
五
中
合
唱
部
＆
吹
奏
楽
部

■■日
11
月
９
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■内
同
中

出
身
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
合
唱
部
・
吹
奏
楽
部

と
の
コ
ラ
ボ
コ
ン
サ
ー
ト　

■■費
高
校
生
以

上
…
１
、５
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
５

０
０
円　

■■場
・
■■申
11
月
1
日
○金
ま
で
大
山

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
33
‐
３
２
１

３
へ中

央
公
民
館
特
別
講
演
会

「
な
ま
り
で
地
域
お
ご
し
さ
挑
戦
！
」

■■日
11
月
12
日
○火
午
後
２
時　

■■定
80
人　

■■師

ナ
マ
リ
ー
ポ
ー
ト
マ
ン
氏
（
庄
内
弁
伝
道

師
）　

■■場
・
■■申
10
月
8
日
○火
か

ら
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

か
が
や
き
女
性
塾 「
内
側
が
外
側
！ 

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
」

▼
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
社
会
を
実
現
し

よ
う
（
全
３
回
）　

■■日
①
11
月
15
日
○金　

②
22
日
○金　

③
29
日
○金　

■■時
午
後
７
時　

■■定
先
着
30
人　

■■内
①「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
を
実
現
す
る
た
め
に
」
秋
山
美
紀
氏

（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）　

②「
ボ
イ
ス

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
叶
え
る
！
私
ら
し
く
輝

く
毎
日
」
工
藤
夕
佳
氏
（D

rum
&
M
usic

Lesson 
ゆ
の
ス
タ
音
楽
講
師
）　

③「
自

分
と
向
き
合
う
秋
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
〜

呼
吸
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
私
を
整
え
る

〜
」
佐
藤
優
美
子
氏
（E life yoga

）　

■■費
１
、６
５
０
円　

■■場
・
■■申
10
月
３
日
○木

〜
18
日
○金
に
中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー

☎
24
‐
２
３
４
０
へ

庄
内
総
合
支
庁
・
５
市
町
連
携
事
業

メ
タ
バ
ー
ス
婚
活
♡
in
庄
内

■■日
11
月
23
日
○土
午
後
４
時　

■■対
18
歳
〜
45

歳
の
独
身
男
女
各
12
人
（
男
性
は
庄
内
地

域
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方
）　　

■■内
仮
想
空
間
で
の
デ
ジ
タ
ル
婚
活
イ
ベ
ン

ト　

■■費
１
、
０
０
０
円　

■■申
11
月
10
日
○日

ま
で
HP
で　

■■問
庄
内
広
域
連
携
婚
活
事
業

実
行
委
員
会
☎
66
‐
５
４
５
７　

■■他
事
前

セ
ミ
ナ
ー
あ
り
。
参
加
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
の
あ
る
パ
ソ
コ
ン
が

必
要子

ど
も
夢
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
鶴
岡
２
０
２
４

■■日
10
月
13
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■■場
Ｊ
Ａ
鶴
岡
だ
だ
ち
ゃ
ア
リ
ー
ナ　

■■内
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
、
ニ
ア
ピ
ン
チ
ャ

レ
ン
ジ
ボ
ー
ル
（
景
品
あ
り
）、
子
ど
も

遊
び
応
援
ブ
ー
ス
、
ボ
ッ
チ
ャ
体
験　

■■持

内
履
き　

■■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
3

1　

■■他
市
HP

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
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▼
庄
内
あ
さ
ひ
新
そ
ば
ま
つ
り
２
０
２
４　

■■日
10
月
26
日
○土
午
前
11
時
〜
午
後
２
時
30

分　

■■内
天
ざ
る
そ
ば
・
大
盛
ざ
る
そ
ば
提

供
（
限
定
２
５
０
食
・
各
１
、
１
０
０

円
）　

■■場
・
■■問
そ
ば
処
大
梵
字
☎
53
‐
３

４
１
３

▼
ふ
る
さ
と
む
ら
宝
谷
新
そ
ば
ま
つ
り　

■■日
10
月
27
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２

時　

■■内
ざ
る
そ
ば
提
供
（
6
０
０
円
）、

特
産
品
販
売　

■■場
・
■■問
ふ
る
さ
と
む
ら
宝

谷
☎
57
‐
４
４
１
５　

▼
田
川
森
の
ふ
る
さ
と
村
新
そ
ば
ま
つ
り　

■■日
11
月
３
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

■■場
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■■内
新

そ
ば
提
供
（
６
０
０
円
）、
特
産
品
販
売

等　

■■問
田
川
そ
ば
の
郷

▼
市
内
協
賛
そ
ば
店
に
よ
る
新
そ
ば
ま
つ

り　

■■日
11
月
４
日
○月
〜
12
月
1
日
○日　

■■問

本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
５

■■他
市
HP

羽
黒
・
芸
術
の
森

羽
黒
の
森
の
骨
董
市

■■日
10
月
26
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■■内
骨
董
や
植
物
の
販
売
等　

■■問
オ
ー
ブ
ン

カ
ト
ウ
☎
64
‐
８
６
６
３

地
域
の
歴
史
や
景
観
を
学
ぶ

景
観
探
険
ま
ち
あ
る
き

■■日
10
月
27
日
○日
午
前
９
時
（
鶴
岡
公
園
集

合
）　

■■定
50
人　

■■内
専
門
家
と
一
緒
に
城

下
町
エ
リ
ア
の
歴
史
的
建
造
物
や
小
路
を

見
て
歩
く　

■■師
熊
坂
俊
秀
氏
（
山
形
県
景

観
地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）　

■■申
10

月
21
日
○月
ま
で
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■■問
本

所
都
市
計
画
課
☎
35
‐
１
３
１

５
羽
越
本
線
全
線
開
通
１
０
０
周
年
記
念

写
真
家
・
中
井
精
也
氏
講
演
会

■■日
10
月
27
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■場
ル
・

ポ
ッ
ト
フ
ー　

ラ
ル
ジ
ュ
（
酒
田
市
）　

■■内「
羽
越
本
線
の
魅
力
と
鉄
道
写
真
」　

■■問

庄
内
開
発
協
議
会
☎
66
‐
３
１

６
６　

■■他
HP

外
国
人
と
共
に
学
ぶ

防
災
セ
ミ
ナ
ー

■■日
10
月
27
日
○日　

■■時
・
■■内
①
午
後
１
時
…

外
国
人
の
た
め
の
防
災
体
験
学
習　

②
２

時
…
講
演
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
状

と
地
域
と
の
つ
な
が
り
」　

■■定
①
②
各
40

人　

■■場
・
■■申
出
羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３

６
０
０
ま
た
は
２
次
元
コ
ー
ド

で　

■■他
避
難
所
体
験
あ
り

加
茂
水
族
館　

音
楽
の
夕
べ

あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と

■■日
10
月
27
日
○日
午
後
６
時　

■■
出
演　

浜

崎
航
＆
松
本
茜
Ｄ
Ｕ
Ｏ　

■■費
高
校
生
以
上

…
１
、
５
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
５
０

０
円　

■■場
・
■■問
同
館
☎
33
‐
３
０
３
６

鶴
岡
市
芸
術
祭（
11
月
の
日
程
）

▼
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場

▽
荘
内
書
道
展
覧
会　

■■日
11
月
１
日
○金
〜

赤
川
さ
く
ら
マ
ル
シ
ェ

■■日
10
月
20
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

■■場
赤
川
河
川
緑
地
さ
く
ら
ハ
ウ
ス　

■■内
ク

ラ
フ
ト
販
売
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
バ
ン

ド
生
演
奏
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等

つ
ち
だ
よ
し
は
る

紙
し
ば
い
原
画
展

■■日
10
月
22
日
○火
〜
11
月
４
日
○月
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
５
時
（
10
月
28
日
○月
は
休
館
。

11
月
4
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■■内
庄
内

か
ら
生
ま
れ
た
作
品
や
最
新
刊
の
紙
芝
居

の
原
画
を
展
示　

■■場
・
■■問
図
書
館
本
館
☎

25
‐
２
５
２
５

庄
農
市
場

〜
秋
の
農
産
物
販
売
会
〜

■■日
10
月
26
日
○土
午
前
９
時　

■■場
庄
内
観
光

物
産
館　

■■内
庄
内
農
業
高
校
の
生
徒
が
育

て
た
農
産
物
や
加
工
品
の
販
売　

■■問
同
校

☎
64
‐
２
１
５
１

ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
10
周
年
記
念

つ
る
お
か
新
そ
ば
ま
つ
り

▼
越
沢
新
そ
ば
ま
つ
り
（
完
全
予
約
制
）

■■日
10
月
26
日
○土
・
27
日
○日
午
前
９
時
〜
午

後
３
時　

■■場
そ
ば
処
ま
や
の
や
か
た　

■■内

越
沢
三
角
そ
ば
特
別
メ
ニ
ュ
ー
提
供
（
各

日
限
定
２
５
０
食
・
１
、
４
０
０
円
）、

特
産
品
販
売
等　

■■申
10
月
25
日
○金
ま
で
あ

つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７
へ

３
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
５
時　

▽
写
団
は
ぐ
ろ
会
員
写
真
展　

■■日
７
日
○木

〜
10
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
10
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

▼
中
央
公
民
館
会
場

▽
鶴
岡
放
送
児
童
合
唱
団
定
期
演
奏
会

■■日
11
月
３
日
○日
午
後
２
時　

■■費
大
人
…
６

０
０
円　

小
・
中
学
生
…
３
０
０
円

▽
秋
季
さ
つ
き
盆
栽
展　

■■日
８
日
○金
〜
10

日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
８
日
は
午

前
10
時
か
ら
）　

▽
表
現
舎
刻
一
刻
「
龍
伝
・
小
太
郎
」　

■■日
９
日
○土
午
後
６
時
30
分
・
10
日
○日
午
後

１
時
30
分　

■■費
１
、
５
０
０
円
（
高
校
生

以
下
無
料
）

▽
劇
団
だ
い
こ
ん
座
「
雨
の
ち
曇
り
時
々

晴
れ
」　

■■日
23
日
○土
午
後
１
時
30
分
・
６

時
30
分　

■■費
大
人
…
１
、
５
０
０
円　

中

学
生
・
高
校
生
…
５
０
０
円　

小
学
生
以

下
…
無
料

▽
鶴
岡
剣
聖
会
「
剣
と
扇
の
舞
」　

■■日
24

日
○日
午
後
１
時

▼
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
会
場

▽
吉
続
舞
踊
学
園
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
公
演

■■日
11
月
17
日
○日
午
後
１
時
30
分

▽
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー

ト　

■■日
23
日
○土
午
前
10
時

▽
鶴
岡
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会　

■■日
24
日

○日
午
後
２
時　

■■費
大
人
…
７
０
０
円　

中

学
生
・
高
校
生
…
５
０
０
円　

小
学
生
以

下
…
無
料

▽
鶴
岡
土
曜
会
混
声
合
唱
団
定
期
演
奏
会　

■■日
30
日
○土
午
後
７
時　

■■費
大
人
…
１
、
０

０
０
円　

大
学
生
以
下
…
５
０
０
円

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ15 広報つるおか　2024 . 10 ■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

▼
共
通　

■■問
鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
☎
57

‐
２
０
０
８　

■■他
HP　

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催

公
共
交
通
利
用
強
化
月
間

■■日
10
月
の
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日　

■■内
鉄

道
駅
周
辺
の
対
象
イ
ベ
ン
ト
で
ス
タ
ン
プ

を
集
め
応
募
す
る
と
抽
せ
ん
で
景
品
が
当

た
る　

■■問
山
形
県
総
合
交
通
政
策
課
☎
０

２
３
‐
６
３
０
‐
２
１
６
１　

■■他
HPチ

ェ
ー
ン
ソ
ー
の
講
習
・
カ
ブ
収
穫
体
験
等

山
の
活
動
体
験 

参
加
者
募
集

■■日
11
月
２
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

■■場
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等　

■■対

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
先
着
10
人　

■■費
５
０
０
円　

■■申
10
月
21
日
○月
ま
で
本
所

農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
０
１
４
５
へ

鶴
岡
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク

ま
つ
り
２
０
２
４

■■日
11
月
２
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３

時
30
分　

■■場
同
パ
ー
ク　

■■内
30
以
上
の
バ

イ
オ
体
験
・
展
示
、
地
元
企
業
と
の
コ
ラ

ボ
企
画
等　

■■問
同
ま
つ
り
実
行

委
員
会
☎
24
‐
７
７
１
１

テ
ー
マ
は
「
実
（
み
の
る
）」

山
形
大
学
農
学
部
大
学
祭「
鶴
寿
祭
」

■■日
11
月
３
日
○日
・
４
日
○月
午
前
10
時
〜
午

後
５
時　

■■場
同
大
鶴
岡
キ
ャ
ン
パ
ス　

■■内

野
菜
販
売
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
学
生
に
よ

る
出
店
な
ど　

■■問
同
祭
実
行
委
員
会
☎
28

‐
２
９
１
１

藤
倉
山
閉
山
祭
登
山

■■日
11
月
３
日
○日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分
（
水
無
神
社
〈
三
瀬
地
区
〉
集
合
）　

■■費
１
、
０
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）　

■■持
昼
食
等　

■■問
藤
倉
山
ブ
ナ
林
保
存
会　

■■他
集
合
場
所
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
午
前

８
時
10
分
に
三
瀬
駅
集
合

苗
の
移
植
や
山
頂
散
策
を
し
ま
す

熊
野
長
峰
秋
の
森
づ
く
り
活
動

■■日
11
月
4
日
○月
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

■■師
菊
池
俊
一
氏
（
山
大
農
学
部
准
教
授
）

■■申
10
月
21
日
○月
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興

課
☎
35
‐
０
１
４
５
へ　

■■他
荒
天
時
は
屋

内
活
動

ア
ト
リ
エ「
彩
の
会
」／
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｐ
の
会

合
同
美
術
展

■■日
11
月
６
日
○水
〜
10
日
○日
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分
（
6
日
は
午
後
１
時
か

ら
）　

■■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

市
民
の
た

め
の
生
命
科
学
・
公
益
学
入
門
講
座

■■日
①
11
月
8
日
○金　

②
19
日
○火　

■■時
午
後

６
時
30
分　

■■場
①
公
益
大
大
学
院　

②
先

端
研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■■定
各
日
１

０
０
人　

■■内
①「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の

た
め
に
あ
な
た
が
今
で
き
る
こ
と
〜
こ
ど

も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向
け
て
〜
」

白
畑
真
由
美
氏
（
公
益
大
准
教
授
）　

②

「
あ
な
た
の
健
康
は
ど
こ
か
ら
？
私
は
腸

か
ら
〜
み
ん
な
で
学
ぼ
う
腸
内
環
境
〜
」

荒
川
和
晴
氏
（
慶
應
先
端
研
所

長
）
ほ
か　

■■申
10
月
１
日
○火
か

ら
HP
で

田
中
彩
渚
コ
ン
サ
ー
ト w

ith

鶴
岡
五
中
合
唱
部
＆
吹
奏
楽
部

■■日
11
月
９
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■内
同
中

出
身
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
合
唱
部
・
吹
奏
楽
部

と
の
コ
ラ
ボ
コ
ン
サ
ー
ト　

■■費
高
校
生
以

上
…
１
、５
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
５

０
０
円　

■■場
・
■■申
11
月
1
日
○金
ま
で
大
山

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
33
‐
３
２
１

３
へ中

央
公
民
館
特
別
講
演
会

「
な
ま
り
で
地
域
お
ご
し
さ
挑
戦
！
」

■■日
11
月
12
日
○火
午
後
２
時　

■■定
80
人　

■■師

ナ
マ
リ
ー
ポ
ー
ト
マ
ン
氏
（
庄
内
弁
伝
道

師
）　

■■場
・
■■申
10
月
8
日
○火
か

ら
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

か
が
や
き
女
性
塾 「
内
側
が
外
側
！ 

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
」

▼
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
社
会
を
実
現
し

よ
う
（
全
３
回
）　

■■日
①
11
月
15
日
○金　

②
22
日
○金　

③
29
日
○金　

■■時
午
後
７
時　

■■定
先
着
30
人　

■■内
①「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
を
実
現
す
る
た
め
に
」
秋
山
美
紀
氏

（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）　

②「
ボ
イ
ス

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
叶
え
る
！
私
ら
し
く
輝

く
毎
日
」
工
藤
夕
佳
氏
（D

rum
&
M
usic

Lesson 

ゆ
の
ス
タ
音
楽
講
師
）　

③「
自

分
と
向
き
合
う
秋
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
〜

呼
吸
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
私
を
整
え
る

〜
」
佐
藤
優
美
子
氏
（E life yoga

）　

■■費
１
、６
５
０
円　

■■場
・
■■申
10
月
３
日
○木

〜
18
日
○金
に
中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー

☎
24
‐
２
３
４
０
へ

庄
内
総
合
支
庁
・
５
市
町
連
携
事
業

メ
タ
バ
ー
ス
婚
活
♡
in
庄
内

■■日
11
月
23
日
○土
午
後
４
時　

■■対
18
歳
〜
45

歳
の
独
身
男
女
各
12
人
（
男
性
は
庄
内
地

域
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方
）　　

■■内
仮
想
空
間
で
の
デ
ジ
タ
ル
婚
活
イ
ベ
ン

ト　

■■費
１
、
０
０
０
円　

■■申
11
月
10
日
○日

ま
で
HP
で　

■■問
庄
内
広
域
連
携
婚
活
事
業

実
行
委
員
会
☎
66
‐
５
４
５
７　

■■他
事
前

セ
ミ
ナ
ー
あ
り
。
参
加
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
の
あ
る
パ
ソ
コ
ン
が

必
要子

ど
も
夢
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
鶴
岡
２
０
２
４

■■日
10
月
13
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■■場
Ｊ
Ａ
鶴
岡
だ
だ
ち
ゃ
ア
リ
ー
ナ　

■■内
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
、
ニ
ア
ピ
ン
チ
ャ

レ
ン
ジ
ボ
ー
ル
（
景
品
あ
り
）、
子
ど
も

遊
び
応
援
ブ
ー
ス
、
ボ
ッ
チ
ャ
体
験　

■■持

内
履
き　

■■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
3

1　

■■他
市
HP

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
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荘
内
病
院
の
催
し

▼
荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ
「
に
こ
っ
と
」　

■■日

10
月
9
日
○水
・
23
日
○水
午
後
２
時　

■■対
が

ん
患
者
と
そ
の
家
族　

■■内
が
ん
ピ
ア
サ
ポ

ー
タ
ー
と
の
対
話　

■■場
・
■■申
各
日
前
日
ま

で
同
院
地
域
医
療
連
携
室
☎
26
‐
５
１
５

５
へ

▼
ス
ト
ー
マ
患
者
と
家
族
の
会
「
ぷ
ち
た

み
」　

■■日
10
月
19
日
○土
午
前
10
時　

■■対
ス

ト
ー
マ
患
者
と
そ
の
家
族　

■■内「
身
体
障

害
者
手
帳
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
」
本

所
福
祉
課　

■■場
・
■■申
10
月
16
日
○水
ま
で
同

院
地
域
医
療
連
携
室
☎
26
‐
５
１
５
５
へ

▼
が
ん
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
交
流
会

「
ほ
っ
と
広
場
」　

■■日
10
月
19
日
○土
午
後
１

時
30
分　

■■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
先
着

20
人　

■■内「
健
康
ク
イ
ズ
〜
10
月
は
鶴
岡

市
健
康
づ
く
り
強
調
月
間
〜
」
市
健
康
課

保
健
師
、「
体
を
動
か
せ
ば
心
も
整
う
〜

姿
勢
と
呼
吸
の
お
話
〜
」伊
藤
祐
輔
氏（
パ

ワ
ー
ゲ
ー
ト
代
表
）　

■■場
・
■■申
緩
和
ケ
ア

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐

５
１
８
０

て
く
て
く
健
康
「
里
山
あ
る
き
」

南
庄
内
の
水
が
め 

紅
葉
の
あ
さ
ひ
月
山
湖
へ　

■■日
10
月
19
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所

本
所
出
発
。
全
員
バ
ス
利
用
）　

■■場
弘
法

物
見
岩
駐
車
場
↓
月
山
ダ
ム
管
理
所
（
５

㎞
）　

■■定
50
人　

■■費
高
校
生
以
上
…
１
、

０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円

■■申
10
月
8
日
○火
〜
15
日
○火
に
ス
ポ
ー
ツ
課

分　

■■定
40
人

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）

■■日
10
月
、
11
月
の
各
月
４
回
〜
５
回
午
後

２
時
・
７
時　

■■定
15
人　

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）

■■日
10
月
10
日
○木
、
11
月
14
日
○木
午
後
７
時　

■■定
10
人

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４

３
１
１
）　

■■日
10
月
15
日
○火
、
11
月
19
日

○火
午
後
２
時
30
分　

■■定
10
人

▼
共
通　

■■対
中
学
生
以
上　

■■費
３
１
０
円　

■■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

つ
る
お
か
オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
の
会
主
催
研
修
会

「
認
知
症
マ
フ
の
活
用
方
法
」

■■日
10
月
26
日
○土
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■定
50
人　

■■内
講
義
「
荘
内
病
院
で
の

認
知
症
マ
フ
の
活
用
方
法
」　

■■申
10
月
16

日
○水
ま
で
同
会
☎
０
９
０
‐
４
３
１
５
‐

２
０
３
７
へ

ご
声
援
く
だ
さ
い
！　
　
　
　
　
　
　

鶴
岡
市
駅
伝
競
走
大
会

■■日
10
月
27
日
○日
午
前
８
時　

■■
コ
ー
ス　

宝
田
体
育
館
↓
栄
↓
京
田
↓
大
山
↓
西
郷

↓
湯
野
浜
↓
加
茂
↓
由
良
↓
三
瀬
↓
上
郷

↓
田
川
↓
湯
田
川
↓
大
泉
↓
小
真
木
原
公

園　

■■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■■他
コ
ー
ス
内
で
の
車
両
応
援
、
駐
車
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

負
担
が
軽
く
、効
果
が
高
い
全
身
運
動

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
体
験
会

■■日
11
月
１
日
○金
午
前
10
時　

■■場
つ
る
し
ん

☎
25
‐
８
１
３
１
へ　

■■他
小
学
生
以
下
保

護
者
同
伴

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ　
　

利
用
資
格
講
習
会

■■日
10
月
18
日
○金
、
11
月
6
日
○水
・
15
日
○金

午
後
７
時　

■■対
高
校
生
以
上　

■■費
３
１
０

円　

■■場
・
■■申
藤
島
体
育
館
☎
64
‐
２
１
４

３
家
族
介
護
者
交
流
の
つ
ど
い

■■日
10
月
21
日
○月
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■内
ミ
ニ
講
話
「
ス
ト
レ
ス
解
消
に
つ

い
て
」、
交
流
会
等　

■■申
10
月
11
日
○金
ま

で
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４

１
８
０
へ

家
族
や
友
人
と
ゆ
っ
く
り
楽
し
く
歩
こ
う

ぽ
っ
ぽ
の
郷
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会　

■■日
10
月
26
日
○土
午
前
８
時
45
分
（
長
沼
地

区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■■場
長
沼

地
内
↓
長
沼
温
泉
ぽ
っ
ぽ
の
湯
（
６
㎞
）　

■■定
60
人　

■■費
中
学
生
以
上
…
５
０
０
円　

小
学
生
…
２
０
０
円　

■■申
10
月
15
日
○火
ま

で
同
セ
ン
タ
ー
☎
64
‐
２
１
２
２
ま
た
は

同
温
泉
☎
64
‐
４
１
２
６
へ　

■■他
小
学
生

以
下
保
護
者
同
伴

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
資
格
講
習
会

▼
つ
る
し
ん
ア
リ
ー
ナ
小
真
木
原
（
☎
25

‐
８
１
３
１
）　

■■日
10
月
21
日
○月
、
11
月

11
日
○月
午
後
７
時
・
30
日
○土
午
前
10
時
30

ア
リ
ー
ナ
小
真
木
原　

■■定
15
人　

■■内
ポ
ー

ル
を
使
っ
た
基
本
歩
行
の
体
験　

■■費
５
０

０
円　

■■持
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ
ー
ル　

■■申
鶴

岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８

１
３
１　

■■他
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
可
（
２

０
０
円
）

認
知
症
の
学
び
や
交
流
・
相
談

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■■日
11
月
1
日
○金
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■内
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
、
専

門
職
と
の
交
流
や
相
談
、
介
護
者
交
流

■■申
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４

１
８
０

鶴
岡
弓
友
会　
　
　
　
　
　

弓
道
体
験
教
室

■■日
11
月
5
日
○火
〜
29
日
○金
の
毎
週
火
曜
・

金
曜
日
午
後
７
時　

■■場
朝
暘
武
道
館　

■■定

30
人　

■■費
３
、
０
０
０
円　

■■申
10
月
27
日

○日
ま
で
同
会

２
本
の
専
用
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く
全
身
運
動

水
中
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

■■日
11
月
16
日
○土
午
前
10
時
45
分　

■■場
ス
パ

ー
ル　

■■定
先
着
25
人　

■■内
水
深
１
・
２
ｍ

の
プ
ー
ル
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

■■費
５
０
０

円　

■■持
水
着
等　

■■申
11
月
8
日
○金
ま
で
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

鶴
岡
市
地
域
支
え
合
い
活
動
研
修
会

「
住
み
続
け
た
い 

そ
ん
な
想
い
を
か
た
ち
に
」

■■日
11
月
16
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■場
第
三
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■■申
11
月
18
日
○月
ま
で
同
ク
ラ
ブ
☎
64
‐
２

１
４
３
へ

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
（
硬
式
）

■■日
土
曜
日
午
後
３
時　

■■場
Ｊ
Ａ
鶴
岡
だ
だ

ち
ゃ
ア
リ
ー
ナ
等　

■■対
小
学
２
年
生
以
上　

■■費
月
額
２
、
０
０
０
円
（
別
途
登
録
年
会

費
１
、
５
０
０
円
）　

■■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25

‐
８
１
３
１

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

母
乳
・
ミ
ル
ク
相
談

■■日
10
月
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日
、
11

月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
、
12
月
４

日
の
水
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午　

■■場
に
こ

♥

ふ
る　

■■対
市
内
在
住
の
授
乳
期
の
母
親　

■■持
母
子
健
康
手
帳
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
外
出

に
必
要
な
も
の　

■■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
35
‐
０
１
５
７

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■■日
10
月
11
日

○金
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対
未
就

園
児
（
令
和
６
年
４
月
〜
６
月
生
ま
れ
）

と
そ
の
保
護
者
30
組　

■■内
触
れ
合
い
遊
び　

■■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■■申
や
ま
が
た

ｅ
申
請
か
ら

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■■日
10
月
24
日
○木
午

前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対
未
就
園
児

学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■■定
１
0

０
人　

■■内「
地
域
で
支
え
合
う
大
切
さ
を

知
ろ
う
」
服
部
真
治
氏
（
医
療
経
済
研
究

機
構
政
策
推
進
部
副
部
長
）　

■■申
10
月
7

日
○月
〜
11
月
６
日
○火
に
本
所
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

講
演
と
座
談
会

ひ
き
こ
も
り
の
方
の
家
族
研
修
会

■■日
11
月
16
日
○土
午
後
２
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■対
ひ
き
こ
も
り
の
方
の
家
族　

■■内

「
葛
藤
・
不
安
・
後
悔
…
ご
本
人
が
抱
え

て
い
る
想
い
を
知
る
」
佐
藤
深
喜
氏
（
多

機
能
福
祉
施
設
こ
も
れ
び
所
長
）・
佐
藤

恵
氏（
不
登
校
・
行
き
渋
り
親
の
会
明
日
の

と
び
ら
代
表
）　

■■申
11
月
6
日
○水
ま
で
健

康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５
６

へ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ダ
ン
ス
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
㏌ 
鶴
岡

■■日
11
月
17
日
○日
午
前
10
時　

■■場
つ
る
し
ん

ア
リ
ー
ナ
小
真
木
原　

■■師
藤
田
恵
美
氏　

■■費
高
校
生
以
上
…
５
０
０
円　

中
学
生
以

下
…
１
０
０
円　

■■申
11
月
11
日
○月
ま
で
鶴

岡
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
協
会

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ヨ
ガ
棒
教
室

■■日
11
月
23
日
○土
午
後
７
時
15
分　

■■場
藤
島

体
育
館　

■■対
中
学
生
以
上
20
人　

■■師
Ａ
Ｋ

Ｅ
Ｍ
Ｉ
氏
（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

■■費
１
、
０
０
０
円
（
会
員
５
０
０
円
）

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

（
令
和
５
年
10
月
〜
６
年
３
月
生
ま
れ
）

と
そ
の
保
護
者
30
組　

■■内
３
Ｂ
体
操　

■■師

五
十
嵐
き
み
子
氏　

■■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■■申

や
ま
が
た
ｅ
申
請
か
ら

▼
ハ
ッ
ピ
ー
♥
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型

遊
び
場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）

■■日
11
月
９
日
○土
午
前
９
時
〜
正
午　

■■場
に

こ
♥

ふ
る

▼
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
基
礎
講
習　

■■日
11

月
11
日
○月
・
28
日
○木
、
12
月
3
日
○火
・
19

日
○木
・
24
日
○火
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■対
子
育
て
支
援
に
興
味
の
あ
る
方
、

子
育
て
中
の
方
等　

■■内
子
供
の
育
ち
、
虐

待
予
防
、
食
事
、
発
達
、
け
が
の
対
応
等　

■■師
保
育
士
、
栄
養
士
、
臨
床
発
達
心
理
士
、

看
護
師
等　

■■申
各
回
５
日
前
ま
で

▼
あ
そ
び
の
広
場　

■■日
11
月
22
日
○金　

■■時

①
午
前
９
時
45
分　

②
11
時　

■■場
朝
暘
武

道
館　

■■対
①
３
か
月
〜
１
歳
の
乳
児
と
そ

の
保
護
者
30
組　

②
１
歳
以
上
の
幼
児
と

そ
の
保
護
者
20
組　

■■内
①
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ

ー
ジ　

②
チ
ャ
イ
ル
ド
ヨ
ガ　

■■師
上
野
和

佳
氏　

■■申
10
月
22
日
○火
〜
11
月
5
日
○火
に

や
ま
が
た
ｅ
申
請
か
ら

▼
共
通　

■■問
同
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１

南
部
児
童
館　

み
な
っ
く
る

▼
お
は
な
し
会　

■■日
10
月
16
日
○水
、
11
月

6
日
○水
午
前
11
時　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
「
フ
ォ
ト
ア

ー
ト
〝
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
〞」　

■■日
10
月
18
日
○金

午
前
10
時　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先

着
12
組　

■■内
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
背
景
で
写
真
撮
影
と
身
体
測
定　

■■持
バ

ス
タ
オ
ル
等　

■■申
10
月
１
日
○火
か
ら

▼
み
な
っ
く
る
で
作
ろ
う
！　

■■日
11
月
1

日
○金
午
前
10
時
、
午
後
１
時　

■■対
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者　

■■内
お
も
ち
ゃ
を
手
作
り

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
64
‐

１
９
０
０

暘
光
児
童
館

き
っ
く
先
生
と
ダ
ン
ス

■■日
10
月
26
日
○土
午
前
10
時　

■■対
小
学
生
先

着
20
人　

■■師
菊
地
将
晃
氏
（K

ickin' 
D
ance Fam

）　

■■場
・
■■問
10
月
1
日
○火
か

ら
同
館
☎
64
‐
８
６
４
０
へ

中
央
児
童
館

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

ロ
ボ
ッ
ト
体
験
会

■■日
10
月
26
日
○土
午
後
２
時　

■■対
小
学
４
年

生
〜
中
学
生
先
着
15
人　

■■内
鶴
岡
高
専
の

教
授
や
学
生
に
教
わ
り
な
が
ら
、
ロ
ボ
ッ

ト
「
レ
ゴ
Ｅ
Ｖ
３
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

や
操
作
を
体
験　

■■場
・
■■申
10
月
７
日
○月
か

ら
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８
へ

小
学
５
年
・
６
年
生
向
け

子
ど
も
料
理
教
室

■■日
10
月
27
日
○日
午
前
10
時
、
午
後
２
時
30

分　

■■定
各
回
５
人　

■■師
渡
部
英
俊
氏
（
キ

ッ
チ
ン
ｆ
ｕ
ｔ
ａ
ｂ
ａ
）　

■■費
１
、
０
０

０
円　

■■場
・
■■申
10
月
24
日
○木
ま
で
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
花
蓮
☎
０
９

０
‐
１
０
３
４
‐
６
８
１
５
へ

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

子
育
て
・
子
供
向
け
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荘
内
病
院
の
催
し

▼
荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ
「
に
こ
っ
と
」　

■■日

10
月
9
日
○水
・
23
日
○水
午
後
２
時　

■■対
が

ん
患
者
と
そ
の
家
族　

■■内
が
ん
ピ
ア
サ
ポ

ー
タ
ー
と
の
対
話　

■■場
・
■■申
各
日
前
日
ま

で
同
院
地
域
医
療
連
携
室
☎
26
‐
５
１
５

５
へ

▼
ス
ト
ー
マ
患
者
と
家
族
の
会
「
ぷ
ち
た

み
」　

■■日
10
月
19
日
○土
午
前
10
時　

■■対
ス

ト
ー
マ
患
者
と
そ
の
家
族　

■■内「
身
体
障

害
者
手
帳
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
」
本

所
福
祉
課　

■■場
・
■■申
10
月
16
日
○水
ま
で
同

院
地
域
医
療
連
携
室
☎
26
‐
５
１
５
５
へ

▼
が
ん
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
交
流
会

「
ほ
っ
と
広
場
」　

■■日
10
月
19
日
○土
午
後
１

時
30
分　

■■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
先
着

20
人　

■■内「
健
康
ク
イ
ズ
〜
10
月
は
鶴
岡

市
健
康
づ
く
り
強
調
月
間
〜
」
市
健
康
課

保
健
師
、「
体
を
動
か
せ
ば
心
も
整
う
〜

姿
勢
と
呼
吸
の
お
話
〜
」伊
藤
祐
輔
氏（
パ

ワ
ー
ゲ
ー
ト
代
表
）　

■■場
・
■■申
緩
和
ケ
ア

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐

５
１
８
０

て
く
て
く
健
康
「
里
山
あ
る
き
」

南
庄
内
の
水
が
め 

紅
葉
の
あ
さ
ひ
月
山
湖
へ　

■■日
10
月
19
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所

本
所
出
発
。
全
員
バ
ス
利
用
）　

■■場
弘
法

物
見
岩
駐
車
場
↓
月
山
ダ
ム
管
理
所
（
５

㎞
）　

■■定
50
人　

■■費
高
校
生
以
上
…
１
、

０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円

■■申
10
月
8
日
○火
〜
15
日
○火
に
ス
ポ
ー
ツ
課

分　

■■定
40
人

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）

■■日
10
月
、
11
月
の
各
月
４
回
〜
５
回
午
後

２
時
・
７
時　

■■定
15
人　

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）

■■日
10
月
10
日
○木
、
11
月
14
日
○木
午
後
７
時　

■■定
10
人

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４

３
１
１
）　

■■日
10
月
15
日
○火
、
11
月
19
日

○火
午
後
２
時
30
分　

■■定
10
人

▼
共
通　

■■対
中
学
生
以
上　

■■費
３
１
０
円　

■■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

つ
る
お
か
オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
の
会
主
催
研
修
会

「
認
知
症
マ
フ
の
活
用
方
法
」

■■日
10
月
26
日
○土
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■定
50
人　

■■内
講
義
「
荘
内
病
院
で
の

認
知
症
マ
フ
の
活
用
方
法
」　

■■申
10
月
16

日
○水
ま
で
同
会
☎
０
９
０
‐
４
３
１
５
‐

２
０
３
７
へ

ご
声
援
く
だ
さ
い
！　
　
　
　
　
　
　

鶴
岡
市
駅
伝
競
走
大
会

■■日
10
月
27
日
○日
午
前
８
時　

■■
コ
ー
ス　

宝
田
体
育
館
↓
栄
↓
京
田
↓
大
山
↓
西
郷

↓
湯
野
浜
↓
加
茂
↓
由
良
↓
三
瀬
↓
上
郷

↓
田
川
↓
湯
田
川
↓
大
泉
↓
小
真
木
原
公

園　

■■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１　

■■他
コ
ー
ス
内
で
の
車
両
応
援
、
駐
車
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

負
担
が
軽
く
、効
果
が
高
い
全
身
運
動

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
体
験
会

■■日
11
月
１
日
○金
午
前
10
時　

■■場
つ
る
し
ん

☎
25
‐
８
１
３
１
へ　

■■他
小
学
生
以
下
保

護
者
同
伴

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ　
　

利
用
資
格
講
習
会

■■日
10
月
18
日
○金
、
11
月
6
日
○水
・
15
日
○金

午
後
７
時　

■■対
高
校
生
以
上　

■■費
３
１
０

円　

■■場
・
■■申
藤
島
体
育
館
☎
64
‐
２
１
４

３
家
族
介
護
者
交
流
の
つ
ど
い

■■日
10
月
21
日
○月
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■内
ミ
ニ
講
話
「
ス
ト
レ
ス
解
消
に
つ

い
て
」、
交
流
会
等　

■■申
10
月
11
日
○金
ま

で
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４

１
８
０
へ

家
族
や
友
人
と
ゆ
っ
く
り
楽
し
く
歩
こ
う

ぽ
っ
ぽ
の
郷
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会　

■■日
10
月
26
日
○土
午
前
８
時
45
分
（
長
沼
地

区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■■場
長
沼

地
内
↓
長
沼
温
泉
ぽ
っ
ぽ
の
湯
（
６
㎞
）　

■■定
60
人　

■■費
中
学
生
以
上
…
５
０
０
円　

小
学
生
…
２
０
０
円　

■■申
10
月
15
日
○火
ま

で
同
セ
ン
タ
ー
☎
64
‐
２
１
２
２
ま
た
は

同
温
泉
☎
64
‐
４
１
２
６
へ　

■■他
小
学
生

以
下
保
護
者
同
伴

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
資
格
講
習
会

▼
つ
る
し
ん
ア
リ
ー
ナ
小
真
木
原
（
☎
25

‐
８
１
３
１
）　

■■日
10
月
21
日
○月
、
11
月

11
日
○月
午
後
７
時
・
30
日
○土
午
前
10
時
30

ア
リ
ー
ナ
小
真
木
原　

■■定
15
人　

■■内
ポ
ー

ル
を
使
っ
た
基
本
歩
行
の
体
験　

■■費
５
０

０
円　

■■持
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ
ー
ル　

■■申
鶴

岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８

１
３
１　

■■他
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
可
（
２

０
０
円
）

認
知
症
の
学
び
や
交
流
・
相
談

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■■日
11
月
1
日
○金
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■内
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
、
専

門
職
と
の
交
流
や
相
談
、
介
護
者
交
流

■■申
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４

１
８
０

鶴
岡
弓
友
会　
　
　
　
　
　

弓
道
体
験
教
室

■■日
11
月
5
日
○火
〜
29
日
○金
の
毎
週
火
曜
・

金
曜
日
午
後
７
時　

■■場
朝
暘
武
道
館　

■■定

30
人　

■■費
３
、
０
０
０
円　

■■申
10
月
27
日

○日
ま
で
同
会

２
本
の
専
用
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く
全
身
運
動

水
中
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

■■日
11
月
16
日
○土
午
前
10
時
45
分　

■■場
ス
パ

ー
ル　

■■定
先
着
25
人　

■■内
水
深
１
・
２
ｍ

の
プ
ー
ル
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

■■費
５
０
０

円　

■■持
水
着
等　

■■申
11
月
8
日
○金
ま
で
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

鶴
岡
市
地
域
支
え
合
い
活
動
研
修
会

「
住
み
続
け
た
い 

そ
ん
な
想
い
を
か
た
ち
に
」

■■日
11
月
16
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■場
第
三
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■■申
11
月
18
日
○月
ま
で
同
ク
ラ
ブ
☎
64
‐
２

１
４
３
へ

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
（
硬
式
）

■■日
土
曜
日
午
後
３
時　

■■場
Ｊ
Ａ
鶴
岡
だ
だ

ち
ゃ
ア
リ
ー
ナ
等　

■■対
小
学
２
年
生
以
上　

■■費
月
額
２
、
０
０
０
円
（
別
途
登
録
年
会

費
１
、
５
０
０
円
）　

■■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25

‐
８
１
３
１

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

母
乳
・
ミ
ル
ク
相
談

■■日
10
月
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日
、
11

月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
、
12
月
４

日
の
水
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午　

■■場
に
こ

♥

ふ
る　

■■対
市
内
在
住
の
授
乳
期
の
母
親　

■■持
母
子
健
康
手
帳
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
外
出

に
必
要
な
も
の　

■■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
35
‐
０
１
５
７

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■■日
10
月
11
日

○金
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対
未
就

園
児
（
令
和
６
年
４
月
〜
６
月
生
ま
れ
）

と
そ
の
保
護
者
30
組　

■■内
触
れ
合
い
遊
び　

■■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■■申
や
ま
が
た

ｅ
申
請
か
ら

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■■日
10
月
24
日
○木
午

前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対
未
就
園
児

学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■■定
１
0

０
人　

■■内「
地
域
で
支
え
合
う
大
切
さ
を

知
ろ
う
」
服
部
真
治
氏
（
医
療
経
済
研
究

機
構
政
策
推
進
部
副
部
長
）　

■■申
10
月
7

日
○月
〜
11
月
６
日
○火
に
本
所
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
課
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

講
演
と
座
談
会

ひ
き
こ
も
り
の
方
の
家
族
研
修
会

■■日
11
月
16
日
○土
午
後
２
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■対
ひ
き
こ
も
り
の
方
の
家
族　

■■内

「
葛
藤
・
不
安
・
後
悔
…
ご
本
人
が
抱
え

て
い
る
想
い
を
知
る
」
佐
藤
深
喜
氏
（
多

機
能
福
祉
施
設
こ
も
れ
び
所
長
）・
佐
藤

恵
氏（
不
登
校
・
行
き
渋
り
親
の
会
明
日
の

と
び
ら
代
表
）　

■■申
11
月
6
日
○水
ま
で
健

康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５
６

へ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ダ
ン
ス
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
㏌ 
鶴
岡

■■日
11
月
17
日
○日
午
前
10
時　

■■場
つ
る
し
ん

ア
リ
ー
ナ
小
真
木
原　

■■師
藤
田
恵
美
氏　

■■費
高
校
生
以
上
…
５
０
０
円　

中
学
生
以

下
…
１
０
０
円　

■■申
11
月
11
日
○月
ま
で
鶴

岡
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
協
会

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ヨ
ガ
棒
教
室

■■日
11
月
23
日
○土
午
後
７
時
15
分　

■■場
藤
島

体
育
館　

■■対
中
学
生
以
上
20
人　

■■師
Ａ
Ｋ

Ｅ
Ｍ
Ｉ
氏
（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

■■費
１
、
０
０
０
円
（
会
員
５
０
０
円
）
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（
令
和
５
年
10
月
〜
６
年
３
月
生
ま
れ
）

と
そ
の
保
護
者
30
組　

■■内
３
Ｂ
体
操　

■■師

五
十
嵐
き
み
子
氏　

■■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■■申

や
ま
が
た
ｅ
申
請
か
ら

▼
ハ
ッ
ピ
ー
♥
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型

遊
び
場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）

■■日
11
月
９
日
○土
午
前
９
時
〜
正
午　

■■場
に

こ
♥

ふ
る

▼
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
基
礎
講
習　

■■日
11

月
11
日
○月
・
28
日
○木
、
12
月
3
日
○火
・
19

日
○木
・
24
日
○火
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■対
子
育
て
支
援
に
興
味
の
あ
る
方
、

子
育
て
中
の
方
等　

■■内
子
供
の
育
ち
、
虐

待
予
防
、
食
事
、
発
達
、
け
が
の
対
応
等　

■■師
保
育
士
、
栄
養
士
、
臨
床
発
達
心
理
士
、

看
護
師
等　

■■申
各
回
５
日
前
ま
で

▼
あ
そ
び
の
広
場　

■■日
11
月
22
日
○金　

■■時

①
午
前
９
時
45
分　

②
11
時　

■■場
朝
暘
武

道
館　

■■対
①
３
か
月
〜
１
歳
の
乳
児
と
そ

の
保
護
者
30
組　

②
１
歳
以
上
の
幼
児
と

そ
の
保
護
者
20
組　

■■内
①
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ

ー
ジ　

②
チ
ャ
イ
ル
ド
ヨ
ガ　

■■師
上
野
和

佳
氏　

■■申
10
月
22
日
○火
〜
11
月
5
日
○火
に

や
ま
が
た
ｅ
申
請
か
ら

▼
共
通　

■■問
同
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１

南
部
児
童
館　

み
な
っ
く
る

▼
お
は
な
し
会　

■■日
10
月
16
日
○水
、
11
月

6
日
○水
午
前
11
時　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
「
フ
ォ
ト
ア

ー
ト
〝
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
〞」　

■■日
10
月
18
日
○金

午
前
10
時　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先

着
12
組　

■■内
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
背
景
で
写
真
撮
影
と
身
体
測
定　

■■持
バ

ス
タ
オ
ル
等　

■■申
10
月
１
日
○火
か
ら

▼
み
な
っ
く
る
で
作
ろ
う
！　

■■日
11
月
1

日
○金
午
前
10
時
、
午
後
１
時　

■■対
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者　

■■内
お
も
ち
ゃ
を
手
作
り

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
64
‐

１
９
０
０

暘
光
児
童
館

き
っ
く
先
生
と
ダ
ン
ス

■■日
10
月
26
日
○土
午
前
10
時　

■■対
小
学
生
先

着
20
人　

■■師
菊
地
将
晃
氏
（K

ickin' 
D
ance Fam

）　

■■場
・
■■問
10
月
1
日
○火
か

ら
同
館
☎
64
‐
８
６
４
０
へ

中
央
児
童
館

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

ロ
ボ
ッ
ト
体
験
会

■■日
10
月
26
日
○土
午
後
２
時　

■■対
小
学
４
年

生
〜
中
学
生
先
着
15
人　

■■内
鶴
岡
高
専
の

教
授
や
学
生
に
教
わ
り
な
が
ら
、
ロ
ボ
ッ

ト
「
レ
ゴ
Ｅ
Ｖ
３
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

や
操
作
を
体
験　

■■場
・
■■申
10
月
７
日
○月
か

ら
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８
へ

小
学
５
年
・
６
年
生
向
け

子
ど
も
料
理
教
室

■■日
10
月
27
日
○日
午
前
10
時
、
午
後
２
時
30

分　

■■定
各
回
５
人　

■■師
渡
部
英
俊
氏
（
キ

ッ
チ
ン
ｆ
ｕ
ｔ
ａ
ｂ
ａ
）　

■■費
１
、
０
０

０
円　

■■場
・
■■申
10
月
24
日
○木
ま
で
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
花
蓮
☎
０
９

０
‐
１
０
３
４
‐
６
８
１
５
へ

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

子
育
て
・
子
供
向
け
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ア
リ
ー
ナ
を
無
料
開
放

子
ど
も
遊
び
応
援
！
２
０
２
４

■■日
11
月
2
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■■場
Ｊ
Ａ
鶴
岡
だ
だ
ち
ゃ
ア
リ
ー
ナ　

■■対
小

学
生
以
下
と
そ
の
保
護
者　

■■持
内
履
き　

■■問
鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
☎
25
‐
８
１
３

１
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
公
開
講
演
会

■■日
11
月
2
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■場
出
羽

庄
内
国
際
村　

■■内「
き
っ
と
見
つ
か
る
！

わ
が
家
流
の
子
育
て
〜
ほ
め
上
手
・
叱
り

上
手
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
子
育
て
を
〜
」
山

下
直
樹
氏
（
名
古
屋
短
期
大
学
教
授
）　

■■申
10
月
1
日
○火
〜
30
日
○水
に
２
次
元
コ
ー

ド
で　

■■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35

‐
０
１
５
７　

■■他
オ
ン
ラ
イ
ン

聴
講
可

子
ど
も
の
本
学
び
の
会

特
別
講
座

■■日
11
月
10
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■場
図
書

館
本
館　

■■内「
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け
る
子
ど

も
の
読
書
と
図
書
館
の
役
割
を
考
え
る
」

福
田
孝
子
氏　

■■費
５
０
０
円　

■■申
子
ど
も

の
読
書
を
さ
さ
え
る
会　

■■他
HP

妊
産
婦
や
子
育
て
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
開
催

ご
っ
と
さ
ん
の
日

■■日
11
月
19
日
○火
午
前
10
時　

■■内
妊
産
婦
・

育
児
サ
ロ
ン　

■■師
後
藤
敬
子
氏
（
ご
っ
と

助
産
院
）　

■■場
・
■■申
常
念
寺
保
育
園
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
る
ん
び
に
ー
園
☎

24
‐
９
０
５
５
　
■■他
同
時
開
催

イ
ベ
ン
ト
あ
り
。
HP

図
書
館
こ
ど
も
お
は
な
し
会

■■日
毎
週
水
曜
日
…
午
後
４
時　

毎
週
土
曜

日
…
午
後
３
時　

毎
月
第
２
日
曜
日
・
第

４
水
曜
日
（
乳
幼
児
向
け
）
…
午
前
11
時　

■■対
幼
児
〜
小
学
生　

■■内
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
紙
芝
居
、
昔
話
、

手
遊
び
等　

■■場
・
■■問

図
書
館
本
館
☎
25
‐

２
５
２
５

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
企
画
展
示
「
お
か
え
り
！
コ
ハ
ク
チ
ョ

ウ
展
」　

■■日
来
年
２
月
24
日
○月
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
〜
ど
ろ
っ

ぱ
か
ら
の
手
紙
！　

■■日
10
月
の
毎
週
土
曜

・
日
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
焼
き
マ
シ
ュ
マ

ロ
づ
く
り　

■■日
10
月
12
日
○土
午
前
10
時
・

11
時

▽
鶴
岡
産
木
材
の
積
み
木
遊
び　

■■日
10
月

12
日
○土
午
前
10
時
30
分

▽
渡
り
鳥
の
ぬ
り
絵
づ
く
り　

■■日
10
月
12
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日
○土
午
前
10
時
30
分

▽
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
飛
び
立
ち
カ
フ
ェ　

■■日

10
月
26
日
○土
・
27
日
○日
午
前
６
時　

■■費
飲

み
物
代

▽
庄
内
砂
丘
の
大
根
抜
き
＆
干
し
大
根
づ

く
り　

■■日
11
月
２
日
○土
午
前
９
時　

■■費
寄

附
制
（
１
、
０
０
０
円
以
上
）　

■■他
大
根

３
本
付
き

▼
都
沢
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト
「
ヨ
シ

刈
り
取
り
＆
ヨ
シ
ぼ
っ
ち
づ
く
り
」　

■■日

10
月
19
日
○土
午
前
９
時　

■■対
年
長
児
以
上　

■■申
10
月
17
日
○木
ま
で

▼
自
然
観
察
会

▽
カ
モ
の
ね
ぐ
ら
立
ち
観
察
会　

■■日
10
月

26
日
○土
午
後
4
時　

■■定
20
人　

■■費
寄
附
制

（
５
０
０
円
以
上
）　

■■申
10
月
24
日
○木
ま
で　

■■他
焼
き
芋
付
き

▽
紅
葉
の
庄
内
ア
ル
プ
ス　

■■日
11
月
３
日

○日
午
前
９
時　

■■定
30
人　

■■師
中
里
慶
三
氏

（
里
山
案
内
人
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
）　

■■費
寄
附
制
（
１
、
０
０
０
円
以
上
）　

■■持

昼
食
等　

■■申
10
月
２
日
○水
か
ら

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

創
造
の
森
交
流
館

▼
数
独
教
室　

■■日
10
月
４
日
○金
・
11
日
○金

・
18
日
○金
・
25
日
○金
午
前
９
時
30
分

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■■日
10
月
9
日
○水
・
16
日

○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
焚
き
火
を
楽
し
む　

■■日
10
月
12
日
○土
午

後
１
時
30
分　

■■定
先
着
10
人　

■■内
着
火
か

ら
消
火
ま
で
を
学
ぶ　

■■費
３
０
０
円　

▼
ア
ケ
ビ
の
つ
る
で
壁
掛
け
花
器
を
編
む　

■■日
11
月
2
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２

時　

■■定
先
着
15
人　

■■内
野
生
の
ア
ケ
ビ
の

つ
る
を
使
っ
た
乱
れ
編
み
の
花
器
作
り　

■■費
３
０
０
円　

■■持
昼
食
等

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

藤
沢
周
平
記
念
館

▼
藤
沢
周
平
原
作
ド
ラ
マ
上
映
会
（
★
）　

■■日
10
月
〜
11
月
の
各
月
２
日
程
度
（
各
日

２
回
上
映
）　

■■定
各
回
15
人　

■■内
時
代
劇

専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
制
作
『
果
し
合
い
』『
冬

の
日
』
を
上
映　

■■場
・
■■申
同
館　

▼
企
画
展
〈『
龍
を
見
た
男
』
の
世
界
〉

展
示
解
説
会
（
★
）　

■■日
10
月
５
日
○土
、

11
月
3
日
○日
、
12
月
７
日
○土
午
前
10
時
30

分
・
午
後
２
時　

■■場
同
館　

■■定
20
人

▼
文
学
散
歩
『
龍
を
見
た
男
』
の
舞
台
を

歩
く　

■■日
10
月
27
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
（
同
館
集
合
）　

■■定
先
着
25
人　

■■内

作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
油
戸
・
加
茂
・
善

寳
寺
等
を
巡
る　

■■師
加
茂
北
前
ま
ち
歩
き

ガ
イ
ド
、上
野
隆
光
氏
（
龍
澤
山
善
寳
寺
）、

鈴
木
晃
（
同
館
シ
ニ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）　

■■費
７
０
０
円　

■■持
昼
食
等　

■■申
10
月
3
日

○木
〜
14
日
○月

▼
共
通　

■■問
同
館
☎
29
‐
１
８
８
０　

■■他

★
は
要
入
館
料
（
■■費
大
人
…
３
２
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
２
０
０
円　

中
学
生

以
下
…
無
料
）。
HP

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
鶴
岡
市
所
蔵
作
品
展　

■■日
10
月
５
日
○土

施
設
の
催
し 
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▼
高
齢
者
の
元
気
を
支
え
る
無
料
健
康
相

談　

■■日
10
月
17
日
○木
・
24
日
○木
・
31
日
○木

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
ガ
イ
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
第
六
番
上
映
会　

■■日
10
月
19
日
○土
午
前
10
時
、
午
後
１
時　

■■定
各
回
25
人　

■■費
５
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）

▼
ミ
ツ
バ
チ
た
ち
か
ら
の
贈
り
物　

■■日
10

月
26
日
○土
午
前
９
時　

■■定
15
人　

■■内
蜜
ろ

う
を
使
っ
た
ろ
う
そ
く
や
ハ
ン
ド
ク
リ
ー

ム
作
り　

■■師
安
藤
竜
二
氏
（
ハ
チ
蜜
の
森

キ
ャ
ン
ド
ル
代
表
）　

■■費
ろ
う
そ
く
…
８

０
０
円　

ろ
う
そ
く
・
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム

…
２
、
５
０
０
円　

■■申
10
月
15
日
○火
ま
で

▼
秋
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ
ォ
ー
ク　

■■日
11
月

2
日
○土
午
前
９
時　

■■定
20
人　

■■費
８
０
０

円　

■■持
雨
具
等　

■■申
10
月
22
日
○火
ま
で

▼
秋
の
羽
黒
山
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
も
う　

■■日
11
月
９
日
○土
午
前
９
時　

■■定
20
人　

■■内

羽
黒
山
旧
山
道
な
ど
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■■費
１
、
０
０
０
円　

■■持
雨
具
等　

■■申
10
月

29
日
○火
ま
で

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４

３
２
１　

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

▼
職
業
能
力
開
発
講
座

▽
若
手
社
員
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修　

■■日

〜
12
月
26
日
○木
午
前
9
時
〜
午
後
５
時
30

分　

■■内
市
が
所
蔵
す
る
郷
土
ゆ
か
り
の
美

術
作
品
等
の
展
示

▼
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー
〜
自

分
で
作
る　

古
い
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
新
し

い
デ
ザ
イ
ン
へ　

■■日
10
月
25
日
○金
午
後
６

時
30
分　

■■対
高
校
生
以
上
先
着
12
人　

■■師

大
瀧
由
希
氏
（
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｅ
代
表
）　

■■費
１
、
０
０
０
円
（
材
料
等
を
別
途
購
入

可
）　

■■持
よ
み
が
え
ら
せ
た
い
ア
ク
セ
サ

リ
ー
等　

■■申
10
月
４
日
○金
〜
19
日
○土

▼
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ　

■■日
10
月
26
日
○土

午
前
10
時
・
11
時　

■■対
幼
児
〜
小
学
校
低

学
年
と
そ
の
保
護
者
各
回
先
着
25
人　

■■内

ス
タ
ン
プ
で
バ
ッ
グ
作
り　

■■費
１
０
０
円　

■■申
10
月
14
日
○月
〜
25
日
○金

▼
陶
器
で
つ
く
る
干
支
の
置
物
〜
巳
年

（
全
３
回
）　

■■日
11
月
13
日
○水
、
12
月
11
日

○水
・
18
日
○水
午
後
７
時　

■■定
先
着
12
人

■■内
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
え
と
の
置
物
を
制

作　

■■師
太
田
金
子
氏
（
陶
芸
家
）　

■■費
２
、

５
０
０
円　

■■申
10
月
４
日
○金
〜
11
月
３
日

○日　

■■他
小
学
３
年
生
以
下
保
護
者
同
伴

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
体
操
ク
ラ
ブ　

■■日
10
月
16
日
・
17

日
・
23
日
・
24
日
・
30
日
・
31
日
、
11
月

６
日
・
７
日
・
20
日
・
21
日
・
27
日
・
28

日
の
水
曜
・
木
曜
日
午
前
10
時　

▼
ギ
タ
ー
A
（
ラ
）　

■■日
10
月
16
日
○水
、

11
月
６
日
○水
・
20
日
○水
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

10
月
25
日
○金
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
40
分　

■■費
６
、
０
０
０
円

▽
行
動
経
済
学
を
活
用
し
た
部
下
指
導
研

修　

■■日
11
月
6
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
４

時　

■■費
６
、
０
０
０
円

▽
機
械
保
全
技
能
検
定
準
備
講
座
（
全
３

回
）　

■■日
11
月
8
日
○金
・
9
日
○土
・
30
日

○土
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■■費

８
、
０
０
０
円　

▽
共
通　

■■場
同
セ
ン
タ
ー　

■■定
20
人

▼
生
産
性
向
上
・
品
質
向
上
の
ヒ
ン
ト
を

探
る
〜
私
の
か
い
ぜ
ん
発
表
会
〜　

■■日
11

月
16
日
○土
午
後
１
時　

■■場
マ
リ
カ　

■■定
２

５
０
人　

■■内
庄
内
地
域
の
企
業
７
社
の
業

務
改
善
事
例
発
表
、
交
流
会　

■■費
企
業
…

２
、０
０
０
円　

個
人
…
１
、０
０
０
円　

■■申
11
月
13
日
○水
ま
で

▼
共
通　

■■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23

‐
２
２
０
０　

■■他
HP

出
羽
庄
内
国
際
村

▼
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
サ
ロ
ン　

農
業
開
発

支
援
と
平
和
構
築
〜
ブ
ラ
ジ
ル
、
パ
キ
ス

タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
な
ど
を
事
例
に　

■■日
10
月
19
日
○土
午
後
５
時
30
分　

■■場
同
館　

■■師
渡
部
直
人
氏　

■■他
１
ド
リ
ン
ク
制

▼
せ
か
い
の
台
所　

モ
ー
リ
シ
ャ
ス
料
理

〜
ナ
ン
ダ
ニ
さ
ん
の
台
所
〜　

■■日
10
月
26

日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■■場
同
館　

■■定
10
人　

■■師
ナ
ン
ダ
ニ
・
バ
ル
ー
氏
（
モ

ー
リ
シ
ャ
ス
出
身
）　

■■費
１
、
５
０
０
円　

■■申
10
月
５
日
○土
か
ら

▼
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
in
庄
内

■■日
11
月
10
日
○日
午
前
10
時　

■■場
酒
田
市
公

益
研
修
セ
ン
タ
ー　

■■内
庄
内
在
住
外
国
出

身
者
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
・
朗
読

▼
共
通　

■■問
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や

10
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
花
蔵
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室　

■■日
10
月
６
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■定
先
着

20
人　

■■費
２
、
５
０
０
円

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室　

■■日
10
月
12
日
○土
午
前

10
時　

■■定
先
着
12
人　

■■費
２
、
５
０
０
円　

▼
た
ち
ば
な
や
調
理
師
の
日
本
料
理
教
室　

■■日
10
月
19
日
○土
午
前
10
時　

■■定
先
着
12
人　

■■費
３
、
０
０
０
円

▼
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
教
室　

■■日
10
月

20
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■定
先
着
10
人　

■■費
２
、
０
０
０
円

▼
新
米
食
べ
比
べ　

■■日
10
月
26
日
○土
午
前

10
時　

■■定
先
着
12
人　

■■費
２
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
市
場
☎
64

‐
３
０
９
３　

■■他
HP

東
北
振
興
研
修
所

経
営
者
・
幹
部
セ
ミ
ナ
ー

■■日
10
月
23
日
○水
午
前
10
時　

■■場
菅
原
兵
治

記
念
館　

■■定
先
着
60
人　

■■内「
松
ヶ
岡
で

ワ
イ
ナ
リ
ー
を
」
早
坂
剛
氏（
㈱
エ
ル
・

サ
ン
代
表
取
締
役
）　

■■費
２
、
０
０
０
円　

■■申
10
月
16
日
○水
ま
で
同
研
修
所
☎
62
‐
２

０
８
２
へ

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

講
座
・
講
習
会 
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ア
リ
ー
ナ
を
無
料
開
放

子
ど
も
遊
び
応
援
！
２
０
２
４

■■日
11
月
2
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■■場
Ｊ
Ａ
鶴
岡
だ
だ
ち
ゃ
ア
リ
ー
ナ　

■■対
小

学
生
以
下
と
そ
の
保
護
者　

■■持
内
履
き　

■■問
鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
☎
25
‐
８
１
３

１
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
公
開
講
演
会

■■日
11
月
2
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■場
出
羽

庄
内
国
際
村　

■■内「
き
っ
と
見
つ
か
る
！

わ
が
家
流
の
子
育
て
〜
ほ
め
上
手
・
叱
り

上
手
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
子
育
て
を
〜
」
山

下
直
樹
氏
（
名
古
屋
短
期
大
学
教
授
）　

■■申
10
月
1
日
○火
〜
30
日
○水
に
２
次
元
コ
ー

ド
で　

■■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35

‐
０
１
５
７　

■■他
オ
ン
ラ
イ
ン

聴
講
可

子
ど
も
の
本
学
び
の
会

特
別
講
座

■■日
11
月
10
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■場
図
書

館
本
館　

■■内「
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け
る
子
ど

も
の
読
書
と
図
書
館
の
役
割
を
考
え
る
」

福
田
孝
子
氏　

■■費
５
０
０
円　

■■申
子
ど
も

の
読
書
を
さ
さ
え
る
会　

■■他
HP

妊
産
婦
や
子
育
て
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
開
催

ご
っ
と
さ
ん
の
日

■■日
11
月
19
日
○火
午
前
10
時　

■■内
妊
産
婦
・

育
児
サ
ロ
ン　

■■師
後
藤
敬
子
氏
（
ご
っ
と

助
産
院
）　

■■場
・
■■申
常
念
寺
保
育
園
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
る
ん
び
に
ー
園
☎

24
‐
９
０
５
５
　
■■他
同
時
開
催

イ
ベ
ン
ト
あ
り
。
HP

図
書
館
こ
ど
も
お
は
な
し
会

■■日
毎
週
水
曜
日
…
午
後
４
時　

毎
週
土
曜

日
…
午
後
３
時　

毎
月
第
２
日
曜
日
・
第

４
水
曜
日
（
乳
幼
児
向
け
）
…
午
前
11
時　

■■対
幼
児
〜
小
学
生　

■■内
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
紙
芝
居
、
昔
話
、

手
遊
び
等　

■■場
・
■■問

図
書
館
本
館
☎
25
‐

２
５
２
５

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
企
画
展
示
「
お
か
え
り
！
コ
ハ
ク
チ
ョ

ウ
展
」　

■■日
来
年
２
月
24
日
○月
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
〜
ど
ろ
っ

ぱ
か
ら
の
手
紙
！　

■■日
10
月
の
毎
週
土
曜

・
日
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
焼
き
マ
シ
ュ
マ

ロ
づ
く
り　

■■日
10
月
12
日
○土
午
前
10
時
・

11
時

▽
鶴
岡
産
木
材
の
積
み
木
遊
び　

■■日
10
月

12
日
○土
午
前
10
時
30
分

▽
渡
り
鳥
の
ぬ
り
絵
づ
く
り　

■■日
10
月
12
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日
○土
午
前
10
時
30
分

▽
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
飛
び
立
ち
カ
フ
ェ　

■■日

10
月
26
日
○土
・
27
日
○日
午
前
６
時　

■■費
飲

み
物
代

▽
庄
内
砂
丘
の
大
根
抜
き
＆
干
し
大
根
づ

く
り　

■■日
11
月
２
日
○土
午
前
９
時　

■■費
寄

附
制
（
１
、
０
０
０
円
以
上
）　

■■他
大
根

３
本
付
き

▼
都
沢
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト
「
ヨ
シ

刈
り
取
り
＆
ヨ
シ
ぼ
っ
ち
づ
く
り
」　

■■日

10
月
19
日
○土
午
前
９
時　

■■対
年
長
児
以
上　

■■申
10
月
17
日
○木
ま
で

▼
自
然
観
察
会

▽
カ
モ
の
ね
ぐ
ら
立
ち
観
察
会　

■■日
10
月

26
日
○土
午
後
4
時　

■■定
20
人　

■■費
寄
附
制

（
５
０
０
円
以
上
）　

■■申
10
月
24
日
○木
ま
で　

■■他
焼
き
芋
付
き

▽
紅
葉
の
庄
内
ア
ル
プ
ス　

■■日
11
月
３
日

○日
午
前
９
時　

■■定
30
人　

■■師
中
里
慶
三
氏

（
里
山
案
内
人
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
）　

■■費
寄
附
制
（
１
、
０
０
０
円
以
上
）　

■■持

昼
食
等　

■■申
10
月
２
日
○水
か
ら

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

創
造
の
森
交
流
館

▼
数
独
教
室　

■■日
10
月
４
日
○金
・
11
日
○金

・
18
日
○金
・
25
日
○金
午
前
９
時
30
分

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■■日
10
月
9
日
○水
・
16
日

○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
焚
き
火
を
楽
し
む　

■■日
10
月
12
日
○土
午

後
１
時
30
分　

■■定
先
着
10
人　

■■内
着
火
か

ら
消
火
ま
で
を
学
ぶ　

■■費
３
０
０
円　

▼
ア
ケ
ビ
の
つ
る
で
壁
掛
け
花
器
を
編
む　

■■日
11
月
2
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２

時　

■■定
先
着
15
人　

■■内
野
生
の
ア
ケ
ビ
の

つ
る
を
使
っ
た
乱
れ
編
み
の
花
器
作
り　

■■費
３
０
０
円　

■■持
昼
食
等

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

藤
沢
周
平
記
念
館

▼
藤
沢
周
平
原
作
ド
ラ
マ
上
映
会
（
★
）　

■■日
10
月
〜
11
月
の
各
月
２
日
程
度
（
各
日

２
回
上
映
）　

■■定
各
回
15
人　

■■内
時
代
劇

専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
制
作
『
果
し
合
い
』『
冬

の
日
』
を
上
映　

■■場
・
■■申
同
館　

▼
企
画
展
〈『
龍
を
見
た
男
』
の
世
界
〉

展
示
解
説
会
（
★
）　

■■日
10
月
５
日
○土
、

11
月
3
日
○日
、
12
月
７
日
○土
午
前
10
時
30

分
・
午
後
２
時　

■■場
同
館　

■■定
20
人

▼
文
学
散
歩
『
龍
を
見
た
男
』
の
舞
台
を

歩
く　

■■日
10
月
27
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
（
同
館
集
合
）　

■■定
先
着
25
人　

■■内

作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
油
戸
・
加
茂
・
善

寳
寺
等
を
巡
る　

■■師
加
茂
北
前
ま
ち
歩
き

ガ
イ
ド
、上
野
隆
光
氏
（
龍
澤
山
善
寳
寺
）、

鈴
木
晃
（
同
館
シ
ニ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）　

■■費
７
０
０
円　

■■持
昼
食
等　

■■申
10
月
3
日

○木
〜
14
日
○月

▼
共
通　

■■問
同
館
☎
29
‐
１
８
８
０　

■■他

★
は
要
入
館
料
（
■■費
大
人
…
３
２
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
２
０
０
円　

中
学
生

以
下
…
無
料
）。
HP

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
鶴
岡
市
所
蔵
作
品
展　

■■日
10
月
５
日
○土

施
設
の
催
し 
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▼
高
齢
者
の
元
気
を
支
え
る
無
料
健
康
相

談　

■■日
10
月
17
日
○木
・
24
日
○木
・
31
日
○木

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
ガ
イ
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
第
六
番
上
映
会　

■■日
10
月
19
日
○土
午
前
10
時
、
午
後
１
時　

■■定
各
回
25
人　

■■費
５
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）

▼
ミ
ツ
バ
チ
た
ち
か
ら
の
贈
り
物　

■■日
10

月
26
日
○土
午
前
９
時　

■■定
15
人　

■■内
蜜
ろ

う
を
使
っ
た
ろ
う
そ
く
や
ハ
ン
ド
ク
リ
ー

ム
作
り　

■■師
安
藤
竜
二
氏
（
ハ
チ
蜜
の
森

キ
ャ
ン
ド
ル
代
表
）　

■■費
ろ
う
そ
く
…
８

０
０
円　

ろ
う
そ
く
・
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム

…
２
、
５
０
０
円　

■■申
10
月
15
日
○火
ま
で

▼
秋
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ
ォ
ー
ク　

■■日
11
月

2
日
○土
午
前
９
時　

■■定
20
人　

■■費
８
０
０

円　

■■持
雨
具
等　

■■申
10
月
22
日
○火
ま
で

▼
秋
の
羽
黒
山
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
も
う　

■■日
11
月
９
日
○土
午
前
９
時　

■■定
20
人　

■■内

羽
黒
山
旧
山
道
な
ど
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■■費
１
、
０
０
０
円　

■■持
雨
具
等　

■■申
10
月

29
日
○火
ま
で

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４

３
２
１　

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

▼
職
業
能
力
開
発
講
座

▽
若
手
社
員
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修　

■■日

〜
12
月
26
日
○木
午
前
9
時
〜
午
後
５
時
30

分　

■■内
市
が
所
蔵
す
る
郷
土
ゆ
か
り
の
美

術
作
品
等
の
展
示

▼
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー
〜
自

分
で
作
る　

古
い
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
新
し

い
デ
ザ
イ
ン
へ　

■■日
10
月
25
日
○金
午
後
６

時
30
分　

■■対
高
校
生
以
上
先
着
12
人　

■■師

大
瀧
由
希
氏
（
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｅ
代
表
）　

■■費
１
、
０
０
０
円
（
材
料
等
を
別
途
購
入

可
）　

■■持
よ
み
が
え
ら
せ
た
い
ア
ク
セ
サ

リ
ー
等　

■■申
10
月
４
日
○金
〜
19
日
○土

▼
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ　

■■日
10
月
26
日
○土

午
前
10
時
・
11
時　

■■対
幼
児
〜
小
学
校
低

学
年
と
そ
の
保
護
者
各
回
先
着
25
人　

■■内

ス
タ
ン
プ
で
バ
ッ
グ
作
り　

■■費
１
０
０
円　

■■申
10
月
14
日
○月
〜
25
日
○金

▼
陶
器
で
つ
く
る
干
支
の
置
物
〜
巳
年

（
全
３
回
）　

■■日
11
月
13
日
○水
、
12
月
11
日

○水
・
18
日
○水
午
後
７
時　

■■定
先
着
12
人

■■内
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
え
と
の
置
物
を
制

作　

■■師
太
田
金
子
氏
（
陶
芸
家
）　

■■費
２
、

５
０
０
円　

■■申
10
月
４
日
○金
〜
11
月
３
日

○日　

■■他
小
学
３
年
生
以
下
保
護
者
同
伴

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
体
操
ク
ラ
ブ　

■■日
10
月
16
日
・
17

日
・
23
日
・
24
日
・
30
日
・
31
日
、
11
月

６
日
・
７
日
・
20
日
・
21
日
・
27
日
・
28

日
の
水
曜
・
木
曜
日
午
前
10
時　

▼
ギ
タ
ー
A
（
ラ
）　

■■日
10
月
16
日
○水
、

11
月
６
日
○水
・
20
日
○水
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

10
月
25
日
○金
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
40
分　

■■費
６
、
０
０
０
円

▽
行
動
経
済
学
を
活
用
し
た
部
下
指
導
研

修　

■■日
11
月
6
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
４

時　

■■費
６
、
０
０
０
円

▽
機
械
保
全
技
能
検
定
準
備
講
座
（
全
３

回
）　

■■日
11
月
8
日
○金
・
9
日
○土
・
30
日

○土
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■■費

８
、
０
０
０
円　

▽
共
通　

■■場
同
セ
ン
タ
ー　

■■定
20
人

▼
生
産
性
向
上
・
品
質
向
上
の
ヒ
ン
ト
を

探
る
〜
私
の
か
い
ぜ
ん
発
表
会
〜　

■■日
11

月
16
日
○土
午
後
１
時　

■■場
マ
リ
カ　

■■定
２

５
０
人　

■■内
庄
内
地
域
の
企
業
７
社
の
業

務
改
善
事
例
発
表
、
交
流
会　

■■費
企
業
…

２
、０
０
０
円　

個
人
…
１
、０
０
０
円　

■■申
11
月
13
日
○水
ま
で

▼
共
通　

■■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23

‐
２
２
０
０　

■■他
HP

出
羽
庄
内
国
際
村

▼
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
サ
ロ
ン　

農
業
開
発

支
援
と
平
和
構
築
〜
ブ
ラ
ジ
ル
、
パ
キ
ス

タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
な
ど
を
事
例
に　

■■日
10
月
19
日
○土
午
後
５
時
30
分　

■■場
同
館　

■■師
渡
部
直
人
氏　

■■他
１
ド
リ
ン
ク
制

▼
せ
か
い
の
台
所　

モ
ー
リ
シ
ャ
ス
料
理

〜
ナ
ン
ダ
ニ
さ
ん
の
台
所
〜　

■■日
10
月
26

日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■■場
同
館　

■■定
10
人　

■■師
ナ
ン
ダ
ニ
・
バ
ル
ー
氏
（
モ

ー
リ
シ
ャ
ス
出
身
）　

■■費
１
、
５
０
０
円　

■■申
10
月
５
日
○土
か
ら

▼
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
in
庄
内

■■日
11
月
10
日
○日
午
前
10
時　

■■場
酒
田
市
公

益
研
修
セ
ン
タ
ー　

■■内
庄
内
在
住
外
国
出

身
者
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
・
朗
読

▼
共
通　

■■問
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や

10
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
花
蔵
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室　

■■日
10
月
６
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■定
先
着

20
人　

■■費
２
、
５
０
０
円

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室　

■■日
10
月
12
日
○土
午
前

10
時　

■■定
先
着
12
人　

■■費
２
、
５
０
０
円　

▼
た
ち
ば
な
や
調
理
師
の
日
本
料
理
教
室　

■■日
10
月
19
日
○土
午
前
10
時　

■■定
先
着
12
人　

■■費
３
、
０
０
０
円

▼
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
教
室　

■■日
10
月

20
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■定
先
着
10
人　

■■費
２
、
０
０
０
円

▼
新
米
食
べ
比
べ　

■■日
10
月
26
日
○土
午
前

10
時　

■■定
先
着
12
人　

■■費
２
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
市
場
☎
64

‐
３
０
９
３　

■■他
HP

東
北
振
興
研
修
所

経
営
者
・
幹
部
セ
ミ
ナ
ー

■■日
10
月
23
日
○水
午
前
10
時　

■■場
菅
原
兵
治

記
念
館　

■■定
先
着
60
人　

■■内「
松
ヶ
岡
で

ワ
イ
ナ
リ
ー
を
」
早
坂
剛
氏（
㈱
エ
ル
・

サ
ン
代
表
取
締
役
）　

■■費
２
、
０
０
０
円　

■■申
10
月
16
日
○水
ま
で
同
研
修
所
☎
62
‐
２

０
８
２
へ

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

講
座
・
講
習
会 



20

後
２
時
30
分
か
ら
。
市
HP　
　

甲
乙
同
時
防
火
管
理
講
習

■■日
12
月
４
日
○水
・
５
日
○木
（
乙
種
は
４
日

の
み
）　

■■場
酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
酒
田
市
）　

■■定
1
０
０
人　

■■申
10
月
21
日

○月
〜
28
日
○月
に
日
本
防
火
・
防
災
協
会
☎

03
‐
６
２
６
３
‐
９
９
０
３
へ　

■■他
HP

危
険
物
取
扱
者
試
験

■■日
12
月
14
日
○土
午
前　

■■場
鶴
岡
工
業
高
校

■■申
電
子
・
書
面
と
も
に
10
月
18
日
○金
〜
31

日
○木　

■■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形

県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１　

■■他
受
験
案
内
等
は
各
消
防
署
へ

鶴
岡
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

■■日
①
10
月
11
日
○金
・
30
日
○水
、
11
月
15
日

○金
・
28
日
○木
、
12
月
13
日
○金
午
前
10
時　

②
10
月
22
日
○火
午
後
1
時
30
分　

■■対
市
内

在
住
の
60
歳
以
上
の
方
各
回
15
人
（
②
の

み
女
性
限
定
）　

■■場
・
■■申
同
セ
ン
タ
ー
☎

24
‐
４
４
３
６

入
居
時
期
は
12
月
中
旬

県
営
住
宅
10
月
募
集

■■
募
集
住
宅　

▽
美
原
３
号
・
４
号
、
東

部
１
号
、
茅
原
１
号
・
２
号
、
末
広
１
号

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

企
業
の
森
づ
く
り
推
進
事
業

水
源
の
森
づ
く
り 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会

■■日
10
月
27
日
○日
午
前
９
時　

■■場
月
山
ダ
ム

周
辺　

■■対
18
歳
以
上
の
方
先
着
20
人　

■■内

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
目
立
て
や
操
作
講
習
・

体
験　

■■師
出
羽
庄
内
森
林
組
合
　
■■申
10
月

11
日
○金
ま
で
朝
日
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
53

‐
２
１
１
８
へ　

■■他
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
等
の
貸
し
出
し
あ
り

東
北
公
益
文
科
大
学
大
学
院

公
開
講
座

■■日
①
10
月
28
日
○月　

②
11
月
19
日
○火　

■■時

午
後
６
時　

■■内
①「
公
益
学
総
論
〜
公
共

ガ
バ
ナ
ン
ス
と
公
益
〜
」石
原
俊
彦
氏（
関

西
学
院
大
学
専
門
職
大
学
院
教
授
）　

②

「
社
会
調
査
論
〜
社
会
調
査
の
ア
ポ
リ
ア

（
難
問
）
〜
」
水
谷
史
男
氏
（
明
治
学
院

大
学
名
誉
教
授
）　

■■費
①
３
、
０
０
０
円　

②
２
、
０
０
０
円　

■■申
①
10
月
23
日
○水
ま

で　

②
11
月
15
日
○金
ま
で　

■■場
・
■■問
公
益

大
大
学
院
☎
29
‐
０
５
５
５　

■■他
オ
ン
ラ

イ
ン
受
講
可
。
HP

お
う
ら
大
学

「
歴
史
学
」
公
開
講
座

■■日
10
月
31
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■■内「
少

数
言
語
の
た
め
の
情
報
処
理
技
術
の
紹
介

〜
庄
内
弁
と
ア
イ
ヌ
語
は『
猫
』で
つ
な
が

っ
て
い
る
〜
」
ノ
ヴ
ァ
ロ
コ
フ
ス
キ
・
カ

ロ
ル
氏（
公
益
大
講
師
）　

■■費
１
、
０
０
０

円　

■■場
・
■■申
10
月
25
日
○金
ま
で
大
山
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
33
‐
３
２
１
３
へ

女
性
セ
ン
タ
ー
の
講
座

▼
男
性
料
理
教
室
「
自
然
豊
か
な
田
川
で

そ
ば
打
ち
体
験
」　

■■日
11
月
８
日
○金
午
前

10
時
〜
午
後
１
時　

■■場
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー　

■■定
先
着
12
人　

■■師
田
川
そ

ば
の
郷
会
員　

■■費
１
、
３
５
０
円

▼
未
来
へ
繋
げ
る
鶴
岡
の
味
〜
櫛
引
地
域

〜　

■■日
11
月
13
日
○水
午
前
10
時　

■■場
中
央

公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー　

■■定
先
着
15
人　

■■師
鶴
岡
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
櫛
引

地
域　

■■費
２
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■■申
10
月
3
日
○木
〜
18
日
○金
に
同

セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ
。
同
セ
ン

タ
ー
の
料
理
講
座
の
受
講
履
歴

が
あ
る
方
は
7
日
○月
か
ら

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
く
る
り
ん
館
」

ご
み
の
出
し
方
疑
問
解
決
‼
講
座

■■日
11
月
13
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■■対
市
内

ま
た
は
三
川
町
在
住
の
方
先
着
20
人　

■■内

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
の
講
座
、
施
設

見
学
、
分
別
相
談　

■■場
・
■■申
同

館
☎
35
‐
３
５
５
７　

■■他
市
HP

心
肺
蘇
生
法
な
ど
を
学
ぶ

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

■■日
11
月
14
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■■場
消
防

本
部　

■■定
50
人　

■■内
成
人
へ
の
心
肺
蘇そ

生

法　

■■申
10
月
14
日
○月
〜
11
月
7
日
○木
に
消

防
署
警
備
課
☎
22
‐
８
３
３
１
へ　

■■他
希

望
者
に
テ
キ
ス
ト
あ
り
（
■■費
２
０
０
円
）。

応
急
手
当
ウ
ェ
ブ
講
習
事
前
受
講
者
は
午

…
各
１
戸　

▽
東
部
３
号
、
茅
原
２
号
、

城
南
２
号
…
各
２
戸　

▽
美
原
２
号
…
３

戸　

▽
末
広
２
号
…
５
戸　

■■申
10
月
7
日

○月
〜
11
日
○金
に
山
形
県
す
ま
い
・
ま
ち
づ

く
り
公
社
庄
内
地
域
管
理
事
務
所
☎
66
‐

３
２
１
０
へ　

■■他
抽
せ
ん
会
は
10
月
21
日

○月　

■■他
７
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
被
災
者

へ
の
住
宅
提
供
に
よ
り
、
一
部
の
募
集
を

予
告
な
く
取
り
下
げ
る
場
合
あ
り

自
衛
官
等
採
用
試
験

募
集
種
目

試
験
日

受
付
期
間

①

自
衛
官

候
補
生

筆
記
・
適
性
検
査

…
11
月
8
日
○金
〜

10
日
○日
の
内
１
日
10
月
28
日

○月
ま
で

口
述
・
身
体
検
査

…
11
月
16
日
○土

筆
記
・
適
性
検
査

…
12
月
6
日
○金
〜

8
日
○日
の
内
１
日
10
月
29
日

○火
〜
11
月

28
日
○木

口
述
・
身
体
検
査

…
12
月
14
日
○土

②

一
般
曹

候
補
生

１
次
試
験
…
12

月
7
日
○土
〜
12

日
○木
の
内
１
日

10
月
1
日

○火
〜
11
月

28
日
○木

③

高
等
工
科

学
校
生
徒

（
推
薦
）

来
年
１
月
11
日

○土
〜
13
日
○月
の

内
１
日

10
月
1
日

○火
〜
11
月

29
日
○金

④

高
等
工
科

学
校
生
徒

（
一
般
）

１
次
試
験
…
来

年
１
月
25
日
○土

10
月
1
日

○火
〜
来
年

1
月
16
日

○木

募
集
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■■
試
験
会
場　

①
筆
記
・
適
性
検
査
・
②

…
ウ
ェ
ブ
開
催　

①
口
述
・
身
体
検
査
…

神
町
駐
屯
地（
東
根
市
）　

③
仙
台
駐
屯
地

（
仙
台
市
）　

④
鶴
岡
合
同
庁
舎　

■■問
自
衛

隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡
出

張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

い
こ
い
の
村
公
園
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園

栽
培
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■■日
11
月
9
日
○土
・
10
日
○日
午
前
９
時
、
午

後
２
時　

■■場
同
公
園　

■■定
各
回
20
人　

■■内

球
根
の
植
え
付
け
等　

■■師
庄
内
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
倶
楽
部　

■■申
10
月
21
日
○月
ま
で
本
所

農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
０
１
４
５
へ

庄
内
子
ど
も
育
み
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者
募
集

■■日
来
年
２
月
11
日
○火
午
後
１
時　

■■場
中
央

公
民
館　

■■対
庄
内
地
域
在
住
の
小
学
生
〜

高
校
生
、
出
身
の
大
学
生
等　

■■
演
奏
範

囲　

邦
楽
・
洋
楽
の
独
奏
・
重
奏
・
合
奏　

■■申
12
月
20
日
○金
ま
で
同
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会
☎
64
‐
２
４
４
１
へ　

■■他
１
つ
の

団
体
か
ら
５
組
ま
で
出
演
可

日
曜
労
働
悩
み
ご
と
相
談
会

■■日
10
月
６
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30

分　

■■場
勤
労
者
会
館　

■■対
県
内
の
労
働
者

及
び
事
業
主
等　

■■申
山
形
県
労
働
委
員
会

☎
０
２
３
‐
６
６
６
‐
７
７
８
４

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

管
理
栄
養
士
に
よ
る
個
別
相
談

糖
尿
病
健
康
相
談

■■日
10
月
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
、
11

月
5
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
、
12
月
3

日
の
火
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

20
分　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対
血
糖
値
が
基

準
値
を
超
え
て
い
る
方
等
（
お
お
む
ね
75

歳
ま
で
）　

■■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎

35
‐
０
１
４
９

巡
回
行
政
相
談
所
開
設

■■日
10
月
22
日
○火
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分　

■■場
第
五
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ

ン
タ
ー　

■■問
本
所
市
民
課
☎
35
‐
１
１
９

４
専
門
家
が
ス
ピ
ー
ド
解
決　
　
　
　

毎
月
第
４
水
曜
日
は
住
宅
相
談
会

■■日
10
月
23
日
○水
、
11
月
27
日
○水
午
前
10
時

〜
11
時
　
■■場
市
役
所
本
所
４
階
ロ
ビ
ー

■■内
新
築
・
増
改
築
・
耐
震
診
断
等　

■■問
本

所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
２
８

調
停
手
続
相
談

■■日
10
月
26
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時　

■■場
勤
労
者
会
館　

■■内

交
通
事
故
、
金
銭
、
土
地

建
物
、
家
庭
の
問
題
等
へ

の
調
停
委
員
に
よ
る
相
談　

■■問
鶴
岡
調
停
協
会
☎
23
‐

６
６
６
６　

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

債
務
・
相
続
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■■日
10
月
26
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た

は
勤
務
の
方
先
着
８
人　

■■場
・
■■申
10
月
25

日
○金
ま
で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22

‐
３
１
４
７
へ

専
門
家
９
士
業
に
よ
る

な
ん
で
も
相
談
会

■■日
10
月
27
日
○日
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

■■場
マ
リ
カ
西
館　

■■内
暮
ら
し
に
関
わ
る
相

談　

■■申
10
月
7
日
○月
〜
23
日
○水
に
予
約
専

用
電
話
☎
０
５
０
‐
２
０
１
８
‐
６
４
５

８
へ　

■■問
山
形
県
司
法
書
士
会
☎
０
２
３

‐
６
２
３
‐
７
０
５
４

相
続
、事
業
等
の
許
可
手
続
き
の
相
談

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

■■日
10
月
30
日
○水
午
後
２
時
〜
４
時　

■■場
市

役
所
本
所　

■■問
同
会
鶴
岡
支
部
（
安
野
）

☎
57
‐
３
７
３
５

「
ぼ
ら
ん
た
す
」
の
催
し
・

相
談
会

▼
こ
こ
ろ
元
気
相
談
会　

■■日
10
月
６
日
○日

・
10
日
○木
・
27
日
○日
、
11
月
14
日
○木
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

▼
ら
く
や
こ
ど
も
食
堂　

■■日
10
月
15
日
○火
、

11
月
５
日
○火
・
19
日
○火
午
後
６
時
30
分

■■費
大
人
…
３
０
０
円　

大
学
生
以
下
…
２

０
０
円

▼
こ
こ
ろ
元
気
サ
ロ
ン　

■■日
10
月
17
日
○木
、

11
月
７
日
○木
・
21
日
○木
午
後
１
時

▼
共
通　

■■場
楽
家　

■■問
ぼ
ら
ん
た
す
☎
33

‐
８
７
３
０

空
き
家
相
談
窓
口

　

空
き
家
に
関
す
る
相
談
や
依
頼
に
お
近

く
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

■■日
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■■
相
談
電
話
・
■■問
全
日
本
不
動
産
協
会
山

形
県
本
部
☎
０
２
３
‐
６
６
５
‐
０
１
０

０
不
動
産
開
業
相
談
窓
口

　

開
業
の
要
件
や
手
続
き
、
費
用
等
の
質

問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■■日
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■■
相
談
電
話
・
■■問
全
日
本
不
動
産
協
会
山

形
県
本
部
☎
０
２
３
‐
６
４
２
‐
６
６
５

８
移
住
者
に
対
す
る
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す

移
住
や
Ｕ
タ
ー
ン 

事
前
に
相
談
く
だ
さ
い

　

山
形
県
で
は
、
県
外
か
ら
の
移
住
者
に

「
食
」「
住
ま
い
」
等
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■■対
12
月
31
日
○火
ま
で
に
県
内
に
転
入
し
、

転
入
前
日
ま
で
に
公
的
相
談
窓
口
を
利
用

し
て
い
る
方　

■■問
本
所
地
域
振

興
課
☎
35
‐
１
１
９
１　

■■他
HP

そ
の
他

相
談



20

後
２
時
30
分
か
ら
。
市
HP　
　

甲
乙
同
時
防
火
管
理
講
習

■■日
12
月
４
日
○水
・
５
日
○木
（
乙
種
は
４
日

の
み
）　

■■場
酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
酒
田
市
）　

■■定
1
０
０
人　

■■申
10
月
21
日

○月
〜
28
日
○月
に
日
本
防
火
・
防
災
協
会
☎

03
‐
６
２
６
３
‐
９
９
０
３
へ　

■■他
HP

危
険
物
取
扱
者
試
験

■■日
12
月
14
日
○土
午
前　

■■場
鶴
岡
工
業
高
校

■■申
電
子
・
書
面
と
も
に
10
月
18
日
○金
〜
31

日
○木　

■■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形

県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１　

■■他
受
験
案
内
等
は
各
消
防
署
へ

鶴
岡
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

■■日
①
10
月
11
日
○金
・
30
日
○水
、
11
月
15
日

○金
・
28
日
○木
、
12
月
13
日
○金
午
前
10
時　

②
10
月
22
日
○火
午
後
1
時
30
分　

■■対
市
内

在
住
の
60
歳
以
上
の
方
各
回
15
人
（
②
の

み
女
性
限
定
）　

■■場
・
■■申
同
セ
ン
タ
ー
☎

24
‐
４
４
３
６

入
居
時
期
は
12
月
中
旬

県
営
住
宅
10
月
募
集

■■
募
集
住
宅　

▽
美
原
３
号
・
４
号
、
東

部
１
号
、
茅
原
１
号
・
２
号
、
末
広
１
号
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企
業
の
森
づ
く
り
推
進
事
業

水
源
の
森
づ
く
り 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会

■■日
10
月
27
日
○日
午
前
９
時　

■■場
月
山
ダ
ム

周
辺　

■■対
18
歳
以
上
の
方
先
着
20
人　

■■内

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
目
立
て
や
操
作
講
習
・

体
験　

■■師
出
羽
庄
内
森
林
組
合
　
■■申
10
月

11
日
○金
ま
で
朝
日
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
53

‐
２
１
１
８
へ　

■■他
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
等
の
貸
し
出
し
あ
り

東
北
公
益
文
科
大
学
大
学
院

公
開
講
座

■■日
①
10
月
28
日
○月　

②
11
月
19
日
○火　

■■時

午
後
６
時　

■■内
①「
公
益
学
総
論
〜
公
共

ガ
バ
ナ
ン
ス
と
公
益
〜
」石
原
俊
彦
氏（
関

西
学
院
大
学
専
門
職
大
学
院
教
授
）　

②

「
社
会
調
査
論
〜
社
会
調
査
の
ア
ポ
リ
ア

（
難
問
）
〜
」
水
谷
史
男
氏
（
明
治
学
院

大
学
名
誉
教
授
）　

■■費
①
３
、
０
０
０
円　

②
２
、
０
０
０
円　

■■申
①
10
月
23
日
○水
ま

で　

②
11
月
15
日
○金
ま
で　

■■場
・
■■問
公
益

大
大
学
院
☎
29
‐
０
５
５
５　

■■他
オ
ン
ラ

イ
ン
受
講
可
。
HP

お
う
ら
大
学

「
歴
史
学
」
公
開
講
座

■■日
10
月
31
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■■内「
少

数
言
語
の
た
め
の
情
報
処
理
技
術
の
紹
介

〜
庄
内
弁
と
ア
イ
ヌ
語
は『
猫
』で
つ
な
が

っ
て
い
る
〜
」
ノ
ヴ
ァ
ロ
コ
フ
ス
キ
・
カ

ロ
ル
氏（
公
益
大
講
師
）　

■■費
１
、
０
０
０

円　

■■場
・
■■申
10
月
25
日
○金
ま
で
大
山
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
33
‐
３
２
１
３
へ

女
性
セ
ン
タ
ー
の
講
座

▼
男
性
料
理
教
室
「
自
然
豊
か
な
田
川
で

そ
ば
打
ち
体
験
」　

■■日
11
月
８
日
○金
午
前

10
時
〜
午
後
１
時　

■■場
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー　

■■定
先
着
12
人　

■■師
田
川
そ

ば
の
郷
会
員　

■■費
１
、
３
５
０
円

▼
未
来
へ
繋
げ
る
鶴
岡
の
味
〜
櫛
引
地
域

〜　

■■日
11
月
13
日
○水
午
前
10
時　

■■場
中
央

公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー　

■■定
先
着
15
人　

■■師
鶴
岡
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
櫛
引

地
域　

■■費
２
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■■申
10
月
3
日
○木
〜
18
日
○金
に
同

セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ
。
同
セ
ン

タ
ー
の
料
理
講
座
の
受
講
履
歴

が
あ
る
方
は
7
日
○月
か
ら

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
く
る
り
ん
館
」

ご
み
の
出
し
方
疑
問
解
決
‼
講
座

■■日
11
月
13
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■■対
市
内

ま
た
は
三
川
町
在
住
の
方
先
着
20
人　

■■内

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
の
講
座
、
施
設

見
学
、
分
別
相
談　

■■場
・
■■申
同

館
☎
35
‐
３
５
５
７　

■■他
市
HP

心
肺
蘇
生
法
な
ど
を
学
ぶ

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

■■日
11
月
14
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■■場
消
防

本
部　

■■定
50
人　

■■内
成
人
へ
の
心
肺
蘇そ

生

法　

■■申
10
月
14
日
○月
〜
11
月
7
日
○木
に
消

防
署
警
備
課
☎
22
‐
８
３
３
１
へ　

■■他
希

望
者
に
テ
キ
ス
ト
あ
り
（
■■費
２
０
０
円
）。

応
急
手
当
ウ
ェ
ブ
講
習
事
前
受
講
者
は
午

…
各
１
戸　

▽
東
部
３
号
、
茅
原
２
号
、

城
南
２
号
…
各
２
戸　

▽
美
原
２
号
…
３

戸　

▽
末
広
２
号
…
５
戸　

■■申
10
月
7
日

○月
〜
11
日
○金
に
山
形
県
す
ま
い
・
ま
ち
づ

く
り
公
社
庄
内
地
域
管
理
事
務
所
☎
66
‐

３
２
１
０
へ　

■■他
抽
せ
ん
会
は
10
月
21
日

○月　

■■他
７
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
被
災
者

へ
の
住
宅
提
供
に
よ
り
、
一
部
の
募
集
を

予
告
な
く
取
り
下
げ
る
場
合
あ
り

自
衛
官
等
採
用
試
験

募
集
種
目

試
験
日

受
付
期
間

①

自
衛
官

候
補
生

筆
記
・
適
性
検
査

…
11
月
8
日
○金
〜

10
日
○日
の
内
１
日
10
月
28
日

○月
ま
で

口
述
・
身
体
検
査

…
11
月
16
日
○土

筆
記
・
適
性
検
査

…
12
月
6
日
○金
〜

8
日
○日
の
内
１
日
10
月
29
日

○火
〜
11
月

28
日
○木

口
述
・
身
体
検
査

…
12
月
14
日
○土

②

一
般
曹

候
補
生

１
次
試
験
…
12

月
7
日
○土
〜
12

日
○木
の
内
１
日

10
月
1
日

○火
〜
11
月

28
日
○木

③

高
等
工
科

学
校
生
徒

（
推
薦
）

来
年
１
月
11
日

○土
〜
13
日
○月
の

内
１
日

10
月
1
日

○火
〜
11
月

29
日
○金

④

高
等
工
科

学
校
生
徒

（
一
般
）

１
次
試
験
…
来

年
１
月
25
日
○土

10
月
1
日

○火
〜
来
年

1
月
16
日

○木

募
集
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■■
試
験
会
場　

①
筆
記
・
適
性
検
査
・
②

…
ウ
ェ
ブ
開
催　

①
口
述
・
身
体
検
査
…

神
町
駐
屯
地（
東
根
市
）　

③
仙
台
駐
屯
地

（
仙
台
市
）　

④
鶴
岡
合
同
庁
舎　

■■問
自
衛

隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡
出

張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

い
こ
い
の
村
公
園
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園

栽
培
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■■日
11
月
9
日
○土
・
10
日
○日
午
前
９
時
、
午

後
２
時　

■■場
同
公
園　

■■定
各
回
20
人　

■■内

球
根
の
植
え
付
け
等　

■■師
庄
内
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
倶
楽
部　

■■申
10
月
21
日
○月
ま
で
本
所

農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
０
１
４
５
へ

庄
内
子
ど
も
育
み
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者
募
集

■■日
来
年
２
月
11
日
○火
午
後
１
時　

■■場
中
央

公
民
館　

■■対
庄
内
地
域
在
住
の
小
学
生
〜

高
校
生
、
出
身
の
大
学
生
等　

■■
演
奏
範

囲　

邦
楽
・
洋
楽
の
独
奏
・
重
奏
・
合
奏　

■■申
12
月
20
日
○金
ま
で
同
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会
☎
64
‐
２
４
４
１
へ　

■■他
１
つ
の

団
体
か
ら
５
組
ま
で
出
演
可

日
曜
労
働
悩
み
ご
と
相
談
会

■■日
10
月
６
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30

分　

■■場
勤
労
者
会
館　

■■対
県
内
の
労
働
者

及
び
事
業
主
等　

■■申
山
形
県
労
働
委
員
会

☎
０
２
３
‐
６
６
６
‐
７
７
８
４

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

管
理
栄
養
士
に
よ
る
個
別
相
談

糖
尿
病
健
康
相
談

■■日
10
月
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
、
11

月
5
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
、
12
月
3

日
の
火
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

20
分　

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対
血
糖
値
が
基

準
値
を
超
え
て
い
る
方
等
（
お
お
む
ね
75

歳
ま
で
）　

■■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎

35
‐
０
１
４
９

巡
回
行
政
相
談
所
開
設

■■日
10
月
22
日
○火
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分　

■■場
第
五
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ

ン
タ
ー　

■■問
本
所
市
民
課
☎
35
‐
１
１
９

４
専
門
家
が
ス
ピ
ー
ド
解
決　
　
　
　

毎
月
第
４
水
曜
日
は
住
宅
相
談
会

■■日
10
月
23
日
○水
、
11
月
27
日
○水
午
前
10
時

〜
11
時
　
■■場
市
役
所
本
所
４
階
ロ
ビ
ー

■■内
新
築
・
増
改
築
・
耐
震
診
断
等　

■■問
本

所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
２
８

調
停
手
続
相
談

■■日
10
月
26
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時　

■■場
勤
労
者
会
館　

■■内

交
通
事
故
、
金
銭
、
土
地

建
物
、
家
庭
の
問
題
等
へ

の
調
停
委
員
に
よ
る
相
談　

■■問
鶴
岡
調
停
協
会
☎
23
‐

６
６
６
６　

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

債
務
・
相
続
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■■日
10
月
26
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た

は
勤
務
の
方
先
着
８
人　

■■場
・
■■申
10
月
25

日
○金
ま
で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22

‐
３
１
４
７
へ

専
門
家
９
士
業
に
よ
る

な
ん
で
も
相
談
会

■■日
10
月
27
日
○日
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

■■場
マ
リ
カ
西
館　

■■内
暮
ら
し
に
関
わ
る
相

談　

■■申
10
月
7
日
○月
〜
23
日
○水
に
予
約
専

用
電
話
☎
０
５
０
‐
２
０
１
８
‐
６
４
５

８
へ　

■■問
山
形
県
司
法
書
士
会
☎
０
２
３

‐
６
２
３
‐
７
０
５
４

相
続
、事
業
等
の
許
可
手
続
き
の
相
談

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

■■日
10
月
30
日
○水
午
後
２
時
〜
４
時　

■■場
市

役
所
本
所　

■■問
同
会
鶴
岡
支
部
（
安
野
）

☎
57
‐
３
７
３
５

「
ぼ
ら
ん
た
す
」
の
催
し
・

相
談
会

▼
こ
こ
ろ
元
気
相
談
会　

■■日
10
月
６
日
○日

・
10
日
○木
・
27
日
○日
、
11
月
14
日
○木
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

▼
ら
く
や
こ
ど
も
食
堂　

■■日
10
月
15
日
○火
、

11
月
５
日
○火
・
19
日
○火
午
後
６
時
30
分

■■費
大
人
…
３
０
０
円　

大
学
生
以
下
…
２

０
０
円

▼
こ
こ
ろ
元
気
サ
ロ
ン　

■■日
10
月
17
日
○木
、

11
月
７
日
○木
・
21
日
○木
午
後
１
時

▼
共
通　

■■場
楽
家　

■■問
ぼ
ら
ん
た
す
☎
33

‐
８
７
３
０

空
き
家
相
談
窓
口

　

空
き
家
に
関
す
る
相
談
や
依
頼
に
お
近

く
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

■■日
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■■
相
談
電
話
・
■■問
全
日
本
不
動
産
協
会
山

形
県
本
部
☎
０
２
３
‐
６
６
５
‐
０
１
０

０
不
動
産
開
業
相
談
窓
口

　

開
業
の
要
件
や
手
続
き
、
費
用
等
の
質

問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■■日
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■■
相
談
電
話
・
■■問
全
日
本
不
動
産
協
会
山

形
県
本
部
☎
０
２
３
‐
６
４
２
‐
６
６
５

８
移
住
者
に
対
す
る
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す

移
住
や
Ｕ
タ
ー
ン 

事
前
に
相
談
く
だ
さ
い

　

山
形
県
で
は
、
県
外
か
ら
の
移
住
者
に

「
食
」「
住
ま
い
」
等
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■■対
12
月
31
日
○火
ま
で
に
県
内
に
転
入
し
、

転
入
前
日
ま
で
に
公
的
相
談
窓
口
を
利
用

し
て
い
る
方　

■■問
本
所
地
域
振

興
課
☎
35
‐
１
１
９
１　

■■他
HP

そ
の
他

相
談
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災
害
が
起
き
た
際
の
避
難

所
の
状
況
を
知
り
た
い

　

近
年
、
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
報
道
で
避
難
所
が
混
み
合
う
様
子

を
見
て
、
自
分
が
い
ざ
避
難
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
の
こ
と
が
心
配
に
な
り
ま

す
。
発
災
時
に
避
難
所
の
状
況
を
あ
ら

か
じ
め
知
る
方
法
は
あ
り
ま
す
か
。

避
難
所
情
報
ウ
ェ
ブ
ア
プ

リ
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

　

避
難
所
は
、
避
難
情
報
の
発
令
に
合

わ
せ
開
設
し
ま
す
。
市
で
は
、
市
内
の

避
難
所
の
開
設
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
確
認
で
き
る
「
避
難
所
情
報
Ｗ
Ｅ
Ｂ

ア
プ
リ
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
不
要
で
、

市
ラ
イ
ン
（
メ
ニ
ュ
ー
▼「
防

災
」
▼「
避
難
所
開
設
状
況
」）

か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

QＡ

同
ア
プ
リ
で
確
認
で
き
る
情
報

　

対
象
と
な
る
避
難
所
は
、「
指
定
避

難
所
（
二
次
避
難
所
）」
で
、
次
の
こ

と
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

開
設
さ
れ
て
い
る
避
難
所
の

▽
住
所
・
地
図　

▽
避
難
者
数
（
総
数

及
び
男
女
内
訳
）　

▽
世
帯
数　

等

　　

ま
た
、
開
設
中
の
避
難
所
一
覧
の
ペ

ー
ジ
（
左
図
）
で
は
、
収
容
可
能
人
数

に
対
す
る
現
在
の
避
難
者
数
に
よ
っ
て
、

次
の
３
通
り
で
表
示
さ
れ
ま
す
。

①
避
難
可
能
で
す
（
マ
ー
ク
緑
色
）

② 

大
変
混
み
合
っ
て
い
ま
す
（
マ
ー
ク

黄
色
）

 

③ 

他
の
避
難
所
に
避
難
く
だ
さ
い
（
マ

ー
ク
赤
色
）

　

今
後
も
適
切
な
避
難
所
開
設
と
ス
ム

ー
ズ
な
避
難
誘
導
に
努
め
ま
す
。

〈
本
所
防
災
安
全
課
〉

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 
　本所総務課☎35‐1117

指定避難所
（二次避難
所）の一覧
はこちら
▼

アプリは
こちら
▼

　宮城県多賀城市の多賀城創建1,300年を記念
して、東北の古代城柵の御城印が作成されまし
た。酒田市では城輪柵跡の御城印を配布します。
■■日1010月１日○火からの午前９時～午後４時　■■場
文化資料館光丘文庫　■■定先着1,300
人　■■問酒田市文化政策課☎0234‐
24‐2994　■■他月曜日休館

城輪柵跡の御城印を
配布します！●酒田市

■■日1010月19日○土午後３時～20日○日午後２時（日
帰りは20日午前９時から）　■■場北月山荘　■■対小
学生以上先着15人　■■内きのこの収穫、ピザやホ
イル焼き作り等　■■費宿泊…１万4,000円（小学
生9,000円）　日帰り…5,000円（小学生2,000
円）　■■申庄内町観光協会☎0234‐42‐2922

きのことりハイキング＆
アウトドアクッキング●庄内町

■■日1010月12日○土午後１時30分　■■場遊佐町生涯学
習センター　■■定先着40人　■■内「町村合併前のゆ
ざ　疎開の記憶　～江東区砂町国民学校の日誌

ゆざ学講座  ～遊佐町合併70周年記
念～  町村合併前のゆざを振り返る●遊佐町

より～」小野寺雅昭氏（飽海地域史研究会会長）、
「初代町長渋谷八三郎の庭園」温井亨氏（公益
大教授）　■■申1010月７日○月まで遊佐町教育課☎
0234‐72‐5892へ

みかわ秋まつり●三川町
■■日11月２日○土～４日○月午前９時～午後５時（４
日は午後３時まで）　■■場三川町町民体育館　■■内
特別展示「黒須和清 切り起こしペーパークラ
フト展」、町民の各種作品展示、物産販売等
■■問三川町子育て交流施設テオトル☎64‐8310　
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今月の各種相談窓口開設日　10/４～ 11/３
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 ８日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 25日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 15日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111 18日○金18：00～20：00・櫛引生涯学習センター
朝日庁舎総務企画課☎53‐2113 15日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 24日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 17日○木14：00～16：00・市役所本所
交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎35‐1194 25日○金13：30～16：00（15：30受付終了）・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 12日○土 10：00～15：00（要予約）・同事務所

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

《人口と世帯》（令和６年８月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：117,291人
　　 （男：56,438人、女：60,853人）
　世帯数：49,575世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

↑ホームページは
こちらから

↑フェイスブックは
こちらから

↑X（旧ツイッター）は
こちらから

↑ラインは
こちらから

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

献血　10/４～ 11/３
■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

月　日 受付時間 会　場
10.４○金 9：30～ 11：30 阿部多㈱
    〃 13：00 ～ 15：30      〃
10○木 9：00 ～ 11：00 鶴岡市上下水道部
11○金 13：30 ～ 15：30 山形日産自動車販売㈱美咲店
12○土 10：00～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ

    　  〃 13：30 ～16：00 　　　   〃
20○日 ９：00 ～ 11：30 朝暘武道館（つるおか大産業まつり）

         〃 13：00 ～ 14：30 〃
11.１○金 9：00 ～ 11：30 ㈱誠朋建設
    〃 13：00 ～16：00 　    〃

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　　　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 18：00～21：00
　　　　　　＜月曜・土曜日＞                        ③ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　　　①  9：00～12：00

 ② 13：00～15：00

■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

　　　 感染症対策のため、来院前に必ず電話連絡を
お願いします。！

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（いじめに関すること） 　　　　　　　 〃 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

青 少 年 相 談 青少年育成センター☎0120‐028‐234 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
子ども総合相談窓口（子育ての悩み等） こども家庭センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
家 庭 児 童 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターまたは本所地域包括ケア推進課☎29‐4180へ
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　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（いじめに関すること） 　　　　　　　 〃 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

青 少 年 相 談 青少年育成センター☎0120‐028‐234 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
子ども総合相談窓口（子育ての悩み等） こども家庭センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
家 庭 児 童 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターまたは本所地域包括ケア推進課☎29‐4180へ
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【チケット料金】9,000円（全席指定・税込み）
※小学生以上はチケットが必要です。
※未就学児は、保護者の座席の範囲内でご覧くださ
　い。
※未就学児で席が必要な場合は、別途チケットを購
　入してください。
※車椅子で来場する場合は、公演前にキョードー東
　北にご連絡ください。
【チケット販売】
★市民先行エントリー
●受付期間　10月１日（火）午前10時～13日（日）
　午後７時

●チケット引き換え　10月21日（月）～11月３日
　（日）に同館へ（クレジットカード不可）
★一般販売
●販売開始日時　11月23日（土）午前10時
・同館ホームページ・窓口
・ローソンチケット／チケットぴあ／イープラス
　（インターネット販売のみ）
◎問合せ
キョードー東北☎022‐217‐7788
（月曜～金曜日午後１時～４時、土
曜日午前10時～正午）

つるおか市民で歌うオペラ・ガラコンサート

　鶴岡にゆかりのあるソリストたち、そして公
募により結成された「タクトつるおか合唱団」
が歌い上げるオペラの祭典！　鶴岡の冬を熱く
するオペラの名曲の数々を、山形交響楽団の演
奏とともにお楽しみください。

来年１月19日（日）
午後２時開演
荘銀タクト鶴岡 大ホール

　　　【チケット料金】全席指定・税込み
　　　一般　Ｓ席3,000円　Ａ席2,000円
　　　　　　ペアＳ席5,000円　ペアＡ席3,000円　
　　　学生　Ｓ席1,500円　Ａ席1,000円
　　　　　　（25歳以下〈要学生証〉）
　　　【チケット販売】
　　　10月20日（日）午前10時から

尾形志織
（ソプラノ）

佐々木麻子
（ソプラノ）

宮里直樹
（テノール）

黒田祐貴
（バリトン）

工藤俊幸（指揮） 山形交響楽団（管弦楽）
(C)Kazuhiko Suzuki

助成：一般財団法人地域創造

【曲目】
「ラ・ボエーム」ハイライト、
「愛の妙薬」・「セビリアの理髪師」・「ファルスタッフ」等のアリア
ほか

スキマスイッチ　
TOUR2024-2025 “A museMentally”

　待望のニューアルバム『A museMentally』を引っ提げた、全国
ツアーが開催決定！　
　20周年を超えた最新のスキマスイッチのサウンドと、これまでの
キャリアを代表する楽曲を織り交ぜた、色とりどりのセットリストで、
新たなるスキマスイッチをぜひ会場でお楽しみください！

来年２月９日（日） 午後４時30分開演
荘銀タクト鶴岡 大ホール

詳しくは
こちら※出演者・曲目等が変更となる場合があります。

詳しくは
こちら


